



























































姫騎士はオークにつかまりました。３
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富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　社会の歯車になりたい。

　いつの頃ころからか、俺はそう思うようになっていた。だけど、なんでこんな事を考え始めるようになったのかと聞かれると明確な答えは出せない。

　勉強をしなくちゃダメ。良い大学に入らなきゃダメ。人並みに恋れん愛あいしなきゃダメ。良い会社に就職しなきゃダメ。結けつ婚こんしないとダメ。子供を作って親を喜ばせないとダメ。

　そんな誰だれかが作った〝普ふ通つう〟に追いかけ回されて気がつけば、そのレールからはじき飛ばされていた。

「内定決まりました。これから友達とお祝い！」

「今日はかれぴっぴとキャッツランドいくぅ」

「今日は異業種交流会で色んな方と名めい刺し交こう換かん。出会いに感謝」

　僕は、私は、俺はちゃんとしたレールに乗っかっています。だからこんなに充じゆう実じつした毎日を送ることができています。

　だったら今の自分はどうだ。いつか正社員になるために百万エンを貯ためるためだけに生活する毎日。それで何かあったらまたウジウジ悩なやんで、結局堂どう々どう巡めぐり。

　そんな自分に自信のない俺に就職する資格なんてないし、恋愛する資格もないし、結婚する資格もない。だから不幸せなのが当たり前なんだ。そう当たり前だと思っていた。

　でも今俺はひたすらに悩んでいた。

　ネット越ごしに二度と会うことのない同級生の眩まぶしい日常を目まの当たりにすること？

　違ちがう。

　貯金も貯まらず、正社員になることもできず派は遣けんとして過ごしていること？

　違う。いやもちろんそれも悩みではあるんだけど……。

　じゃあ、杏あん樹じゆにキスされたこと？

　そう。俺は今それに対して猛もう烈れつに悩んでいる。

　いやもちろん、その前にアイドルの女の子が俺の頰ほおにキスしたことも今までの日ひ陰かげ者ものな日常からは到とう底てい考えつかないわけだから、そもそもそれもおかしいんだけど。

「大体キスなんて海外じゃ挨あい拶さつみたいなもんでしょ？」

　そう杏樹に言われ、その後に頰にキスされた。確かに海外じゃ挨拶がてらにキスするさ。

　でも、杏樹は別に初対面なわけじゃないし、あの日、あの時、あの場所で本日初めて言葉を交かわしたわけでもない。

　なのになんでそんなことを？

　わからない。

　もしかして、好意を持っているとか？

　この俺に？　ないだろ？　だってオークだよ？　派遣だよ？　ましてや年収はおそらく杏樹の五分の一ももらってない。

　こんな社会的な失敗者に好意？　ソレこそホラーだ。

　だからこそなんで杏樹があんなことをしたかが謎なぞ過ぎて、謎が謎を呼び、俺の中でぐるぐると出口を求めてさまよい続けている。

　そう俺は結局社会の歯車になりたいと言っていても結局はファッションで言っていただけなのかもしれない。

　変化が怖こわい。何より周りに好意を向けられるのがたまらなく怖い。

　だったら現状維い持じでいい。

　いつものような日常でいい。いつもと変わらない方がいい。

　そう。変わりたい変わりたいと常つね日ひ頃ごろから言っているにもかかわらず、一番変化することをビビっているのは自分自身なんだ。

　だから俺はいつもこう言うんだ。
















　社会の歯車になりたいって……








１章　私の初はつ恋こいを君にあげる






「弥や太た郎ろう、あのね……あの、い、いきなり呼び出しちゃってごめんね」

　何故なぜか俺の目の前にいる杏あん樹じゆは、セーラー服を着こみ、いつもはロングの髪かみ型がたを触しよつ覚かくのように頭の後ろから二つ生やして、いわゆるツインテールって髪型になっていた。

　違い和わ感かんを覚えながら周囲を見み渡わたすと、空は茜あかね色いろに染まり、どこかの体育館裏だろうか、床ゆかと靴くつがこすれあいネズミの鳴き声のような音が何層にも重なり、遠くでは野球部がバットでボールをかっ飛ばす時の心地ここちの良い音が聞こえてくる。

「別に良いですけどどうしたんですか？　用件はなんなんですかね？」

「そ、そのこの前の事なんだけど……。私、弥太郎にキスしちゃったじゃない？」

「あぁはい……」

「えっと、その事なんだけど……えっと……弥太郎……す、す、す……す」

　杏樹は何かを言おうと口を動かすけれど、か細すぎる声は俺の耳には届かない。

「えっ？」

　俺がそう聞きなおすと、耳が真っ赤になり、うつむいてしまう杏樹。そして顔を上げると見慣れた杏樹の瞳ひとみから涙なみだが溢あふれ、何かを俺に訴うつたえかけてくるが、どうしてもその声が聞こえない。

　俺が何度も何度も繰くり返し杏樹の言葉を聞き直すと、次し第だいに怒おこった杏樹が俺にビンタをしようとするもんだから目をつむり、防ぼう御ぎよ姿勢をとった。

　だけどいつまで経たっても、体に来るはずの衝しよう撃げきが来ない。

　恐おそる恐る目を開けると、見慣れた自室の白い天てん井じようと体に巻かれたタオルケット。

「夢か……」

　悪夢ってわけじゃないんだろうけど、あまりいい気分がしないのも事実だ。

　こんな夢を見るようになったのも、あの夏のちょうど宇う佐さ見みさんの総選挙の打ち上げで杏樹から頰にキスされてからだ。

　この手の夢を見た時の不快さ加減は本当に嫌いや気けがさす。

　夏が終わり、暦こよみの上では秋になっている。寝ねるだけだったら暑くもなく、かと言って寒くもない。そんな最高の環かん境きようだっていうのにだ。

　なのに、騒そう音おんにも似た俺の名前を誰かが呼ぶ声と同時に部屋に鳴り響ひびく来客を知らせる呼び鈴りんとドアを叩たたく音が俺の睡すい眠みんを邪じや魔ましてくる。その音の煩わずらわしさに上体を起こし確かく認にんすると、ドアが激しくノックされている。

「先せん輩ぱい！　先輩！　先輩！　先輩！」

　俺は無視することにした。

　だって今日は土曜日。珍めずらしく仕事という苦行から逃にげられた俺の俺による俺のための時間を家事に使うという神聖な儀ぎ式しきがあるっていうのに、どっかのアホタレはその貴重な休みを土足で踏ふみにじろうとしているのだ。

　よし、無視しよう。

　そう心に決め、再びベッドに横になる。しかし騒音は止まらない。むしろ俺を呼ぶ声は激しさを増しているようだ。

　俺も普通の来客ならこんなことはしない。だけどこの段階でドアの向こう側に誰がいるかわかっているが故ゆえの対応なのだ。

　そう。おそらくドアの向こう側にいるのは同どう僚りようの佐さ々さ木きなのだ。

　できの悪いトレンディドラマなら、かわいい幼なじみが俺を起こしに来るだろうけど、それはあくまでフィクションの話。いわば虚きよ像ぞう。あいにく俺は幼なじみと言うものには縁えんがない。現実は朝からこの上なく不快な音を出す金きん髪ぱつ男が起こしに来るのだ。

　この前の休みには、今日のように起こされ、寝ぼけ眼まなこでいきなり連れて行かれた先は近くの河原。どうやら前日テレビで河原に落ちている石をかっこいいという石愛好家が特集され、良い石があれば高値で買ってくれるらしく、これで俺たちも一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらいましょうと言われたのだ。

　別に他人の趣しゆ味みを蔑さげすむつもりもないけれど、石にまるで興味のない俺はそんなノリノリの佐々木に連れだされ残暑にあてられながら日がな一日かっこいい石を探す。苦行以外の何ものでもない。

　この世に神様がいるなら、今すぐ佐々木を真人間にしてほしいと何度も考えながら日が暮れるまで石ころを見つめ、翌日その愛好家に連れん絡らくをとってみれば、かっこよさの方向性が違うと言われ買い取り拒きよ否ひ。

　とまぁそんな前例があるので俺は頑かたくなにベッドから出ようとしないのだ。

「せんぱぁい。今日は大だい丈じよう夫ぶっすからぁ～。出てきてくださいよ。あぁこのままだと、この強い紫し外がい線で死んでしまう。あ～だれか～だれか助けてくれないかなぁ。こんな時心優やさしいオークがいたらなぁ。俺もこんな所でのたれ死なないのに。もし俺がココで死んだらお墓は海が見える場所に建ててほしい……」

　またわけわかんないことを言って佐々木がドアの向こう側で騒さわいでいる。

　二度寝もろくにできない俺がふと枕まくらもとにおいてある携けい帯たいを確認すれば時刻は七時。

　たしかに平日だったら七時に部屋まで聞こえるような声を出しても多少は許されるが、今日は土曜日。一いつ般ぱん的には休日だ。平日必死に働かれてる皆みな々みな様さまにはご迷めい惑わくになってしまう。

　社会の圧力に屈くつした俺は、しょうがなくドアを開けると、金属製のドアと何かがぶつかり鈍にぶい音を立てる。

　開けたドアからは朝の匂においと柔やわらかな光が部屋に入り込んでくる。そして木の棒が刺ささったアイスを持った右手で頭をさすり、左手にはなにやら袋ふくろを持った金髪がいた。腰こしには、大魔ま法ほう使つかいになりたいということで申し訳程度に杖つえが差さっている。

　やっぱり佐々木だった。

「あだぁ！　勢いつけてドア開けないでくださいよぉ～」

「お前が俺の事を外から呼び出してるって前提があるんだから、ドアの近くに立ってんじゃねぇ！　それに、ご近所さんはまだ寝てんだから静かにしろよ」

「いやぁさ～せん。でも今日は休日の朝っすよ？　この時間だったら、普ふ通つうの家庭は特とく撮さつ見てる時間でしょ？　そうっすよね？」

　佐々木はアイスをなめながら、なんで大きな声を出すのが悪いんだ、そんなことを今にも言いそうな顔といえば誰だれでもわかるだろう。

「いいか？　世の中の普通の人たちは平日働いてんだよ。そんでもって金曜の終業後に『うわぁ疲つかれたなぁ。あっ課長今日飲み行きません？』『そうだなー飲みにでも行くか』『やった課長のおごりだぁ』みたいな会話が繰り広げられ、みんなしこたまお酒飲んでんだよ。そんでもって今日、この朝を迎むかえてんの。朝からうるさくしたら二日酔よいのご近所様に迷惑だろうが」

「うっそだぁ。だって先輩、俺が仕事終わって飯でも行きましょうって誘さそってもうんともすんとも言わないじゃないっすか」

「俺はいいんだよ。社会一般の話だ。んで今日はなんだよ。石だったら一人で拾いにいけよな。俺は行かねーぞ」

「なんすかその言い方。先輩が貯金してるって聞いてこっちも頭をひねって少しはその貯金に貢こう献けんしようっていうのになんなんすかその言いぐさは。もう佐々木は悲しいっす。まぁいいや。今日はですね。なんとこれを持ってきました！」

　そう言った佐々木はアイスを頰ほお張ばり、自由になった右手で左手で持っていた袋から何やら取り出した。

「これっす。『食しよく戟げきのオーク』の全巻セットっす。今日はこれを見ましょう」

　佐々木が出したのは、友情・努力・勝利をスローガンに掲かかげる国民的週刊漫まん画が誌、少年ダッシュで連れん載さい中の漫画のアニメのブルーレイだった。

　国民的というからにはもちろん俺も知っている。たしか今のダッシュの看板作品は海かい賊ぞくが死神になって、忍にん者じやと闘たたかうバトル漫画『ワンピブリート』のはずだ。昨今ラノベ作家が自分の本が一万冊出るか出ないかで一いつ喜き一いち憂ゆうしてるような出版不ふ況きようの中で『ワンピブリート』の単行本は発売日に百万部以上売れるらしい。

　贅ぜい沢たくは言わないから、作者の人は三巻分だけでもいいので権利使用料ロイヤリテイ分けてほしいんですけど。いや最悪、主人公たちが偉い大だいなる死神道に入る前に出会った宝箱につまったおっさん、ゴエモンさんのキャラクター権利使用料ロイヤリテイでもいい。

「えぇ別にいいけどなんでアニメ？」

「いやこのアニメ、オークのシェフがタイムスリップして、モリタニアの初代国王、島しま津づ杏子あんず様の料理人になるっていう話なんすけど、ヒロインがかわいいんすよ。しかも杏子さまの声はあの女騎き士しをやらせたら右に出るものはいない沢さわ黒くろみゆきっすよ？　先輩が見るべくして見るアニメじゃないっすか。ねぇ先輩これ一いつ緒しよに見ましょうよ～」

　確かに佐々木はこういう作品の審しん美び眼みたいなものがある。宇佐美さんのプロデュースをする時見たシャカライブっていう僧そう侶りよがアイドル目指すアニメも面おも白しろかったし。ただいつも思うのが、いくら休みが一緒のタイミングになるとはいえ休みの度たびに俺の家を襲しゆう撃げきすることはやめて欲しい。他ほかにすることはないんだろうか。そう疑問に思った俺は佐々木を部屋に招きいれながらなんとなく聞くことにした。

「アニメ見るだけだったら、まぁいいけど……。だけど、お前彼女いるんだろ？　週末はその……普通はデートとかするもんじゃないの？」

「普通の彼女だったらそうなんでしょうけど、彼女サービス業なんで週末とか関係ないんすよ。別に法律で『彼氏・彼女がいる奴やつは週末にデートしましょう』とか決まってるわけじゃないですし」

「そうなんだ。俺はてっきりデートってのは毎日するもんなのかと……」

「毎日デートなんてしてたら大変っすよ。大体そんなに行くとこないでしょ。月曜日は最近話題のレストランでデート。火曜日は巨きよ大だいアミューズメント施し設せつでデート。水曜日は……なんてやってたら疲れません？　少なくとも俺は疲れます。他の付き合ってる人の事はよくわかりませんけどね～」

　たしかに自分で言ってはみたものの、毎日デートなんて大変だよな。そりゃ学生の間はそういうこともできるかもしれないけど、そんなこと働いてたら難しいもんな。

「そういうもんかなー」

「そういうもんすよ。っていうか先輩……まさか……!?」

　俺がなんとなく佐々木の言葉に同意しながら昨日洗い忘れた衣類を洗せん濯たく機きに詰つめ込んでいると、佐々木は怪け訝げんそうな声こわ色いろでこちらに問いかけて来るので振ふり返ると妙みようにニヤつく佐々木の笑え顔がおがそこにあった。

「〝まさか〟ってなんだよ。それにその顔……俺の顔になんかついてるか？」

「いや別になんもついては無いっすけど……。まさか先輩いわゆる〝好きな人〟できたんすか？」

「なんでそうなる!?」

　俺は佐々木の予想外の問いに目を見開いた。

「だっていきなりデートの話なんて……。今までだったらそんなこと言わなかったのに。あーこれ完全に恋こいしちゃったんだ。誰すか？　誰なんすか？」

　でたでた。この無む駄だに目をキラキラさせた顔。この手の話をする奴はきまってそうだ。

「そんなことないって。大体なんでデートの事聞いたらそうなるんだよ。もうホントなんにでも恋とか愛とかにつなげんのやめてよね。映画でも小説でもなんでもそうだけど、最終的にはヒロインと主人公が結ばれるじゃん。『隕いん石せきがこの国に向かって降ってくるぞ』『俺がこの危機を救ってみせる』『きゃー主人公様素す敵てきー。戻もどってきたら結けつ婚こんしてー』『わかった。俺は必ず戻るよ』『くっそー。隕石がとめられねぇ。でも俺には帰りを待ってくれてる人がいるんだ』。周囲の期待に反して隕石に押し潰つぶされる主人公、泣き崩くずれる脇わき役やくたち。しかしそれでも約束を信じるヒロイン。流れ始める無駄に壮そう大だいな音楽。なんと不思議な力で主人公助かりました。抱だきついて唇くちびるがふやけそうな程ほどキスをする主人公とヒロイン。み　た　い　な。なんでこの国の人間はそういうのしか受け付けないんだ。もういいんだよそういう展開は」

　俺は息いき継つぎしない勢いで昨今のエンタメ業界を叩たたき斬きった。

「そうすか？　俺はベタでそういうの好きっすけどね。主人公がネクラで、うじうじ悩なやんでる映画とか小説読みたいすか？　そんなんじゃすぐに打ち切りっすよ。三巻ぐらいで打ち切りっす」

「もしかしてそれ俺の事言ってる？」

「そ、そ、そ、そうじゃないっすけど。だってやっぱりハッピーエンドはいいじゃないですか。なんか心がほっこりするっていうか。俺馬ば鹿かだからうまく言えないですけど。それに女の子と付き合うのも悪くないと思いますけどね。先輩も試ためしに付き合ってみればいいじゃないすか」

「試しにって。コンビニで新商品買うぐらいの気持ちで女の人と付き合えっていうのか？　そっちの方が無理だ。それに俺はさ……」

「『俺は？』」

　そう佐々木に聞かれて一いつ瞬しゆん答えに詰まった。弱みってわけじゃないだろうけど、こういう自分の中身をさらけ出すようなのはなんか苦手だ。

「資格が無いんだ。恋れん愛あいする資格がさ。だってそうだろ。派は遣けんだぞ？　オークだぞ？　そんな奴が恋愛するなんておかしいよ」

　俺はそう言いながら洗濯槽そうに視線を戻し、なんとなくただ同じ所をぐるぐる回る洗濯物と徐じよ々じよに汚よごれていく水を睨にらみつけていた。

「別によくないすか？　世の中には派遣でも誰かと付き合ってる人なんていくらでもいるじゃないすか。そんな感じでいいじゃないすか。いいじゃないすか、別にレールから外れたって……って先せん輩ぱい大変です」

「今度はなんだよ」

　急に大きな声を佐々木が出すもんだから振り返ると、『当たり』と書かれたアイスの棒を見せつける佐々木のドヤ顔。最悪な一日の始まりだ。




　島津・ナイト・杏樹




「なによこの『結婚チャンス添てん削さくテスト』ってやつは。あぁはいはい。いつもの個人情報の入力ね。はいはい名前は『島津・ナイト・杏樹』っと。そんで年ねん齢れい？　17歳。休日？　不定期って所にチェックマークをいれて……」

　久しぶりの休みだ。公務もない。かといって今すぐ何かをしなきゃいけない用事もない。そんな私は執しつ務む室に行き、パソコンで婚活サイトにプロフィールを登録していた。

　めんどくさいったらありゃしないのに、なぜこんなことをしているのかというと、この国じゃ十五歳を過ぎて結婚しない姫ひめ騎き士しは負け犬という侮ぶ蔑べつの視線を向けられてしまうからだ。

　そりゃそうよね。腐くさっても姫。お伽とぎ話ばなしだったら白馬に乗った王子様ないしは、魔ま王おうから世界を救ったいわゆる救国の英えい雄ゆうが求婚してきて杏樹困っちゃうってなるところだけど生あい憎にくこの世界じゃ魔王は現れる気配はないし、白馬の王子様なんてものは身近にいない。

　それこそ昔は、ご近所の世話焼きなおばさんがそういう人にいい男を紹しよう介かいしていたらしいけど、このネット全ぜん盛せいの時代じゃ顔見知りのおばさんよりも魔法でできたインターネットでいい男を紹介してもらうっていうのが当たり前。

「しっかし、なんでこの手のサイトはメールアドレスとパスワードを要求してくんのかしら。もう婚活サイト登録しすぎてどのサイトにどのパスワード使ってるのかわかんなくなりそうだわ」

　順調にサイトに個人情報を入力するために集中していると、誰だれかの熱い視線を感じるのでモニタから視線を外すと、そこには実質私の専属メイドと言っても過言ではないメイド長の伊達だてちゃんがいた。

「だ、伊達ちゃん!?」

「はい。私はここにおりますが、どうかされましたか？」

　白と黒で綺き麗れいに色分けされたフリル付きのロングのメイド服を着こみ、長い綺麗な黒くろ髪かみを結ゆわえ、眼鏡の奥の鋭するどい視線が私を見み透すかしながら、ドアの前に立っている。

「どうかされましたって、いきなり無言で立っていたらびっくりするでしょ？」

「申し訳ございません。ですが姫様……いえお嬢じよう様さま、本日はお仕事の予定は無いはずですが？　せっかく私が調整した休みですのに、どうなされたのですか？　これでは私の職務を全まつとうできません。早く部屋から出て行かれたらどうでしょう？」

　伊達ちゃんは私より二歳か三歳上なだけなのに、その威い圧あつ感かんには何者にも有う無むを言わせない迫はく力りよくがある。しかも悪意が無いのはわかっているけどこの人は言葉がきついのだ。

　でも、私が『パンケーキが食べたい』と言えば、『太ったら、婚期が遅おそくなりますよ』と小言一つ言うぐらいで一いつ切さい私の事を待たせず一瞬で作ってくれるし、『もうやだ、仕事つがれだ。もうやめる！』と言えばスケジュールを調整して休みを作ってくれる。そういう気を遣つかってくれるところは嫌きらいじゃない。むしろかわいいと思ってしまう。もしこの国の男全すべての睾こう丸がんが爆ばく発はつして死ぬ病気が流行して、女だけの国になったら結婚したいと思う程に。

「いやその……あの……伊達ちゃんこそ私が休みなのに執務室にいるってどういうことなのよ」

　せっかくもらった休みだっていうのに、することなくて結局職場に来て、やってることが婚活サイトにプロフィールを登録してるなんて言えない私は、質問に質問で返した。

「それはいつも部屋を汚きたなく汚よごす部屋の主あるじがいないので、書類の整理その他諸もろ々もろを一気に終わらせようと……」

　私の戦意を喪そう失しつさせる手痛い反はん撃げきを放ち、近寄ってくる伊達ちゃん。

「ちょっと、なんでこっちに来るのよ。ちょっとそこで止まりなさい」

　私が止まるように言っても全く止まる気配も見えない。むしろ床ゆかと踵かかとがぶつかり合って鳴り響ひびく甲かん高だかい足音が私の方に近づいてくるだけ。動どう揺ようして反応は遅おくれたが、体を使い、慌あわてて画面を隠かくすも、時既すでに遅し。

　私の体の隙すき間まから婚活サイトの入力画面。そして伊達ちゃんの大きなため息。

「はぁ……お嬢様。婚活サイト……ですか……」

　伊達ちゃんの冷たい視線が私に刺ささる。

「ち、ち、ち、ち、ち、ち、違ちがうのよ。そう。えっと、最近モリタニアじゃ結婚しない若者が多いじゃない。それで今度政府の施し策さくとしてね。その婚活を応おう援えんしようって政策が閣かく僚りようから挙がったの。それで国を運営する私としては民間のサービスを……」

「なるほど、ではあくまで仕事の一いつ環かんとして自分の休みを〝わざわざ〟使い、婚活サイトにご自身を登録していたという事でよろしいですね？」

　休日の過ごし方があまりにもアレ過ぎて、改めて他人から自分の行動を言われると死にたくなってくるわね。でもここで否定すれば、完全にネットを私的利用するクソ姫とも思われてしまう。だったらあえて私は開き直ることにした。

「そうよ。何か悪い？　仕事熱心でしょ？」

「そうですね。では私はお嬢様がお仕事が終わるのを待ってから、この部屋を掃そう除じさせていただきます。さぁどうぞお仕事に集中なさってください」

　そう言った伊達ちゃんは私の横に立ち、じっとモニタを見つめる。

「……えぇそうするわ。じゃぁ作業に戻らせてもらうわね」

　重苦しい雰ふん囲い気きの中、キーボードの打だ鍵けん音とマウスとマウスパッドがこすれ合う音だけが室内に響き、個人情報の入力が完かん了りよう。そしてここからは、『結婚チャンス添削テスト』の入力が始まる。だけど待ってほしい。私は伊達ちゃんの見ている前でこれをこなさなければいけないんだろうか？

　侘わびと寂さびが支配する沈ちん黙もくを壊こわすように、私はそっと息を吸い、伊達ちゃんに話しかけた。

「あ、あの……」

「いかが致いたしましたか、お嬢様？」

　話しかけると、あいも変わらず厳しく冷たい目線がこちらを襲おそう。

「あの、だ、伊達ちゃん？　そのさ……入力が……しづらいん……だよね」

「替かえのキーボード、お持ちいたしましょうか？」

「違う。違うの。そういうことじゃないの。もうこのキーボード最高。エンターキーはどんなに強く叩いても反応するし、打鍵音も心地ここちがいいわ」

「そうですか。では引き続きお仕事に集中なさってください」

　くっそー。なぜわかってくれないの。恥はずかしいのよ。自分の恥ち部ぶをパレードで見せつけているような……そのぐらいの恥ずかしさなのよ。

　繊せん細さいなの。行き遅れの女は繊細なの。ガラスのハートなのよ！

　どうすればいい。伊達ちゃんはどうしたら帰ってくれる。私が瞬しゆん間かん的に考え、出した結論はこうだった。

「少し喉のどが渇かわいたわね。温かい紅茶が飲みたいわ」

　少なくとも、これでお湯を沸わかす時間。そして茶葉をむす時間ができる。その間にこの『結けつ婚こんチャンス添削テスト』の入力ができる。我ながら完かん璧ぺきなプランね。

「左様でございますか。ではすぐに淹いれてまいります」

　そう言った伊達ちゃんは回れ右をして、ドアから給湯室へ進撃を開始。

「よし、これで恥ずかしい部分も入力ができるわね。急ぐのよ、杏樹。雑念を払はらって集中よ、集中！」

　自分で自分を鼓こ舞ぶしながら目の前にあるモニタだけを見つめ、私は作業を始めた。

「『お相手の希望身長は？』か……弥太郎ぐらいの身長がいいな。『お相手の希望学歴は？』。佐々木みたいに底そこ抜ぬけにアホってのは毎日が疲つかれそうよね。えっと……うん……弥太郎ぐらいの知的レベルだと、なんとなく私の仕事が大変だって理解してくれそうだな。それで後は……『お相手に求める年収は？』か。別に結婚したって王女辞やめられるわけでもないし、なんかあったら私が養うぐらいの経済力はあるわけだし、程々でいいや」

　ここまで入力して気づく人もいるだろうけど私は弥太郎と結婚したいと密ひそかに思っている。

　昔は白馬の王子様がいい。誰もが羨うらやむような結婚相手が良いって考えてた。そうじゃなきゃ幸せになれないって勝手に思ってた。だけどそうじゃなくても良いかなと思うようになったのは全部弥太郎が私の心に入り込んでしまったからだ。

　もともと冗じよう談だんみたいな理由で知り合って、一いつ緒しよに仕事して、普ふ段だんはなんか斜しやに構えて生きてる感じなのに困ってる人を見ると助けちゃう。白馬も似合わなければ、お金持ちとかでもない。だけどそんな弥太郎がたまらなく大切だ。

　だったら、本来だったら婚活サイトに自分を登録なんかせずに弥太郎をデートに誘さそえば良いだけの話になるんだけど、経験がまるで無い私にとっては何をすれば良いのかもわからない。その上、遥はる香かちゃんは遥香ちゃんで私に恋愛相談とかしてくるし。さらに言えばかなでちゃんたちと総選挙の打ち上げをした時、私の行き過ぎた性せい衝しよう動どうで弥太郎の頰ほおにキスをするという愚ぐ行こうを犯おかしてしまったことも最悪だ。

　こじれにこじれた人間関係で、何が正解なのかもわからない八はつ方ぽう塞ふさがりな状じよう況きようにひねくれまくった私の心を何かで埋うめようとして、婚活サイトに登録しているのかなと自分では思ってる。

　私がそんな調子だからなのか弥太郎もまともに話してくれない。たまに城の廊ろう下かであっても『あっ……どうも』『あっはい……』的な。他た人にん行ぎよう儀ぎ全開で気まずいったらありゃしない。

　時間を巻き戻もどせる的な魔法があったら、遥香ちゃんに相談を持ちかけられたタイミングで、私もそうなんですー、って軽く牽けん制せいしとけばよかったわ。

「……じょうさま……お嬢様」

　私が机の上で悶もん々もんとしていると、誰かが私を呼ぶ声が聞こえた。その声に私が振ふり向くと、そこには彼女がいた。そうお茶を淹れに給湯室に行った伊達ちゃんが片方だけ口角を上げた冷ややかな笑いで私を見つめていた。

「だ、伊達ちゃん？」

「はい。私はここにおりますが、どうかされましたか？」

「『どうかされましたか？』じゃないでしょ？　ノックもせずに部屋に入ってくるなんてどういうことよ」

「いえ、ノックはさせていただきましたが、反応がありませんでしたので。更さらにはお嬢様のオーダーは温かいお紅茶。それならば入室の許可を取るのは違うかなと思いました」

「た、確かに言われればそうね。で、でもなんでそんなニヤニヤしてんのよ。おかしいでしょ？」

「いえ何でもございません」

　明らかになんでもございますって顔でこっちに下げ卑びた笑いを向けてくる。しっかし伊達ちゃんの笑え顔がおは本当に邪じや悪あくだ。ここまで笑顔が似合わない人はじめて見たよ。

　でもなんで伊達ちゃんはそんな笑ってるんだ？　ま、まさか？

　脳内で心当たりを探さぐる。そして見つかる心当たり。私は疑ぎ惑わくを確信に変えるために意を決して質問をする。

「そ、そのいつからいたの？　この部屋に……」

「お嬢様が結婚チャンス添てん削さくテストで里さと中なか様のような殿との方がたがタイプと入力されているところからでございます」

「そ、そうなんだ……」

　なんだ、そこか。だったら問題ない。だってチェックシートにチェック入れたり、適当な答えを選んでいただけじゃない。私がほっと胸をなでおろすと伊達ちゃんはニヤニヤしながら話し始める。

「それとお嬢様。一国の指導者が思考をだだ漏もれにされるのは……。里中様にキスをして、本ほん間ま様からは里中様が好きな事を相談され、三角関係が出来上がり、身動きが取れない。はー人生がうまくいかないと大変青春なされるのは結構ですが……」

　聞かれた。一番聞かれちゃいけない、いい年した女の青あお臭くさい戸と惑まどいを全て聞かれた。しかもニヤニヤ笑いながら。絶対この人私の事いじって楽しんでるんだ。

「殺せ。殺してくれ！　私を殺して！」

　心の底からの言葉だった。

















２章　お見合い狂きよう騒そう曲






「アイスあんなに食べたら普通お腹なか壊すってわかるだろ？　なんでこう限度を知らないんだよ」

「いや～まさか十連続で当たるとは思わないじゃないすか」

「だからってアイスが当たったら連続で食べましょうって言われてるわけじゃないだろ。週末ずっと家に居座りやがって！　自宅にいる俺がなんで近くのコンビニまでトイレに出かけなきゃいけないんだよ」

「さ～せん。でも『食しよく戟げきのオーク』は面おも白しろかったでしょ？　とにかく職場向かいましょうよ。遅ち刻こくしますよ！」

「お前がいつまでも寝ねてるからギリギリの時間に出ることになっちゃったんだろ？　時間無いって言ってんのに悠ゆう長ちようにシャワーまで浴びて」

　結局、この週末はアニメを見て、時折トイレでうめき声を上げる佐さ々さ木きのためにおかゆを作り、なんだかんだでアニメを見つつ日曜の夕方を迎むかえるという、時間を投げ捨てるような過ごし方をしてしまった。

　さらに週の初め、月曜日だっていうのに、これまた佐々木のせいで仕事に遅刻しそうなもんだから城に向かって猛もう然ぜんと走っているところだ。

　天気は快晴、どうやら今日は一日この調子みたいだ。基本的に急ぐことが嫌きらいな俺には最悪な一日の始まりと言っても過言ではない。

「エチケットっすよエチケット。『やだ～佐々木さんくさ～い』とか言われたら嫌いやじゃないですか」

「んなこと知るか。結局こうやって、始業ギリギリになってるんだろ？　そもそもこうやって走って汗あせかいてるんじゃ本ほん間まさんに言われるぞ『やだ～佐々木さんくさ～い』って」

「た、確かに、でも背に腹は代えられないっす。それに先せん輩ぱい、城の門が見えてきましたよ。ダッシュダッシュ！」

　朝の急激な運動で痛む脇わき腹ばらを押さえながら、城の門をくぐり、庶しよ務む課がある風通しの悪い地下室に向かう。

「はい間に合ったっす～。ふぅ危なかったぜぇ～」

　始業のチャイムが鳴ると同時に庶務課に到とう着ちやく。俺の後ろでは佐々木がピンチをしのぎきった満足感を感じているんだろう。

　そしておそらく本間さんは机に座ってのほほんと仕事を始めているはずだ。

　そう考えながら庶務課に入ると、そこには誰だれ一人ひとりとして人ひと影かげはなかった。

「あれぇ？　遥はる香かっちがいない！」

　佐々木が不思議がるのも無理はない。だって本間さんの勤務態度といえば極きわめて真ま面じ目め。遅刻や早退なんて聞いたことがない。もちろん佐々木みたいに就業中に居い眠ねむりなんてこともない。

「変だな。いつもだったらいるのにね。佐々木なんか聞いてるか？」

「なんも聞いてないっすよ。これは事件の匂においがしますねぇ」

「事件の匂いなんて少しもしないだろ。確かに本間さんの遅刻は珍めずらしいけどさ。というか実は別のところでもう仕事してんじゃないの？　あと何でもかんでも陰いん謀ぼうとか事件とか物ぶつ騒そうな事を考えるのは止やめなさい」

「そんな怒おこることないでしょ」

　各おの々おのの机で慌あわてて仕事の準備に取りかかりながらも俺も佐々木も同じ疑問を抱いだいたようだった。そんななんてことのない会話のやりとりをしていると、俺たちが先ほど下ってきたこの部屋に続く階段からどたどたと騒さわがしい音、そしてその直後に部屋に鳴り響ひびく乱暴なドアを開く音に振り返ると、荒あらい呼吸で肩かたを揺ゆらし汗だくになった本間さんが駆かけ込んでくると、走ってきたことによる疲ひ労ろうでかがみ込んでしまった。

　服装はいつもと変わらず清潔感に溢あふれているものの、キューティクルで輝かがやく蒼あおい髪かみはおそらくここに向かうまでの道中で乱れ、まるでハリネズミのように毛羽だっていた。

「はぁ……はぁ……おはようございます……弥や太た郎ろうさん、佐々木さん」

「「お、おはよう……」」

　言葉を失うというのはまさにこのことなんだろう。いつもの本間さんからは想像できない。そしてそのことに驚おどろいた俺たちは挨あい拶さつ以外の言葉がまるで出てこない。これがいわゆる茫ぼう然ぜん自じ失しつってやつなんだろう。

「本当にすいません。あの私、えっと……本当にすいません。なんてお詫わびしたらいいのか……」

　到着するやいなや、呼吸も整えず、顔を上げかすれた声で申し訳なさそうに謝る本間さん。しかしその首には青い大きな痣あざがあった。まるで何かにぶたれたような。

　どういった反応をしていいのかわからない俺は佐々木に助け船をだしてもらおうと顔を向けると、佐々木も佐々木でその事に気づいたのか、こちらを向いていた。どういうわけかこういう状況の時だけは佐々木と波長があってしまうのがなんとも複雑な気分だけどしょうがない。こんな時は目は口ほどにものを言うという諺ことわざの通りに目で会話するしかなかった。

（なんか首に痣あるんだけど……）

（ほらやっぱり事件の匂いしたじゃないすか。どうすんすかこれ？　俺嫌いやっすよ聞くの。どうすんすか？　クラブとかで警備してるでっかくて柄がらの悪いオークの彼氏に殴なぐられましたとか言われたら。俺ら泣いて黙だまるしかできませんよ？）

（だからって俺が聞けってのか、どう考えたってこれはお前向きだろ。ほらいつもの感じでふわっと聞けって。ふわっとだぞ？）

　視線で誰が本間さんに話しかけるかの押し付け合いをして、部屋の空気が怪あやしくなってきたときに俺たちの気持ちを察してくれた本間さんは首にできた痣をさすりながらこう話し始めた。

「首の痣目立ってますよね？　その……昨日ヤリサーで首に怪け我がしちゃって……」

「や、ヤリサーか……」

　絶句。冷え上がる空気。あれだ、〝ヤリサー〟ってのはニュースとかで最近話題になる例のやつだ。いわゆる不純異性交遊の極みみたいな場所で知らない男女が黙もく々もくとお香こうを焚たき楽しく会話をして親密になるサークルだ。四月になると純じゆん朴ぼくそうな女の子が都会の悪い男にそそのかされてしまう例のやつだ。

　そして目の前にいる純朴そうな女の子は足を踏ふみ入れてしまったんだろう。

　これが都会に染まるってことなんだろう。怖こわい。コンクリートジャングル怖い。

　俺は恐きよう怖ふに震ふるえていた。

（や、ヤリサー……ヤリサーだって。佐々木くん、なんの事かしってる？）

（もうぼくはしりません。なにもきこえないしわかりません。そうじこどもだからよくわかんない）

　俺たちの不ふ穏おんな空気を知ってか知らずか、俺たちを傍はた目めに見ていた本間さんは自分の発言を反はん芻すうし慌てて話し出す。

「あ、あのっヤリサーって槍やりサーですよ！　私クラブとかそういうのは怖いですし、なにより、都会の夜道は危ないから出歩いちゃだめってお父さんが言ってるので絶対しません」

「槍サーね。う、うん知ってる知ってる。知ってるっすよそれ。あれっしょ？　槍とかで突つく系のサークルっしょ？」

　佐々木の変わり身の早さに俺は驚いた。本間さんの発言を受けるやいなや、さも俺はそのぐらい知ってるよ。変な勘かんぐりしてないよと言わんばかりの空気で饒じよう舌ぜつに話し始めるその速度は歴戦の古ふる強つわ者ものの剣けん捌さばきのようだ。

「で、でもなんで急に槍なんて……前からやってたっけ？」

　俺がそう聞くと、鞄かばんから何かを取り出した本間さん。ぱっと見る限り何かの雑誌なのだろう。俺たちに見せつけた表紙にはこう書いてあった。

「『みんなが主役！　なりたい自分になる学校。トーキライト騎き士し専門学校』？　本間さんこれがどうかしたの？」

「実は私、皆みなさんには黙ってたんですけど、学校に通い始めたんです。もちろん仕事が終わってからとか祝日とか都合がつく時間に授業を受けてるんですけど……」

　この国じゃ高校が終わると大たい概がい三通りの進路が提示される。一つは大学、そしてもう一つは就職。そして最後に専門学校。

「へぇそんな学校あるんだね。知らなかった。自分は高校の時なにか専門的に勉強したいとかなかったからな。佐々木知ってた？」

「トーキライト騎士専門学校はしんないっすけど、最近はなんでも専門学校ができてるっすよね。アイドルになりたければ専門学校。役者になるにも専門学校。ってな具合に何でも学べるからすごいって彼女が言ってました。行きたい学校があればお金だすとか言ってましたけど俺は馬ば鹿かだからもう勉強とかしたくないっすけど」

　当時は自分も進路の事でそれなりには迷っていたはずなのに、いざそれを通過してしまうと全く興味がないっていうのもある意味問題かもしれない。

「それで本間さんはなんで今いま更さらそんな学校に？」

「もともと杏あん樹じゆさまにあこがれて上京したのもあったんですけど、近くで見ているうちに自分には足らないものがいっぱいあるなって。だから少しでも近づければ良いなって思って入学してみたんです」

　ここまで杏樹の事を尊敬できるなんて、逆に本間さんの事を尊敬しちゃいそうになる。

「へぇそうなんすね。真面目だな遥香っち。んじゃまぁぼちぼち仕事しますか～。ほら先輩、これ見てくださいよ。食堂の換かん気き扇せん壊こわれたんですって。俺一人じゃ直せないから食堂行きましょう」

　佐々木は、食堂から来た依い頼らいメールを確かく認にんし、俺を急せかしてくる。

「あっそうですね、呼吸も落ち着きましたし。私も仕事始めますね」

　佐々木はかけ声とともに部屋から出て行ってしまった。本間さんはといえば体勢を直し、俺の横を通り抜ぬけ自分用の仕事机に向かう。すれ違ちがった瞬しゆん間かんに汗と石けんが混じり合った女の子特有の匂いも一いつ緒しよに通り過ぎる。

「あっ、あと弥太郎さん」

　俺は匂いを分ぶん析せきしていたことがばれてしまったんじゃないかという不安を覚えながら、本間さんの声に振ふり向く。

「いやこれは不ふ可か抗こう力りよくで……」

　そう俺が言うと突とつ拍ぴよう子しもない事をいきなり言われて不思議そうな顔をした本間さん。

「なんのことですか？？？」

「えっいや……その何でもないです。そ、それよりもなにか俺に用事ですか？」

「あぁ、そうだった……。今日のお昼って時間ありますか？」

「お昼？　時間はあると思いますけど……」

「あの、申し訳ないんですが、二人〝だけ〟でごはんに行きませんか？」

「あぁ大だい丈じよう夫ぶですけど……二人だけ!?」

　会話が終わると、本間さんはパソコンに向かって何かを入力し始めた。俺の位置からだと表情はモニタに隠かくれて見えないけれど、心なしかエルフ特有の長くて白い耳が赤くなっているような気がした。

「ちょっと先輩、おそいっすよ。食堂のおばちゃんにまたキレられますよ」

　戻もどってきた佐々木が俺の手を強く引くもんだから、それ以上はなにも聞けず俺は換気扇の修理をするため庶務課を後にした。
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「こんなことお願いできるのは弥太郎さんぐらいしかいないんです。お願いです！」

「は、はぁ……そうですか……。でも本当に俺でいいの？」

「はい、弥太郎さんじゃないと嫌いやなんです。それに私もこういうこと初めてなので……」

「でも相談とかのったことなんてないし……」

　気持ちのいい青空が広がるお昼時、目に入る飲食店はどこも人でごった返している。

　俺といえば本間さんからの相談を聞くために、城の外にある公園で本間さんと二人、それぞれが作ってきた弁当を広げ横並びに座っていた。

　右みぎ隣どなりにいる本間さんの弁当は彩いろどり鮮あざやか。対する俺は、自然解かい凍とうでお昼時になれば食べられるようになる冷れい凍とう食しよく品ひんを適当に詰つめたお粗そ末まつきわまりないものだった。

　本間さんがお弁当の中から唐から揚あげを一つ箸はしでつまみ上げ、今にも頰ほお張ばるところを横目に見ながらそんな事を考えていると、それに気づいた本間さんがこちらを向いた。

「あ、あの良かったら食べますか？　昨日の残り物なんですけど……」

　そう言って、つまみ上げた唐揚げをそのまま俺の口元に持ってくる。

「はい口開けてください……あ～ん」

　まるで乳幼児みたいに口を開けることを促うながされた俺は、戸と惑まどいつつも頰張ると調味料の風味が口の中に広がってくる。普ふ通つうお弁当に入れる揚げ物は冷めているし、揚げたてに勝まさるはずがないのに、揚げたてとはまた違ったおいしさを持っていた。

「おいしい……」

「そうですか。うれしいです。せっかく作った料理をおいしいって言われるのはうれしいですね。弥太郎さんに食べられてその唐揚げも幸せです」

　ぽつりとこぼした俺の反応に、さっきまで不安そうだった本間さんは花が咲さいたような笑え顔がお。

「そ、それで相談ってなんなのかな？　俺なんかが力になれることだったら良いんだけどさ……」

　俺が咳せき払ばらい一つすると、本間さんは真しん剣けんな表情で地面を見つめブツブツと俺に聞こえないような声でつぶやいた後大きく息を吸い込み、喋しやべり始めた。

「えっとそうですね。あ、あの弥太郎さん。今ってお付き合いされている方いますか？」

「お、お付き合い!?　いるわけないでしょ。それがどうかしたの？」

「そうですか。じゃあ、これから言うこと笑わないでもらえますか？」

「笑ったりしないよ」

「ありがとうございます。じゃあその……あの……私と婚こん約やくしてもらえませんか？」

「こ、婚約!?」

　この娘こは一体何を言っているんだ。頭の中を疑ぎ問もん符ふが埋うめ尽つくし、俺はぽかんと口を開け茫ぼう然ぜんとするほかない。これが正しい反応だ。

「あの違うんです！」

　本間さんはそう言うが一体何が違うんだろう。これまた疑問である。

　いやまて、これはまさか、いわゆる罰ばつゲームってやつじゃないのか。そうだ。そういえば本間さん、学校に通っているって言ってたな。きっとそこの番長的な存在に『おい、本間！　罰ゲームだ。身近な男と婚約してこいよ』みたいなことを言われたに違いない。

　そうだ。この清せい楚そで聡そう明めいな本間さんがこんなことを言う訳がない。

「あの本間さん。なにか辛つらいことがあったんですね？　安心してください。いじめられてるんですよね。そういうのは辛いですよね」

　俺は本間さんにそう言うと、番長的な存在が見張ってるかもと辺りを見回してみるが、見えるのは、疲つかれたおっさんがコンビニで何かを買ったのか白い袋ふくろを持って憂ゆう鬱うつそうに歩いているぐらいなもんだ。午後のお勤め頑がん張ばってください。

「いじめられてなんかないです。その違うんです。実はその……昨日両親から電話がかかってきて……。あの、そろそろ結婚しないのかって言われて……」

　本間さんはどちらかと言えば幼い印象で〝綺き麗れい〟というよりは〟可愛かわいい〟という形容詞の方が似合う。それでも本間さんは十八歳。比ひ較かく的てき長ちよう寿じゆのエルフならいざ知らず、人間だったら結婚していてもおかしくない年ねん齢れいだ。

「あぁ……でもエルフじゃないですか？　別に急ぐ必要もないのでは？」

「その……うちの両親は結婚がすごく早くてですね……私の年には結婚してたみたいなんですよ。それで……前々からそういうこと言われてはいたんですけど……」

　身近にいる杏樹もそうだけど、女の子って大変だよな。別に女の幸せは結婚ではないと思うし、個人的にはなんでも良いんじゃないかって思う。だけどそれを社会が許してくれないんだ。

　テレビじゃ二十歳はたちを超こえた女性を勝手に負け犬として扱あつかう。別に誰だれかに迷めい惑わくかけたりしてないのにそうやって自分が見下せる存在を作り上げるんだから本当に質たちが悪い。

「あーやっぱりそういうのってあるんだね。それでどうしたんですか？」

「それで私言っちゃったんですよ。結婚を考えてる人がいるって……」

　そりゃそうだよね。本間さんぐらい可愛ければ彼氏の一人や二人いるはずだよな。

　ん？　でもちょっと待ってくれ。だったらなんで俺に婚約してなんて言うんだ？

「あぁそうなんですね。じゃあなんで俺に婚約してなんて言うの？」

　素す直なおな疑問を俺は本間さんにぶつけることにした。だってこれじゃ話のつじつまが全然合わないじゃないか。

　俺がそう言うと本間さんはベンチから立ち上がり、俺の方に向き直る。

「噓うそなんです。私噓ついちゃって……でも両親は本気にしちゃったみたいで今度の週末上京するって。婚約相手に会わせろって……。それに私、結婚考えてる人はおろか恋こい人びとなんていません。そりゃ好きな人は…………。とにかく、弥太郎さん、婚約相手のフリをしてくれないですか？　こんなこと弥太郎さん以外に頼たのめないんです。お願いします。婚約してください」

「ちょっと、そんな大きな声ださないで。周り見てるから！　めっちゃ見てるから。近くのオフィスレディの方たちがひそひそ噂うわさ話ばなしするみたいに怪け訝げんな目でこっち見てるから！」

　おそらく本間さんは必死なんだろう。何度も何度もお願いしますと頭を下げている。それだけならまだ良いけど、次し第だいに大きくなっていく声が公園に響ひびき渡わたり周囲の視線が痛い。『うわ～あのオーク、女にプロポーズさせてるよ』みたいな視線が俺に突つき刺ささってくる。さらに、『ちゃんと答えてあげろよ。まさか拒きよ否ひって答えはないよな』みたいな圧さえ感じる。

「わ、わかった。あくまでフリで良いなら……俺がやるよ……」

「ほんとですか。ありがとうございます」
















　満面の笑みの本間さんはこれまた公園に響き渡るような大きな声で感謝を言う。そして公園に巻き起こる拍はく手しゆ。おいそこのサラリーマン！　携けい帯たいで写真撮とってんじゃねー。カップルの幸せな現場に立ち会ったとか適当な事書いてＳＮＳに投とう稿こうする気だろ。イイネもらって嬉うれしいか？
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「うーん、どうしよう……うーん」

　午後に庶しよ務む課で俺は一人、倉庫の備品の棚たな卸おろしをちまちまとやっていた。だけども昼休みに本間さんからされたお願いが俺の頭の中を支配し、仕事がまともに進まない。

　こんなに俺を悩なやましている本間さんはといえば、警備課の備品チェックがあると言って庶務課から出で払はらっている。

　佐々木は総務課に山程ほどある資料を届けに行ってもらった。なんでも最近、なんかの法律が変わるか変わらないかで議会がもめているらしく資料が必要なようだ。いつもだったらこういう力仕事は俺の担当なんだけど、どうもする気にならなくて本来佐々木が午後からやる予定の仕事と交こう換かんしてもらったんだ。

　ただでさえいきなり本間さんにプロポーズ（噓）されて心臓に悪いのに、その上ご両親に会う予定が今週の土曜日に控ひかえていると思うと心臓が止まりそうである。

　そもそもなんで俺にお願いするのかも謎なぞ。確かに、本間さんがあんなお願いをするのは、俺しかいないだろう。上京してきて一人暮らし。友達も周りにいない。

　そんでもって、周りにいる男は俺と佐々木ぐらい。当然佐々木を自分の両親に会わせられるかと聞かれればそれは無理だから、俺が選ばれるのは残念ながら当然の結果だ。

　だからって俺が本間さんの婚約相手ってこともなんだか変な感じがする。

　だってオークじゃん。しかもオークにしては体の大きさも根こん性じようも器うつわも人並み。

　俺がウンウンと唸うなっていると、部屋の外から佐々木の声が聞こえる。

「せんぱーい。開けてください。両手が塞ふさがってドアが開きません！」

「あぁはいはい」

　佐々木の声がドアを隔へだてた向こう側から聞こえてくる。庶務課の奥まで聞こえるような大きな声だ。

　俺はドアに駆かけ寄り、佐々木を出で迎むかえた。

「おつかれさん。ってあれなんで届ける予定の資料持ってるんだ？　お前さては総務課行ってないだろ？」

　総務課に行って資料を届けていれば手ぶらなはずの佐々木は、顔が隠れるほど高く積まれた書類の束を抱かかえている。

「ちゃんと行ったすよ。でも『もう必要なくなった。全く派は遣けんはつかえねーなー』ですって。全く嫌になりますよ」

　働いてるとこういう頭の悪い発言をする奴やつが多い。学校とかでもそうだけど、自分勝手な要望をして、それが思い通りにならないと怒おこり出すっていうのは意味がわからない。

　しかも派遣とか関係ないだろ。

　それとも正社員になると、足が速くなったり、人の感情を読める能力に目覚めたりするんだろうか。

「それは大変だったな。重いだろうから俺が半分持つよ」

「まじすか。あざっす」

　俺は佐々木の資料を半分取り上げ、部屋に招き入れた。

「しっかし、なんであんな性格悪い奴が正社員になれて、弥太郎先せん輩ぱいはいつまで経たっても派遣なんすかね。世の中変っすよ。俺が女だったらぞっこん間ま違ちがいなしですね。きゃー弥太郎さんすてきー。結婚してー」

　佐々木の冗じよう談だんめいた何の気なしの言葉が妙みように自分に刺さった気がする。

　俺は自分に自信がない。だって今まで誰かに認められたことなんてほとんどないからだ。

　この世の誰かに『あなたが必要なんです』って言われるような経験をしたことがない。

「なぁ佐々木……」

「なんすか？」

「今から変な事言うようだけど笑わないでくれよ」

　そう言って仕事に邪じや魔まにならないであろう場所に大量の紙束を積み上げ、奥に戻もどろうとする俺に佐々木はトボトボとついてくる。

「まぁいいすけど、なんすか？」

「じゃぁ真ま面じ目めな話するけどさ、仮に佐々木が女だったとしてさ、俺と付き合えるか？」

「えぇ？　どうだろう。まー付き合えるんじゃないすか？」

　いつもより少しだけ真面目な顔をした佐々木は、俺の顔をマジマジと観察した後、いつもの軽いテンションでそう言った。

「なんで？」

「う～ん、よくわかんないすけど、多分ですけど俺ってめんどくさい人間なんすよ。アホだし、自分のしたいことしてるし、でもそんな俺と一いつ緒しよに馬ば鹿かやってくれるじゃないですか。めんどくさそうな顔して。それに暴力とか絶対振ふるわないし他人を見下さないでしょ？　部屋は綺麗で、まめに掃そう除じもしてるじゃないすか。むしろどこに嫌きらいになる要素あるのか不思議でしょうがないんですけど」

　自分で聞いといて何言ってんだって感じだけど、あまりにもまっすぐな言葉が俺の胸にささった。

「でも珍めずらしいっすね。先輩がそんな話するって。どうかしたんすか？　二、三日前にそんな話を俺がしたら超ちようキレてたじゃないすか」

　本間さんの私生活に深く関かかわるお願いだから、俺は佐々木に相談するか迷った。

　実際問題、本間さんは佐々木にはお願いしてないんだから。

　だけど俺にはコイツしかまともにこの手の相談に乗ってくれる奴なんていない。

　だから俺は誰にも口外しないように口止めしながら、昼休みにあった出来事を説明した。

「えぇ婚こん約やく!?　いつそんな感じになったんすか？　先輩、俺に一言も相談しないなんて……。友達だと思ってたのは俺だけだったんすね。佐々木悲しいっす」

「だから噓の婚約なんだって！　本気の婚約とかそんなんじゃないって。それで今週の土曜に本間さんの両親に会ってごまかすだけ。それだけ！　ただその俺恋れん愛あいとか……結婚とかよくわかんないんだよ。わかるだろ？」

「確かに先輩だったらそうなるとは思いますけど、良いじゃないすか。今好きな人もいないんすよね？」

　そう言われて脳のう裏りに浮うかんだのは杏樹の顔だった。でもこの感情は好きって言うのかもわからない。そもそも経験値があまりに少ない俺には自分が今何を思ってて、どう行動すればいいかもわからなかった。

　だから……俺ははぐらかした。

「いやまぁ……」

「遥香っち、ちょっと俺には冷たいっすけど、健けな気げな感じもするしこの際だから結婚でもしちゃえばいいじゃないすか。先輩好きな人とかいないんでしょ？」

　随ずい分ぶんと佐々木は軽くものを言うもんだ。

「だって結婚だぞ？　結婚ってのは……そのあれだろ？　なんか指輪渡わたして、白い服着て、そんでもって南の島でバカンス。そんでもってゆくゆくは子どもができるみたいな」

　全然そんなの想像ができない。

　そんな未来予想図を頭の中に広げていると佐々木からツッコミがくる。

「はぁ～もう。いっつもそんな感じで先輩は先の事考えちゃうんすね。良いじゃないすか。一時の感情に身を任せれば。大体、上の世代が作った常識とかめんどくさくないすか？　そりゃ礼れい儀ぎとか、そういうマナーみたいなものは重要だと思いますよ。だけど生活の全部をマネしようと思っても無理っすよ。何から何まで上の世代と環かん境きようが違うのに同じ生活しろってのが無理っすよ。だって俺無理っすよ、年収一千万エンとか。想像できないですもん。年金？　ってやつも俺らもらえるかもわかんないし。いいじゃないすか。他人が決めた価値観に縛しばられてもいいこと無いっすよ。そう思いません？」

　たしかに佐々木の言うとおりなんだよ。だけどそうじゃないとダメって空気感あるじゃん。なんか下に見られてる気がするじゃん。ゴミみたいな視線を浴びる感じがするじゃん。

　宗教じみた価値観が俺の体にすり込まれていてそこから抜ぬけ出せないのが苦しい。

　いつもの後ろ向きな思考を巡めぐらせていると、佐々木から言葉が飛んでくる。

「ま～たそうやって先輩は一人で悩むんだから。確かに上の世代はめんどくさいっすけど、いい言葉も残してるんすよ？」

「なんだよ。教えてよ」

「『ヤればできる』です。いいですかとりあえずぶっ放しましょう」

「それ違うだろ。絶対妊にん娠しん的なやつだろ！」




　島しま津づ・ナイト・杏樹




「あぁ頭痛い。しっかし日曜の夕方から夜にかけての国民的アニメを独りで見ながらカップラーメンを啜すするってのはなかなか心に来るものがあったわね……」

　いつものように朝から執しつ務む室で絶賛仕事中の私の髪かみはうねっていた。朝ちゃんと整えた髪が微び妙みようにうねり始めたことを考えると今日はこの後雨なんだろう。実際、窓から見える空は、遠くから鈍にび色いろの雲がこちらに向かって進しん撃げきを開始している。

　しかも、目の前には塔とうのように積まれた書類の山。ただでさえ仕事なんて憂ゆう鬱うつ極きわまりないのに、新しい法案がなんとかかんとかでそれを通すか通さないかで書類の束は高くなる一方で嫌いやになる。

　そんな外出するにはこれ以上無いってほどの悪条件が揃そろっているにもかかわらず、私はこの後純じゆん真しんフィリア女学院で同じクラスだった龍りゆう造ぞう寺じ・ブレイドサージ・涼りようっていう友達とご飯に行かねばならないから憂鬱は加速していく。さらに言えば、いつまで経っても減らない書類の山に私のイライラは増すばかり。

　それでも少しずつハンコを押しながら時計を確かく認にんすると針はもうすぐ涼がこの部屋に来る午後二時を指そうとしていた。

　涼は学校経営を手広くやってる龍造寺家の長女で私と立場も似ている。涼のパパは政治家として手しゆ腕わんを振るっているが、実質当主は涼みたいなものだし、もちろん結婚していない行き遅おくれという状じよう況きようも同じ。

　そんな立場も境きよう遇ぐうも環境も似ているからか、働き始めてからも数はあまり多くはないけれどタイミングが合えば会うようにはしている。

　そういえば前に会ったのは去年の冬ぐらいだっけ？

　ただ最近は会おうと言われるたびに仕事のイライラとは別の意味で不安や倦けん怠たい感、憂鬱さを感じる。

　というのも同級生ということは向こうも相当な婚活ハラスメントを食くらっているはずだ。となると会った瞬しゆん間かん『ごめーん杏樹。お先で～す』とか言われながら左手の薬指に煌きらびやかな宝石で飾かざられた婚約指輪を見せびらかされる可能性だってある。

　別に結婚はめでたいことだし、祝福したいとも思う。ただ自分と同じ境遇の人間が一人減るという事実がどうしようもなく寂さびしいんだ。

　なんでこう大人になると私はこんなに不幸ですってぼやいちゃうんだろう。もっと生産的になりたいもんなんだけどな。

　漠ばく然ぜんとそんなことを考えていると、執務室のドアを誰だれかがノックする音が聞こえる。

「誰？」

「お嬢じよう様さま、龍造寺様がお見えですがいかがいたしましょう？」

　噂うわさをすればってやつかもしれない。ドアの向こうからは伊達だてちゃんが涼の到とう着ちやくを知らせてくれている。

「お通しして。あとお茶もお願い」

　ドア越ごしにそう伊達ちゃんに伝えると、ゆっくり木製のドアが開き、立っていたのはくるぶし丈たけの白のズボンを穿はき、上は軍服のようなデザインのジャケットをうまい具合に着き崩くずし、頭から伸のびるのはキューティクルの乱反射で眩まぶしく光る紅あかい髪。いかにも仕事ができる風のファッションをした涼の姿だった。

「涼～！　久しぶり～元気だった？　まぁ入って入って」

「相変わらずって感じね。杏樹の方こそ元気だった？　ちょっと太ったんじゃない？」

　机から立ち上がった私は、涼に駆かけ寄り出会い頭がしらの挨あい拶さつを済ますと、開いたドアから様子を窺うかがっていた伊達ちゃんが一礼しそのままどこかへ消えていった。おそらくお茶を淹いれに行ってくれたんだろう。

　よく見れば、涼の後ろには銀の鎧よろいで身を包み胸には軍人さんがつける勲くん章しようのようなバッジが光っている赤髪の女の子。目つきは鋭するどく、私をじっと見つめる姿は直すぐ刃はのようだ。

「あっとその前に、紹しよう介かいしたい人がいるの。っていうか妹なんだけどね。私が今経営のお手伝いしている専門学校に通ってるんだけど、どうしても会いたいって聞かなくてさ。良いかな？」

「凛りん、会いたかったんでしょ？　ご挨拶しないと」

　そう言われ、涼の後ろから出てきた妹さんは、ぺこりと会え釈しやく。

「どうも初めまして。って言っても私の事は知ってるか……」

「はい。知っています。初めまして、龍造寺・ブレイドサージ・凛です」

「どうもじゃあ改めてってことでよろしくね」

　正面で見み据すえると、可愛かわいさが目立つ。美人しか似合わないとよく言われるショートカットされた赤髪はパーマを当てたようなナチュラルな癖くせ毛げ。

　しかもちっちゃい顔に大っきい目。肌はだは私みたいな年とし増まとは違ちがい、張りのある肌、きっとシャワーを浴びたら水を弾はじいてしょうがないんだろう。

　私が握あく手しゆをしようと差し出した手を握にぎると、剣けんの訓練でできたであろう硬かたいまめができてる。このまめの具合から見ると結構な訓練をこなしているのだろう。

「でも私に会いたいなんて……芸能人でもなんでもないんだから少し照れるわ」

「いえ、私は騎き士しを志す身。私のような身分からすれば存在すべてが尊いです」

　私以上に騎士って感じで非常に複雑な気分になる。だけど、基本的には褒ほめてくれているんだから悪い気持ちじゃないのは確かだ。

「さぁ入って。もう少しで仕事が一段落って感じだから」

　自己承認欲求を満たしてくれる凛ちゃんの言葉に気をよくした私は二人を部屋に招き入れ近くのソファに案内した。

「じゃあ失礼して……しっかし数えるほどしかこの部屋入ったことないけど、少女趣しゆ味みっていうか、何から何までお姫ひめ様って感じね。うわぁこの姿見もさぁ、金の彫ちよう刻こくが縁ふちに入ってるし」

「しょうがないでしょ本当にお姫様なんだから。私だって好きでこの家に生まれた訳じゃないのよ？　それに可愛くない？」

「可愛いって年じゃないでしょ私たち。まぁいいわ。とりあえず仕事なんてちゃちゃっと終わらせてご飯行きましょ」

　涼は入ってくるなり私の調度品群に悪態をついてきた。涼はこういう歯に衣きぬきせぬ発言で学生時代から敵を作る事が多く割と誤解されやすい性格だ。そういえば涼のお父さんも議会でこういう発言してるわね。

「それで相談って何よ。仕事しながらでも良いなら、軽く聞けるけど」

　再び自分の机に戻もどりペッタンペッタンとハンコを押していると伊達ちゃんが絶ぜつ妙みようの間でお茶を運び入れ、これまた速すみやかに部屋から出て行った。

　もしかしたら伊達ちゃんの先祖はあの東洋にある幻まぼろしの王国、ジパングに伝わるニンジャという戦士なのかもしれない。

「ちょっとこれ見てもらえる？」

　そう言ってソファから立ち上がった涼は持っていた鞄かばんからファイルを取り出した。中には色とりどりのグラフ。そして昨年対比という文字。おそらく経営資料か何かなんだろう。

「これは？」

「私が今やってる専門学校の経営資料なんだけど……。見てわかると思うんだけど入学希望者が去年よりも右みぎ肩かた下がりなのよ……」

　国でさえ赤字にならないように、いい年した大人の時間と私の肌のハリとツヤを生いけ贄にえに捧ささげながら運営しているんだ。民間企き業ぎようはそれこそ血のにじむような努力をしてなんとか赤字が出ないようにしているんだろう。

「あぁどこも厳しいわね。それで何の専門学校なの？」

「姫騎士・女騎士のための専門学校よ」

「へー。今なんでも専門学校ってあるのね。それで私に相談って？」

　たしかに渡わたされた資料を見ると、『トーキライト騎士専門学校　入学希望者昨年対比』と書いてある。昨今は何でも勉強できるんだから便利な世の中になったもんよね。

「さっきも言ったけど、来年の入学者が現段階で少ないのよ。それでうちのお父さん怒おこっちゃって。それで来年もこの調子なら強制的にお見合いで結けつ婚こんしろとか言われちゃって。杏樹ならわかってくれるでしょ？　別に結婚はしたいけど自分の意思で結婚したいっていうかさ……」

　涼の気持ちは痛いほどわかる。仕事は辛つらいけど楽しい。だけど周りからは結婚しろってうるさいほど言われる。

　もちろん結婚したいけど、人生の大事な事ぐらい自分で決めたいんだ。

「あぁそっか……。お互たがい大変だよね……」

「そこでなんだけど……なんとか私も仕事を続けたいから、それで週に一回ぐらいでいいから杏樹に授業してほしいの。まだできて数年の若い専門学校だし、信しん頼らいできるような人手も足りないのよ。ライバル校っていうか同業から大量に引き抜きされちゃって……。無茶なお願いだってわかってる。だけどこんなことお願いできるの杏樹しかいないの。この通りだから」

　勝ち気な涼が私に頭を下げるんだからそうとう切せつ羽ぱ詰つまってるんだろう。それに私も不景気の片棒担かついでいると思うと責任を感じてしまうのも事実だ。

「わかったわかった。そんなしなくて良いわよ。週に一回で良いならなんとか調整して時間作るよ。でも私教員資格なんてないし　それで先生なんてできるのかしら？」

「それはあくまで義務教育の現場でしょ？　うちは専門学校だからその辺は大だい丈じよう夫ぶよ。何より生徒さんも杏樹の授業を受けたいはずだから」

　勢いに負け頼たのまれ事を引き受けてしまった。しかし私が先生か。これは眼鏡と白いシャツ。そしてタイトな黒のスカートを買っておく必要がありそうね。

　ただ問題は、人手の方だ。ただでさえ弥太郎と気まずい雰ふん囲い気きなのに、通常業務以外のお願いなんてしづらい。ただ、そんなお願いをできる人なんて私には弥太郎以外にはいない。

　でも涼も困ってるだろうし、私が少し我が慢まんすればいいか。私は机の上に置いてある内線で庶しよ務む課に連れん絡らくをした。

「もしもし、こちら庶務三課、窓口の本間です」

　内線をかけると、一いつ瞬しゆんでかわいらしい声で遥香ちゃんが応対してくれた。

「あ、あの私……杏樹なんだけどさ、今から佐々木と弥太郎つれて私の部屋これるかな？　ちょっと仕事の事で相談があるんだけど」

「杏樹さま！　あぁ別に大丈夫だと思いますけど……。ちょっとみんなに聞いてみますね」

　私が用件を伝えると、遥香ちゃんは周りの予定を確認しているようだ。ただ遥香ちゃんらしく保留ボタンを押してないらしく向こうの会話が内線越しに丸聞こえだ。

「えっ？　あぁ杏樹さまです。はい。なんか来てほしいみたいですよ。弥太郎さん、杏樹さまの部屋いけます？」

　遥香ちゃんがそう聞くと、弥太郎の声が聞こえる。

「えっ、今から杏樹に？　たぶん大丈夫だとは思うけど……。佐々木お前はこの後……って佐々木！　なんでお前は仕事中に紙飛行機作って遊んでんだよ！」

「だってこの資料せっかく用意したのに総務課がいらないとか言ってきたんすよ。使わないんだったらどう使っても良いと思わないっすか？」

「そういう資料も必要無くなったらちゃんとシュレッダーに掛かけなきゃダメって前に言ったろ。しかも百歩譲ゆずって作るのは良いけど、ちゃんと捨てろよ！　お前がゴミ箱に向けて発射した紙飛行機、全部ゴミ箱手前で墜つい落らくしてんじゃねーか」

「先せん輩ぱい知らないんすか？　『成功は失敗の母』っていう言葉。絶対ゴミ箱に入れてみせますよ。ファイナルラストデスフライトササキＦ九十一号なら確実にゴミ箱に着地っす！」

　弥太郎教えてあげて。『失敗は成功の母』って訂てい正せいしてあげて。ここからじゃ佐々木のアホさ加減を訂正できない自分が歯がゆい。でもどうせ佐々木の事だから教えても三秒後には間ま違ちがって覚えた言葉に戻っちゃうんだけど……。あとその小学生みたいな名前の付け方やめてほしいんだけど。聞いてるこっちが恥はずかしくなる。

「それ言うなら『失敗は成功の母』だろうが！　なんでもいいけどちゃんと片付けろよ。終業時間間ま際ぎわに片付け終わってなくても俺手伝わないからな！」

　弥太郎が自分の言ってほしい事を言ってくれたことに安あん堵ど感かん。ただとんでもない会話が聞こえてくるのは問題だ。一刻も早く佐々木の賃金を減らさないといけなくなっちゃったじゃないの。

「佐々木さん、仕事中なんですから弥太郎さんに迷めい惑わくかけちゃだめですよ、も～。あっ大変です弥太郎さん、私保留ボタン押すの忘れてました」

　そして、今いま更さら保留ボタンを押してないことに気づいた遥香ちゃん。そのことを知った向こう側では佐々木が途と端たんに態度を改めようとするが、後の祭り。

「や、やべぇ。ひ、姫様、皆みな様さまに愛されて十六年、佐々木総そう司じは紙飛行機を業務中に折ってなどおりません！」

「今更何言っても丸聞こえじゃ意味ねーだろ佐々木。始末書だよ始末書」

　わざとらしく態度を改める佐々木。そして、おそらくめんどくさそうに突つっ込む弥太郎の冷ややかな目線。もう現場にいなくても容易に想像がつく。

「とにかく今から向かいます。待っててくださいね」

　遥香ちゃんが乱暴に通話を切る音が内線から聞こえ、通話は終しゆう了りようしてしまった。

「なんだか騒そう々ぞうしい人たちみたいだけど本当に大丈夫？」

　涼がこちらを不安そうに見つめながらそう言ってくる。

　そりゃ、私が涼の立場でこの会話を聞かされたら間違いなく不安になる。ただこんな時にどんな顔していいのかなんて学校でも社会でも習ったことがないから、私は笑う事しかできなかった。

　人生で一番長い五分間だった。気まずい空気が部屋に充じゆう満まんし、笑え顔がおが引きつり、顔面に小さなシワが増えそうな状じよう況きように私が耐たえていると、廊ろう下かから複数の足音。そして勢いよく開く執しつ務む室のドア。

　泣きそうな顔の佐々木。気まずそうな弥太郎。その後ろからはこういう時でもマイペースな遥香ちゃんがやってきた。

「ひめさまぁ、お賃金だけはお助けを。俺にはドラン君もいるんです。あいつめっちゃメシ食うんすよ。これ以上彼女に迷惑かけられないっす～」

　ドランっていうのは佐々木が飼ってるレッドドラゴンだ。結構可愛いんだけどテンションが上がると火噴ふいて危ないのよね。

「あぁもう次から気をつけなさいよ。しかもお客様が来てるんだから静かにしてよ」

　私は佐々木にそう言い、顔を涼たちの方に向ける。

　涼は軽く手をふり歓かん迎げいモード。そりゃ学校の経営なんかしてる人が人見知りじゃ商売になんかならないわよね。

　ただ妙みように気になるのは、涼の横にいる妹さんの表情が尋じん常じようじゃないほど感情がこもっていることだ。

　好意的とはいえない顔。眉み間けんに皺しわをよせ苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で新たな登場人物を睨にらんでいるんだ。初めは佐々木に向けられているものかとも思ったけれど、どうやらそうではないらしい、それは弥太郎や遥香ちゃんに向けられている。

「ご、ごめんね凛ちゃん。騒さわがしい連中で。でも信頼デキる人だから安心してね」

　当たり障さわりのないフォローをしたつもりだった。だけど凛ちゃんの表情は変わらない。

　むしろ今にも感情が爆ばく発はつしそうな表情に悪化しているとも言えなくもない。

「あ、あの凛ちゃん？」

　私が声をかけても、視線を動かそうともしない。異様な雰囲気を察してか最近は私と気まずくてまともに会話もしてくれない弥太郎がわざわざ話題を変えてくれた。

「そ、その杏樹、仕事の話っていうのは……？　なんなのかな？」

　私も私で思い出したようにさっき涼から頼まれた話を庶務課のメンバーたちにも伝えることにした。

「そうねそうね。えっとこちら、龍造寺涼さん」

　私が手で弥太郎たちの視線を涼に向くように示すと涼は軽く会え釈しやくをしている。

「それでこちらが涼の妹の……凛ちゃんね？　こっちは私の部下の弥太郎と佐々木と、遥香ちゃん。えっとこの涼が中学からの友達なんだけど、学校経営してて。『トーキライト騎き士し専門学校』って言うんだけど……。実は引き抜ぬきにあっちゃって学校で働く人手が足りないらしいのよ。それで私からのお願いなんだけど、学校の職員として働くことを引き受けてくれるかな？　私もそこで授業することになりそうなんだけど」

　私が弥太郎にそう伝えると、遥香ちゃんは目を見開き、驚おどろいた表情をする。

「どうしたの遥香ちゃん？」

「いえ、なんでもないです」

　私が遥香ちゃんのリアクションを気にしていると、弥太郎からの質問が飛んでくる。

「まぁいいですけど……通常業務は……」

「それはこっちの方で調整するわ。私が最近の若者がどういう学習環かん境きようにいるか知る必要もあるしね」

　どうせ、適当な理由をつければ、多少の無茶が通るのはお姫様の特権なんだからね。いざとなれば、伊達ちゃんが私に変装して一日過ごしてとか言えばやってくれそうだし。

　そんな今後の展開を少し考えながら私がそう言った瞬しゆん間かんだった。

「杏樹様、この者たちは異種ですよ！」

　凛ちゃんが私の言葉を遮さえぎる大きな声を張り上げた。

「えっ!?」

　何が起こったのかまるでわからない私。そして姉である涼までもが驚きの表情をしている。

「ねぇちょっと凛、初めてあった方たちにろくに挨あい拶さつもしないでいきなり何言い出してるの？　失礼でしょ。ほら謝りなさい」

「いいえ謝りませんわ。学校にエルフがいたり、道みち端ばたにオークがいるのは構いません。それはこの国の成り立ちとしてしょうがないこと。ただ学校の経営に携たずさわるのは許せません」

　ここまで来るとなんとなくわかった。彼女はいわゆる〝純血派〟ってやつなのだ。

　人間があらゆる種族の元となっていて、人間以外の種族は下等種族である。そんな考えだ。別にこの国の人間全すべてが他種族に関してこう考えてるわけじゃないんだけど、こういう排はい他た的な考え方を持っている人がいるのも事実だ。

「ちょっと凛、なんて失礼な事言ってるの？　今すぐ謝りなさい」

「お姉さまこそ考えを改めたらいかがですか？　私はこんな下等種族に経営の一いつ端たんを担になわせるなんて反対です」

　強い口調、部屋に反はん響きようするほどの大きな声。純じゆん粋すいな悪意にも似た最悪な言葉だった。

　言葉を失う遥香ちゃんと弥太郎。

　そしてなにかを言おうと口を動かしてはみるが何を言って良いのかもわからない佐々木は口をあんぐりと開けている。

　そんな静まり返った部屋を颯さつ爽そうと出て行く凛ちゃんの背中は怒いかりで肩かたを震ふるわせていてもおかしくはないのに、どこか寂さみしげだった。

「ご、ごめんね杏樹……。せっかく手伝ってくれる人紹しよう介かいしてもらったのに……。まったくそういう所まで父親に似ちゃうんだもん……。ほらうちのお父さんって……そのいわゆる〝純血派〟じゃない。異種族排はい斥せきっていうかさ。それからはもうずっとあの調子でさ。とにかく凛追いかけなきゃいけないからこの話はまた今度……。こっちから誘さそったのにごめん！　こんな時にあれだけど今週の土曜だったら時間作れそうだから、一度学校見に来てくれない？　悪いけどこの辺で！」

　涼は重苦しい空気から逃にげるように凛ちゃんを追いかけて部屋から消えてしまった。

　外では進しん撃げきしてきた鈍にび色いろの雲がもうトーキライト城に到とう着ちやくしたらしく雷らい鳴めいが轟とどろく。

「とにかく先輩も遥香っちも元気だしてください。俺は全然気にしてないですからね」

　佐々木のフォローに私も便乗だ。こういう佐々木の空気の読めない感じは嫌きらいじゃない。

「そうよ。私も全然気にしてないからさ。第一、今時純血派なんてねぇ。モリタニアに何人エルフとかオークがいるんだって話よ」

　もちろんこれは建前でもなんでもない。だってそんなこと本気で思ってたら、弥太郎の事でこんなに悩なやむわけがない。

「とにかく今度はあの姉し妹まいのお手伝いするっていう仕事を俺たちに頼たのんだってことでいいのかな？」

「そう、今回ここに呼んだのはそれが理由なのよ。弥太郎たちも今わかったと思うけど、あの凛ちゃんって娘こは気難しくて、学校でもいじめられてるのよ。だから私は同級生の妹を助けたくて弥太郎たちにお願いしようかなって」

　あまりに空気が重いもんだからありもしない噓うそをついてしまった。でもしょうがない。だってこれ私悪くないもん。悪いのはいきなり悪態ついた涼の妹だもん。

「まぁそういうことなら仕方ないっすよ先輩。上司の言うことは絶対って教えてくれたの先輩でしたしね」

「まぁそうだな。あ、杏樹……俺は構いませんよ……ただ……、その学校の下見は行けないな。たしか土曜日だったよね下見？」

「そう言ってたわね。土曜日に下見に来てって。弥太郎はなにか予定でもあるの？」

「あぁ……ちょっとね」

　やっぱり、弥太郎との会話には少しの距きよ離りを感じる。いや少しなんてもんじゃない。きっと前だったら少し笑って、冗じよう談だんも言って、めんどくさそうな顔をしながらも私に付き合ってくれたはずなのに……。

「わかったわ。それじゃあ遥香ちゃんは？」

「あの、私も土曜日は……。それに実はその学校通っているんです。も、もちろんお仕事の合間をぬってですからね。安心してください。なのでとりあえず下見はしなくて大だい丈じよう夫ぶです。お仕事の件は了りよう解かいしたので失礼しますね」

「えぇそうなの？　だからか……」

　だからさっき涼を見た時、びっくりしたような顔をしたのね。

　しかし遥香ちゃんも予定があるみたいだった。だけどなんだろう？　一瞬弥太郎と遥香ちゃんが目配せしたような……。人種の事でお互たがいに気き遣づかう視線のやり取りなのかなとも思ったけれど、そういう雰ふん囲い気きでもない。

「あぁじゃあ俺ももどろうかな」

　そう言って私に背を向け、執務室から部屋を出て行く二人。どう考えても怪あやしい。

「結局弥太郎たちに悪いことしちゃったな。謝っても謝りきれないわ。しかし二人とも土曜日に予定があるなんて。遥香ちゃんはまだしも、弥太郎もなんて……。ねぇ佐々木？」

　部屋に残った佐々木に私が聞くと、佐々木は勝手に涼たちに出したお茶をすすり、窓から外を眺ながめている。

「ねぇ佐々木聞いてるの？」

「聞いてますとも。まぁ先せん輩ぱいも大人の階段ってやつを登ってる最中なんすよ」

「何よそれ？」

「えぇ知らないんすか？　先輩今週の土曜日は遥香っちとデートなんすよ？」

　え？　は？　デート？　デートってあれ？

　若い男女が遊園地とかでキャハハウフフって声あげながら仲良く遊んで、女の子が「ちょっと疲つかれちゃった」って言って、そしたら男が「じゃあちょっと休んでこうか」とか言っちゃうやつでしょ。

　それを弥太郎と遥香ちゃんがやるの？　待って、そんなの聞いてないよ。

　軽い目眩めまい。全身の力という力が抜けていき、その場でへたり込んだ私の脳内では思考がマイナス方向に吹ふっ飛んでいった。
















　今まで私はてっきり頰ほおにキスしちゃったことが気まずくて、まともに会話してくれないと思ってた。けど、裏では弥太郎と遥香ちゃんがこんな会話を繰くり広げていたってことかも知れない。おそらく弥太郎の部屋で遥香ちゃんと二人きりの弥太郎。

「なぁ遥香……俺、今日あの年とし増まにいきなりキスされちゃったんだ……」

「そ、そんな……いくらあの年増でも許せません。弥太郎さんパワハラで訴うつたえましょうよ。絶対に勝てますよ。裁判が終わったら賠ばい償しよう金もらって海の見える丘おかに家を建てて、家族三人で暮らしましょう」

「えっ？　三人？」

「今日、体調が悪くて病院いったら……妊にん娠しんしてるのがわかりました」

「遥香……！」

「弥太郎さん……！」

　しにてぇ。心の底から死にたくなった。

「……様！　姫様ってば！」

　私がもしもに備えて最悪のケースを頭の中で展開させていると、へたり込んだ私の肩を摑つかんだ佐々木が必死に揺ゆらしている。

「な、なによ」

「『なによ』じゃないっすよ。いきなりへたり込んだらびっくりするでしょう？　確かにあのクソ童どう貞ていマイナス思考オーク野や郎ろうの先輩がデートをするってのはそんぐらいの衝しよう撃げきがあるっすよね。でも今回おデートは噓っすからね」

「噓のデート？」

　デートに噓も真まこともないだろう。何言ってんだこいつ。

「なんか色々あって、遥香っちの両親に会うみたいですよ？」

　妊娠確実！

　両親に会う？　いやいやいや、それは確実にそういうことよね。常識的に考えれば両親に普通のデートで会う？　会わないわよね。そんなの私が読むようなファッション誌には書いてないもの。そういうのは結けつ婚こん応おう援えん雑誌とかで『中々結婚してくれない彼氏に結婚を迫せまる』みたいな特集で書いてある内容だもの。

　白目をむくほど驚き倒たおした私は次の言葉が出なかった。

「しっかし遥香っちも大変だよな～。噓の婚約相手まで作らなきゃいけないなんて。やっぱり姫様もそういう経験あったりするんすか？」

「そういう経験？」

「だから、勢いで婚約相手いるって親に言っちゃって、両親にいもしないはずの彼氏を紹介しなきゃいけないなんて……」

「？？？」

　佐々木の言っている意味が理解できず、頭の中の疑ぎ問もん符ふが無限増ぞう殖しよくをし始める。噓の婚約相手？　それを両親に紹介？

「えっ遥香ちゃんと弥太郎って付き合ってるのでは？」

　私は慎しん重ちように慎重を期し、もしもの時は執しつ務む室のベランダから飛び降りる覚かく悟ごで佐々木に禁断の質問を投げかけると、佐々木も佐々木で『お前何言ってんの？』と言わんばかりの顔で私を覗のぞき込む。

「はいぃ？　ファーストキスはおろか、女の子と手繫つないだら蒸発してこの世から消えかねない先輩が女の子と付き合うわけないじゃないですか。あれっすよ。なんか遥香っちにお見合い話が来て、好きな人がいるって言ったら彼氏ができたと勘かん違ちがいした遥香っちの親が上京するってだけの話っすよ。それで先輩がしょうがなくデートの相手になってあげたんすよ」

　ははーん。なるほどね。そういう感じのやつだ。まだ全然男女の仲にもなってない感じだ。でもそうなったらそうなったで私は弥太郎のデートが気になってしょうがなかった。だって弥太郎のデートのお相手は本間遥香。泣く子も黙だまる天然娘むすめだ。

　子は親に似るなんてよく言うけれど、その理論からいくとお母さん、お父さんもそれ相応の天然でもおかしくはない。

　ということを考えれば、まかり間ま違ちがって本当に結婚という可能性もありえなくはない。

　そうなると私の中の天使と悪あく魔まが暴れだしてしまう。

『二人だけにしたって奥手の弥太郎なら何もおきないわよ！』

『男は狼おおかみだから、一時の感情で突つっ走っちゃうかもよ？』

　そして私の中の悪魔が勝った。うん。たしかに一時の感情で突っ走っちゃう可能性もあるわね。そう自分の中で会議が終しゆう了りようする。

「ねぇ佐々木、弥太郎心配じゃない？　ほらだって弥太郎、デートとかしたことないじゃない？　遥香ちゃんのお母さんたちに粗そ相そうがあったらまずいじゃない」

「えぇその口ぶりだと、デートの尾び行こうするんすか？　いやっすよ。そんな趣しゆ味み悪いことできませんよ。それに先輩に悪いっす」

「ふーん。そうなんだ。まぁいいわ。明確に減給だって言い渡わたしてないしね。ただ協力してくれたら減給の件、忘れてあげても良いわよ。どうする佐々木？」

「やります！」

　佐々木は食い気味に手を上げた。




　　　　◇◇◇




「以上で私の学校の下見は終わりよ。何か質問ある？」

「無い！　全然無い！」

「本当？　あっ、あと月曜日はホントに申し訳ないことしたわ。あの後凛にはお説教しといたわ。それで私この後は時間あるから久しぶりにご飯でも行かない？　埋うめ合わせもしたいし。この近くに美味おいしいパスタが……」

「行かない！」

「ちょっとホント今日はどうしたの？」

「時間が……時間が無いのよ！」

　涼から学校の説明をされる土曜日の昼下がり。学校の印象としては、明るくて綺き麗れいなものだった。

　生徒も私を見ると尊敬とあこがれの眼まな差ざしで挨あい拶さつしてくれるし感じもいい。

　だけど今の私にはそんなことどうだって良いのだ。

　なんせ今日は弥太郎と遥香ちゃんのデートなのだ。女子会やって、いい男がなんで自分の前に現れないかとか、仕事の愚ぐ痴ちを言い合ってる場合じゃないんだ。

　私は携けい帯たいを取り出し、佐々木に連れん絡らくをとると、一回目の呼び出し音が鳴り終わる前に佐々木の声が聞こえてきた。

「もしもし佐々木？　今どこなの？」

「対象はただ今一流ホテル、リッツニャールトン一階ロビーで遥香っちの両親を待ってるっす」

　対象っていうのはもちろん弥太郎と遥香ちゃん。それにリッツニャールトンならこのトーキライト騎き士し専門学校から本気で走れば十五分ぐらいの距きよ離りにある。もちろん佐々木を通じて、弥太郎がリッツニャールトンを選ぶように仕向けたのは私だ。

「頼たのんだことはばっちりやったんでしょうね？」

「ちゃんと姫ひめ様から渡された恋れん愛あい成じよう就じゆのお守りは渡しやした。何も問題ないっす。不ふ肖しよう佐々木、姫様のためならたとえ火の中だろうが、水の中だろうが入るっす！　だから減給は、減給だけはご容よう赦しやの程ほどを！」

　佐々木はよほど減給が嫌いやなのか、私の言ったことを忠実に守っているらしい。完かん璧ぺきだ。

「じゃあ今から向かうわ。動きがあれば適てき宜ぎ連絡を取ること。わかったわね？」

「うっす。じゃあ姫様も早く来てくださいね～」

　私は佐々木との通話を切り、一路リッツニャールトンを目指す。

　校門を抜ぬけ、交差点を駆かけ、路地を曲がり、大きな通りにぶつかればリッツニャールトンはもうすぐそこに見えていた。

　なんでも昔、海外の外交官を出で迎むかえる迎げい賓ひん館かんとして使われていた建物を改装したこのホテルは建物自体に壮そう厳ごんさや品もあるので、女の子が結婚式で使いたい会場としても有名だったりする。もちろん私も結婚式をするならここで挙げたい。

　専門学校から走ったことで荒あらくなった呼吸を整えながら、無事ホテルの前に到とう着ちやく。が、肝かん心じんの佐々木がどこにいるかわからない。かと言って歩きまわって弥太郎たちに出会うのもバツが悪い。

　私は気配を消すように隅すみの植え込みに体を隠かくし、辺りの様子を窺うかがう。行き交かう人々はみんな品が良さそうだ。こんな中に佐々木がいれば一発でわかるはずなのに……。

　私は眼めを凝こらし、佐々木らしき人物を探すが中々見つからない。

「もうどこにいるのよ」

　順番に行き交う人を観察し、少しずつ選せん択たく肢しを狭せばめていくと、ようやくそれらしい人物を発見。金きん髪ぱつ頭のその人はネクタイと黒いスーツを身にまといサングラスまでかけている。右手には丸いパン。おそらくパンの真ん中にはごまがくっついてることからアンパンだろう。そして左手にはビンの牛乳を持っていた。

「あのバカ……」

　念を押すようだけど、ここはリッツニャールトン。高級ホテルだ。スーツは別に良いけれどその両手に持っている姿は周りのいかにもお金持ってそうな人たちの中ではものすごく浮ういているのだ。

　しかも今日は弥太郎たちには知られちゃいけないデートの尾行だっていうのにあんなホテル入り口のどまんなかで突っ立ってたらバレるじゃないのよ。

　こんなことになるなら、ちゃんと偵てい察さつのしおり的なものを作ってアイツに渡しておくんだったという後こう悔かいをしながら携帯を取り出し佐々木に連絡をとると、着信に気づいた佐々木はポケットを弄まさぐろうとするが牛乳とアンパンが邪じや魔まなようでどうにも携帯を取り出せないでいた。

「いいからアンパンと牛乳片方の手にまとめなさいよ」

　私の願いも虚むなしく、佐々木はじっと両手の持ち物を見つめている。

「そう、片方の手にまとめればいいのよ。それで大だい丈じよう夫ぶだから」

　もはや子どもが初めてのお使いをするのを見守る両親のような気持ちだ。

　しかしここでも私の願いは通じない。

　佐々木は何を思ったのか、まだ一口程しか食べていないアンパンを無理やり口に詰つめ込み、そして牛乳をぱんぱんに詰まった口に流し込む。

　急に入ってきた大量の液体に対応仕切れない体が悲鳴を上げるように佐々木はむせ、口の内容物を発射。結果周囲からすごい勢いで視線を集めることになってしまった。

「おいぃ。今日ここに何しに来たかわかってんのかあいつは。隠おん密みつ行動だってあれだけ言ったのに！」

　思わず私が声を上げると、持っていた携帯からアホの声が聞こえる。

「ひめざまぁ、いまどごにいるんでずかぁ～」

　佐々木の声はむせた影えい響きようで都会のどぶ川並みに濁にごっている。

「さっきからそんな所で何やってんのよ。今日は隠密行動って言ったでしょ？　なのになんでホテルの真ん前で仁に王おう立だちしながらアンパンと牛乳かき込んでるのよ！」

「張り込みといえばアンパンと牛乳以外に何食えばいいんすか。こっちは朝の六時から独り寂さびしく、先せん輩ぱいの家の前に張り込んでて飲まず食わずだったんですよ！」

「張り切りすぎでしょ。そもそも十四時にホテルで待ち合わせって情報がわかってるんだからその時間の三十分ぐらい前にホテルで張り込んでればいいでしょ？」

「姫様天才じゃないすか。なんでそんな天才なのに彼氏ができないんでしょうかね？」
















　私は震ふるえる拳こぶしをぐっと押さえた。

「いいから、アンタから見て右の植え込みの陰かげに私はいるから早く来てよ」

「へいへい」

　通話が終わり、一分と経たたず佐々木は到着。近くで見るとまるで古典的な泥どろ棒ぼうみたいに白い口ひげを生やしている。

「も～そんな口ひげ生やして……何やってんのよ。子どもじゃないんだから。ほらこれで拭ふきなさい。それでロビーに遥香ちゃんと弥太郎はいるんでしょ？」

　私がポケットから取り出したハンカチを佐々木に手て渡わたすと、口をぬぐいながら現状の報告。兵法では情報の早さが戦せん況きように直結する。

　佐々木が仲間にいるということで大おお幅はばな不利を背負っている我が島津軍には情報をしっかりと管理する必要があるのだ。

「えっとそうっす。でもまだ両親とは合流してないはずっす」

「じゃぁ二人の様子はどうだった？」

「うーん遥香っちはどうかわかんないっすけど、先輩は明らかに緊きん張ちようしてましたね。それ見て遥香っちはニコニコしてました」

　そりゃ遥香ちゃんは弥太郎の事好きだもんね。もし私が噓うそでもこんな状じよう況きようになったら小こ躍おどりして喜んでるもの。

「とにかく、今は待つしかないわね」

「あっ姫様、俺これ持ってきました。使ってください」

　佐々木が自分の鞄かばんから取り出したのは双そう眼がん鏡きようだった。

「なによ。ずいぶん用意がいいのね」

「いやぁだって張り込みっすよ？」

　どうやら自分用の双眼鏡とは別にわざわざ私用の双眼鏡を用意しているんだから佐々木はずいぶんとこの尾行を楽しんでいるんだろう。

　そんなワクワクで顔を輝かがやかせる佐々木から双眼鏡を受け取り、植え込みから私と佐々木は顔だけだして辺りを窺う。

　双眼鏡から覗のぞいた景色は平和そのもの。ホテルの前にはこれから観光に行くんだろう人や、午後からの仕事が憂ゆう鬱うつなのか独りトボトボと歩くサラリーマンなど色んな人たちが行き交っている。

　おそらくそんな景色を十五分は眺ながめただろうか。私はふと自分の中の疑問に気がついた。

「………………」

「…………ねぇ佐々木？」

「なんすか？」

「私は遥香ちゃんの両親の顔知らないんだけどどんな顔なの？」

「えぇ姫様知ってるんじゃないんすか？」

「私がなんで知ってるのよ。佐々木知ってるんじゃないの？」

「俺が知るわけないじゃないですか。でも問題ないんじゃないすか？　だって結局先輩たちと会うわけっすから、さっき姫様が俺に言ったみたいに先輩を監かん視ししてればいいんですから。馬ば鹿かだなぁ姫様は」

　佐々木の言うとおりだ。どうも今日は落ち着かない。冷静さに欠けるというかなんというかって感じだ。

「でもどんな感じなんすかね。遥香っちの両親」

「どうだろ？　遥香ちゃんがあんな感じだからきっとご両親はクラシックな音楽が好きで、ほんわかしてるんじゃないかな」

　私たちがそんな話をしていると、ホテルの中から弥太郎と遥香ちゃんが出てきて誰だれかを探しているようなそぶりであちらこちらに視線を動かしている。

「あっ先輩たち出てきましたよ。いよいよ始まるんすね」

「そ、そうねぇ」

　気が気じゃなかった。どんな両親だろうが、何かの間ま違ちがいで本当に結けつ婚こんとかっていう話になったら私は死ぬしかない。

「ねぇ姫様見てくださいよ。遥香ちゃんなんかご婦人と喋しやべってますよ。感じのいいマダムって感じっすね。もしかしたらお母さんなんじゃないですか？」

　佐々木が指をさした先には、遥香ちゃんとそう背は変わらない、蒼あおい髪かみをしたおとなしそうなエルフのマダムが弥太郎たちと喋っている。服のテイストもなんとなく遥香ちゃんに似た感じを受けるし、生き写しと言っても過言じゃないレベルだ。きっともう少し遥香ちゃんが年ねん齢れいを重ねたらあんな感じになるんだろう。

「でもあれっすね。お父さんらしき人がいないっすね。俺は先輩から両親と会うって聞いてましたけどもしかしたらお母さんだけなのかな」

　だったら安心だ。お母さんだけならまかり間違っても結婚って空気にはならないだろう。きっと『なによ遥香、良さそうな彼氏じゃない。大事にしなさいよ』的な軽いお世辞を言いながらご飯を食べる感じだ。そういう軽いノリのやつに決まってる。

　私がそう胸をなで下ろしもう一度双眼鏡を覗き込むと、私たちから見える遥香ちゃんのお母さんと思われる方と私たちの間を大きな人ひと影かげが遮さえぎった。まるでオークみたいなその大きな背中は雄お々おしく猛たけ々だけしい。まるで弥太郎みたいだ。でも違う。どこかが違う。そんな印象だった。

「もう誰よ、邪魔なんだけど」

　倍率が上がった視界ではこれ以上の視し認にんが難しいと判断した私は双眼鏡を下ろし、さっきまで見ていた方角にもう一度目をやると、そこにはダークエルフの自然な浅黒い肌はだではなく、人工的な褐かつ色しよくの肌が第三ボタンまであけた胸むな元もとからこぼれている熊くまみたいなエルフが弥太郎たちと話しているじゃありませんか。

「ひ、姫ひめ様。あ、あれがお父さん……なんですかね？　なんか世紀末覇は王おう的な雰ふん囲い気きがあるんですけど……」

　佐々木がそう言うのも無理はない。黒い髪は整せい髪はつ料がてかるほどのオールバック。身長も弥太郎以上にでかい。

　天を空高く指さし、『我が生しよう涯がいに一いつ片ぺんの悔くいなし！』と今にも言い出さんばかりの圧力を弥太郎に向けて放っている。あれはきっと殺意。娘むすめをとられたということから来る殺意なんだろう。

　しかしこの遥香ちゃんのお父さん。弥太郎の雰囲気と似てなくもない。なるほど女の子が初めて好きになるのはお父さんだっていうけど本当にそうなのかもしれない。

　それに対して弥太郎といえば、なす術すべもなく喧けん嘩かに負けた犬のようにしょんぼりと頭こうべを垂れていた。

「で、でしょうね……」

「しっかし何喋ってるのかわからないっていうのは歯がゆいっすね。こんな時魔ま法ほうでちょちょいと会話の内容が聞けたら良いんですけど」

「あぁそうだった、忘れてた。そのために事前に恋れん愛あい成じよう就じゆのお守りを渡わたしておくようにアンタに言ったんだから。実はあの中には公安部から借りてきた超ちよう小こ型がた集音器が入ってるの。この受信機を耳につければ向こうの会話は一言一句丸聞こえよ」

　この日のために普ふ段だんはほとんど行かない公安部に行き、超小型集音器をよこせと強ごう引いんに部長に掛かけ合い、何に使うかもろくに明かさないで借りてきたのだ。

「あぁまたそうやって公権力の私的利用をしたんすね」

「うっさいわね。あんな状況に弥太郎が置かれて雇やとい主の私としては心配しないわけにはいかないでしょうが。心配じゃないの弥太郎の事」

「そりゃ心配ですけどね……ましてあのお父さんだったら下手な受け答えしたら二、三発ぶん殴なぐられかねないですよ」

　確かにあのお父さんなら、下手な受け答えをした瞬しゆん間かんに弥太郎の体が宙に浮ういているということも十分に考えられる。そう考えると男って結構大変よね。

「あっ姫様、みんながホテルの中に入りますよ」

「えっ噓!?」

　どうやらひとしきり顔合わせが終わったようで、弥太郎一行はホテルの中に吸い込まれていった。

「私たちも追わなきゃ。たしかこの後はホテルの最上階で会食よね？」

「たしかそのはずっす。俺がちゃんと先輩の机の上にそれとなくリッツニャールトンの最上階のレストランのクーポンがついた雑誌を置いといたんで完かん璧ぺきっす」

　この後はいよいよ弥太郎の試練が始まるのだ。そう思うとこっちまで緊張してくる。

　私たちは弥太郎たちにばれないように気配を消しながら植え込みを後にした。




　　　　◇◇◇




「姫様、大変です。ここのメニューにチーズ入りハンバーグもミラノ風リゾットも無いんですけど！」

「ここのホテル有名俳優とかいわゆるセレブって人たちが足あし繁しげく通うレストランなのよ？　いつも行ってるファミレスを基準に考えないの！」

　ホテル最上階、ガラス張りでトーキライトを一望できる景観の良い高級レストランで私と佐々木は弥太郎たちと一番離はなれた席を用意してもらいメニューを眺めていた。

「いやでも俺は、こういう所で気取ったもの食べるより、近くのファミレスでハンバーグ食べる方が幸せっす」

「いやまぁたしかにたまに無む性しように食べたくなることあるけど今日は我が慢まんしなさいよ。ファミレスのハンバーグだったら後で何枚も食べさせてあげるから」

「やったぁ～」

　佐々木は本当に貧びん乏ぼう舌だなぁと思いつつも私は自分の過去を振ふり返っていた。

　今まで私はこじゃれたお店に行くことがステータスだと勝手に思い込んでいて『これはどこどこ産の～』とか『五十年に一度のできを超こえる最高の～』とか。そういう肩かた書がきを食べることこそ最高だと思ってた。

　だけど自分では最高の事をやっているはずなのに、一人でそういう物を食べたり飲んだりしても楽しくなくて、寂さびしさは埋うめられなかった。

　弥太郎たちと近場のファミレスでハンバーグ食べながら、くだらない話して改めて思った。食事は何を食べるかじゃなくて、誰と食べるかなんだって。

　弥太郎に出会わなければこんな些さ細さいな事さえも気がつけなかったのかと思うと感謝しかない。

　そんな事を考えながら私は公安部から借りてきた受信機を佐々木に渡した。

「でもこんなちっちゃい装置でほんとに向こうの会話が聞こえるんすか？」

「うちの公安部なめてもらっちゃ困るわね。腐くさっても技術大国なんだからうちの国は。小型化に関してはうちの国の右に出る国なんてどこにもないわよ」

　私も自分の耳につけると向こう側の声が聞こえてくる。

「下で、一度ご挨あい拶さつさせていただきましたけど、改めてご挨拶を。えっと里さと中なか弥太郎です。えっと娘さんとは良いお付き合いさせてもらっています」

「あぁ……」

　遥香ちゃんのお父さんの心の中では、弥太郎は今まで手塩にかけて育てた箱はこ入いり娘を奪うばった敵。遥香ちゃんを見ていればご両親がなみなみならぬ愛情を注いできたのは誰にだってわかる。そして弥太郎はそれをお父さんから強引に奪う害虫なのだ。

　おそらくお父さんの尋じん常じようではない〝圧〟に声帯が思い通りに動いてくれないのか弥太郎の声は震ふるえていた。

「ちょっとお父さん、そんな怖こわい顔しないの。遥香ももういい年なんだから。でも遥香いい人見つけたわね。優やさしそうでいい人じゃない」

「そ、そうなの。弥太郎さんすっごくいい人なの」

　弥太郎の動どう揺ようを察してか、遥香ちゃんのお母さんは絶ぜつ妙みようのタイミングで助け船を出してくれる。やっぱり母親ってこういう台詞せりふを言うものなのね。私のママがもし生きてたらこんな会話してくれたのかしら？

　しかし、予想通りというかなんというか遥香ちゃんのお父さんは無口で無愛想というモリタニアの頑がん固こ親父おやじ像を地で行っているようだ。声も低音の良い声だから余計迫はく力りよくあるわよ。このままだと今日弥太郎は本当に星になってしまうかもしれない。そんな危き惧ぐを感じながら再び私たちは会話に集中した。

「それで里中君って言ったっけ？　遥香とはいつから付き合い始めたんだ？」

　てっきり怒いかり狂くるっているかと思ったら案外普ふ通つうの質問だ。たしか遥香ちゃんは一人娘。お父さんだってこういう経験は初めてのはず。プールに入る時、まずは手足から水にならして体に負ふ荷かをかけないようにするのと一いつ緒しよ。つまりはお父さんも相当に不安を抱いだきながら今日を迎むかえているのは手に取るようにわかる。弥太郎、相手も辛つらいのよ。頑がん張ばれ弥太郎。

「心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだよお父さん。ねぇ弥太郎さん」

「そ、そうですよ。〝遥香〟とはたしか春ぐらいから付き合ってます」

　弥太郎と遥香ちゃんはうまい具合にはぐらかした。友達付き合いなら確かに春頃ごろからだし、噓うそじゃない。

「そうか……。って父親の前で呼び捨てとは良い度胸じゃねーか。おい表出ろ！」

　普段の弥太郎ならば、遥香ちゃんを本間さんと呼んでいる。だけど本日は彼氏・彼女って設定だから、弥太郎的には気を利きかせたつもりが裏目にでてしまったのだ。

　遥香ちゃんのお父さんは突とつ如じよして激げき昂こう。理り不ふ尽じん、あまりにも理不尽な言葉の暴力が弥太郎に襲おそいかかってくる。もう自分がまるでどこに埋まっているかもわからない地じ雷らい原げんを裸足はだしで走っていることに心底絶望していることだろう。現に受信機からは弥太郎の言葉にならない言葉が漏もれている。

「ちょっとお父さん！　遥香の彼氏に向かってそんな事言わないの！　里中さんごめんなさいねぇ～。この人、建設会社を始めてから周りの職人になめられないようにって荒あらい口調になっちゃって、外見もこんな強面こわもてになっちゃって困ってるんですよ。結けつ婚こんした時はシュッとしてて今で言うイケメンでねぇ。しかも仕事に真ま面じ目めでそういうところが好きになっちゃったんですよ。それでそれから毎日お弁当作ったりしてあげたりして。この人口べただからねぇ。結婚するまで大変でしたよ」

　なるほど、建設業界といえば職人の人たちの罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛び交かう男の現場だ。エルフだからといって昨今イケメンともてはやされる華きや奢しやな頼たよりないような男では職人さんたちになめられてしまう。エルフの男性はシュッとした人が多い中で強面なのにはちゃんとした理由があるんだと納なつ得とくをしてしまった。

「大体どこの馬の骨ともわからないような奴に娘をやるような半はん端ぱな気持ちで育ててねぇんだ。わかってんのかおい！」

「わ、わかってます。そ、その俺……いや私は口下手なのでうまくは言えませんけど……娘さんはすごく良い娘こだと思います。優しいし、思いやりの気持ちがあって。ちょっとドジなところもありますけど。それにオークの俺なんかに変な色眼鏡をかけないでくれるのは、その……嬉うれしいです」

「弥太郎さん……」

　それからしばらく弥太郎たちのテーブルでは運ばれてくる料理の話題と、ご両親の出会いやら、結婚して遥香ちゃんが生まれてから今日に至るまでの思い出話。

　お父さんも弥太郎の娘を褒ほめるセリフがまんざらでもないらしく、久しぶりの娘との食事を楽しんでいるようだった。ひとときの家庭の幸せのような場面だと思う。

　一方の私達のテーブルといえば、私はどうもご飯を食べるような心境ではなく、来る料理来る料理、全すべて佐々木に渡していた。

「アンパンさえ……アンパンさえ食べていなければ……」

　料理が来るたび呪じゆ詛そのようにつぶやく佐々木に、私はどう声をかければ良いのかわからなかった。普通だったら高級料理なわけだから嬉しそうに食べても良いはずなのに、二人分の料理を食べなきゃいけない佐々木は、ただただ苦しそうな顔をしながらお腹なかをさすり妊にん婦ぷの真似まね事ごとのような仕草をしながら不満を訴うつたえてくる。

「もう、何やってんのよ」

「違ちがうんすよ。張り込みって言葉に引っ張られすぎて今日どういう所に行くのか完全に忘れてました……。くっそーしくじっちまった。お腹が……お腹が破は裂れつしそうです。姫ひめ様も食べてくださいよ。ダイエットやめて。男はそんなに細い女の子好きなわけじゃないことを自覚して」

　ロマンスもクソもあったもんじゃない。

「ダイエットなんてしてないわよ。なんか食べる気にならないだけ」

「どうせそんなこと言って、家帰ったら春雨ヌードル的な低カロリーな食べ物たべて空腹満たすんでしょ！　昼休みのＯＬじゃないんだから肉を食え、肉を！」

　私は、ステーキに顔を歪ゆがませ、苦痛で発言がいつもよりおかしくなった佐々木から再び弥太郎たちが座っている方に視線を戻もどすと、テーブルではデザートが到とう着ちやくし、受信機からは会話が聞こえてくる。

「あっデザートが来ましたよ弥太郎さん」

「そうみたいだね」

　デザートさえ食べ終わればこの会食も終しゆう了りようっていうことになるわけだから、私も一安心だ。自分の器うつわの小ささにげんなりとする反面、ほっと胸をなでおろしているとお父さんが弥太郎に向けて話し始める。

「弥太郎って言ったっけ？　今はなんの仕事してんだ？」

「は、派は遣けんで城に勤めてます」

　食事中に会話をしていく中でお父さんもどこか弥太郎に親近感が湧わいたようで言葉が少しだけ柔やわらかくなっていた。

「そうか～。今はどこも不景気だから仕方がねぇけど、ずっとそれやってくつもりなのか？」

「いやまぁ、正社員にはなりたくて今も仕事は探してるんですけど中々見つからなくてですね……。すいません」

　たしかに娘むすめが結婚するかもしれないという話がでれば、その結婚相手の職業が気になってしまうものなんだろう。

　娘には苦労してほしくない。幸せでいてほしい。こんな願いがそんな質問を全国の父親にさせるんだろう。

「お父さん、そんな事良いじゃない。だってこの国のお姫様みたいに、いつまでも結婚もしないでぷらぷらしてるわけじゃないんだから。それに仕事なんて、いざとなればうちで働いてもらえばいいじゃないの」

　言葉に詰つまった弥太郎に対して助け船を出したつもりの遥香ちゃんのお母さんが発した言葉のナイフが私の胸に突つき刺ささる。だけどお母さん一つ言っておくことがあります。私は結婚〝しない〟んじゃなくて〝できない〟んです。

「それもそうだな。おい弥太郎、娘の事真面目に考えてんのか？　ちゃんと最後まで責任もつんだよな？」

「………………」

　弥太郎はお父さんからの問いかけに答えを言わなかった。仮に噓でもここは『はい。幸せにしたいです』そう言ったらこの会食はお開きになって終わりじゃない。

「本間さん、やっぱり噓でも結婚とか軽々しく言うもんじゃないよ。俺この噓はどうやってもつけないよ」

「で、でも……」

　弥太郎と遥香ちゃんが二人だけしかわからない会話を繰くり広げている。テーブルを見ればご両親が一体今何が起こっているのかわからずお互たがいの顔を見合わせていた。

「本間さんごめん。でもやっぱりこういうのは良くないと思うんだ。あの、本間さんのお父さん、お母さん、怒おこらないで聞いて欲しいんですけど、俺……本当は本間さんとお付き合いしてないんです」

　怒らないで聞いて欲しいとか、怒らないから本当の事言いなさいっていうのは間ま違ちがいなく怒るから言っても意味ないと思うのについ言ってしまうのは何なんだろうかという疑問はおいといて、弥太郎の突とつ然ぜんの告白にみんなの時間が止まった。おそらく弥太郎が放った言葉が耳から脳に伝わり理解をするまでのほんの数刻、辺りは静せい寂じやくに包まれた。

　そして動き出した時には土石流のような感情が弥太郎を襲う。

「お前どういうことだ！　つきあってないって！　おいはるかぁ！　どういうことか説明しろ！　表でろ表！」

　さっきまでおいしくご飯を食べていたお父さんはそこにはいなかった。出会った時のような荒あら々あらしい態度で弥太郎に真実を求めている。テーブルにお父さんの拳こぶしが叩たたきつけられ、茶器とお皿が甲かん高だかい音を鳴らし、いわゆる修しゆ羅ら場ばというやつがやってきたのだ。

　お母さんはといえばなにが目の前で起こっているのかもよくわからず、ただただ口を開け呆ぼう然ぜんとしていた。

「えっと……その結婚とかじゃなくて……えっと……そのなんていうか……。そう。えっとそうなんです。私たちまだ結婚とかそういうやつじゃなくて……えっと、えっと、えっと……なんていうか……仲の良い友達の一人として……」

「友達？　友達ってあれか？　そういうやつか？　そういうふわっとして、ただれたやつか！　お父さんそんなの認めないぞ！」

　遥香ちゃんがあたふたして本当の事を言わないもんだから、お父さんはどこか勘かん違ちがいをした方向に進んでしまい、二人がただれた大人の関係のように思っているようだ。

「違うんです。そうじゃなくて本間さんのお母さんと本間さんが電話した時に好きな人ができたと伝えたはずが、その……つきあってる人がって話にいつのまにかすりかわってしまったらしくて……そ、それで……今回こういう形になってしまったんです……」

　弥太郎が真実を告げるとまたしても時間が止まる。そしてしばしの静寂とともに理解したお父さんはゆっくりと話し始めた。

「遥香、お前って奴やつは本当に……。なんでそんな事したんだ……」

「だってお父さんたち結婚しろ、孫の顔が早く見たいって……だから……その……」

　きっと遥香ちゃんは眉まゆを落として困った顔をしてるんだろう。

　神しん妙みような声のトーンで話し始める遥香ちゃんを諭さとすようにお父さんがしゃべり出した。

「だいたい、この弥太郎にも失礼だろう。好きな人がいるってのがわかってた上で、恋こい人びとの振ふりさせるなんて……。もしこいつが本当にお前の事好きだったらそれこそ地じ獄ごくだぞ？　好きな人のためになんでもやってあげたいってのが男の心理なんだからな。しかもその好きな人ってのは親にも会わせられない奴なわけだろ？」

　いいえ、違いますお父さん。今目の前にいるオークが娘さんの好きな人です。

　声を大にして言いたかった。

「いやその……そういうわけじゃなくて……」

　しどろもどろな遥香ちゃんは言葉に詰まり何かを言おうとしては躊躇ためらっている。見かねたお母さんがすかさず助け船をだす。

「まぁまぁお父さん、いいじゃないですか。遥香ももう大人なんですから」

「馬ば鹿か野や郎ろう、それじゃ弥太郎に申し訳たたねぇだろうが、こいつは家族のごたごたに巻き込まれたんだぞ。お前が良くても俺の気がおさまらねぇ。だいたいお前が聞き間違えるからこういうことになったんだぞ！」

「それはそうですけど……」

　ご両親が今にも喧けん嘩かになりそうな、そんな険悪な空気になったその時だった。

　私が一番聞きたくない遥香ちゃんの言葉がレストランに響ひびく。

「私……私は弥太郎さんが好きなんです！」

　受信機を介かいさずとも聞こえるような大きな声だった。

　周りで食事を楽しむ他ほかのお客さんの誰だれもが振り向くような大きな声。

　そしてなぜか私の眼めからは涙なみだがこぼれていた。理由はわからない。

　いや噓うそだ。そんな理由本当はわかってる。

　私は遥香ちゃんが羨うらやましかった。

　弥太郎の隣となりにいることが。弥太郎に想おもいを告げられることが。弥太郎とずっと一いつ緒しよにいられるかもしれないという可能性が憎にくいんだ。

　弥太郎からの優やさしい言葉は私に言ってほしい。弥太郎の冷たい視線で私だけを見てほしい。弥太郎に私が必要だって言ってほしかった。

　だけど弥太郎と会うと素す直なおになれない自分がいてうまくいかない。それがまた歯がゆいんだ。こんなの身勝手なのも、自己中心的なのもわかってる。だけど素直に気持ちを伝えられる遥香ちゃんが心の底から羨ましかった。

「姫……様……？」

　佐々木が心配そうに私を見つめていた。

「な、なによ？」

　私は片手で涙をぬぐい、さも泣いてませんよという顔をしてみたけれど、そんなのは佐々木にお見通しのようだった。

「姫様、なんで泣いてんすか？」

「いやその……あれよ乾かわき目ってやつよ。あぁ～眼が乾いてしょうがないわー」

　どこか馬鹿にしていた安い歌詞を歌った曲のような、レアチーズケーキみたいな甘さの気持ちが自分の中にあふれてくるのもどこか恥はずかしくて私は強がってしまった。

「へぇ、そうなんすね」

　佐々木はそれだけ言うとフッと少し笑ってからこう言った。

「あとは、もう先せん輩ぱいにとりあえず修羅場ってもらうためにももう帰りましょう」

　何も深く聞かず、黙だまってくれている佐々木の優しさが痛かった。








３章　飲んで、縛しばって、恋こいをして






「はぁ……」

　本ほん間まさんの両親と会った次の日だった。カーテンの隙すき間まからは遮さえぎれきれない陽ひの光が部屋を少しだけ明るくしている。本来だったら今日は、昨日がちょっと特とく殊しゆな土曜日で疲つかれたので、洗せん濯たくして、何をするでもなくただゆっくりと過ごすことに満足感を感じ、夕方には次の日の準備をするっていう生活に不平も不満もない、ただただ幸せで平へい凡ぼんな日曜日を送るはずだった。

　だけど俺はこうして起きてから何時間もベッドの上で昨日の出来事を思い出しては、どうすれば良いかもわからずとりあえずため息をつき、そしてまた思い出す。

　さながら俺は、籠かごの中で一生を終えるハムスターのような気分だ。

「はぁ……」

　だっていきなり両親に会ったと思ったら、本間さんから告白って……。大変失礼な話ではあるけれど、はじめはドッキリか何かなのかって疑ってしまい、佐さ々さ木きと杏あん樹じゆがどこかに隠かくれていないか辺りを見回したぐらいだからな。

　しかもあの建設会社を経営しているらしい本間さんのお父さんなんかこうだ。

『そうか……娘がいきなり告白してきて混乱してるのもわかるが、真しん剣けんに考えてやって欲しい。仕事の事なら心配するな。俺が面めん倒どう見てやる』

　だってさ……。そりゃ欲ほしいよ内定。正社員にだってなりたいさ。だけどいきなり告白されたところで、こっちは経験もノウハウもなんもかんもないんだからどう対応して良いかもわからない。ましてや何か気の利きいた言葉なんて言えるはずもなく、ただ逃にげるように『考えさせてください』としか言えなかった。

　もう限界だった。誰かに相談したかった。

　そして俺にはそんな相談に乗ってくれる友達なんて一人しかいなかった。

「佐々木に相談しよう」

　普ふ段だんの行動はからきしだし、人をいらつかせたら、この国で一番か二番には入るであろう佐々木だけど、彼女もいるし、元ホストってことはそれなりに経験があるはずだ。

　俺は携けい帯たいを取り出し佐々木に呼び出しを掛かけた。

「ういっす～。先輩こんな時間にどうしたんすか？」

　携帯からは俺の悩なやみなどつゆ知らず緩ゆるみきった佐々木の声と近くで水のせせらぐ音が聞こえてくる。

「あぁもしもし佐々木？　今日ってさお前なにしてんの？」

「今日すか？　それより先輩、この前テレビでやってたんですけど、噴ふん水すいに行くとなんかの成分が体に入って疲れがとれるって聞いたんですけど知ってました？」

　マスコミに影えい響きようされやすい佐々木はどうやら水辺にいるようだ。

「あれだろ？　水みず飛沫しぶきが上がると体に癒いやしの効果があるっていう、本当か噓かよくわかんないやつだろ？」

「あぁたぶんそれっす。なんか最近彼女が疲れてるっていうんで……」

　元ホストだからなのか、それともマメなのかはわからないけれど、佐々木もなんだかんだデートらしいデートするんだな。

「もしかしてデート中だった？　ごめん、またにするよ」

「気にしないでください。彼女、今仕事中なんでデートとかじゃないっす。プレゼントに水場の空気を空き瓶びんに集めてただけなんで！」

「お、そっか……」

　きっと彼女も空き瓶を渡わたされて、『これお前最近疲れてるだろ？　だから噴水の近くで空気集めてきたんだ』って言われたら困こん惑わくするだろう。

　いや、好き好んで佐々木とお付き合いする彼女さんの事だから、きっと喜んで涙を流してくれる可能性すらあるな。
















「それでどうしたんすか？　先輩から休日に連れん絡らくくるなんてめずらしいっすね」

「あぁいやなんかそのちょっと相談事があって……」

「またすか？　まったく先輩は世話焼けるな～」

「そうかな。えっとちょっと直接会って話したい内容なんだけど今日って時間あるかな？　でも今、空気集めてるから無理か？」

「大だい丈じよう夫ぶっすよ。もう三十個ぐらい瓶びん詰づめしたんで！　それにここからだと遠くないんで先輩の家でいいすか？　たぶん三十分ぐらい後に到とう着ちやくできるっす」

　それから三十分後、噴水の空気を詰め込んだ瓶でパンパンに膨ふくれあがったリュックサックを担かついだ佐々木が、がっちゃがっちゃと騒そう音おんまがいの音を立てて、我が家にやってきた。

「おい～っす。なんすか先輩相談事って～」

　開口一番そう言って俺の顔を見上げる佐々木の顔はやけににやけていた。

「なんだよそんなにやけた顔して。良いから入れよ？」

「いや別に何でもないっすよ。それにしても先輩から相談事って。今度は何に悩んでんすか？」

　佐々木を部屋に招き入れ、荷物を適当な所に置かせると俺は冷蔵庫から取り出したお茶をグラスに注ぎテーブルの近くで座っている佐々木に手て渡わたした。

「あっさっすが先輩気がききますねぇ」

　喉のどを鳴らし、豪ごう快かいに飲む佐々木に俺はゆっくりと相談事を始める。

「それでさ……相談事があるんだけど……何から説明すればいいのかわからないんだけど……。えっとさ、佐々木は誰かに告白されたこととかってある？」

「今のつきあってる彼女には向こうから告白されましたよ。何もしなくても良いから一緒にいてくれって言ってくれました」

　やっぱり聞けば聞くほど佐々木の彼女さんは謎なぞだ。

「あぁそうなんだ。だいたい何年ぐらいつきあってんの？」

「三年ぐらいじゃないのかな。割と長いっすけどね。っていうか先輩、相談があるとかいってさっきから俺に質問ばっかじゃないすか？　相談があるんでしょ？　もう呼び出したからにはちゃんと言ってくださいよ」

　珍めずらしく佐々木は脱だつ線せんもせずに俺の話を聞く気になっているようだ。

「いや……その、俺……本間さんのご両親と昨日会うっていう話したじゃん？　だけどその……話の流れで……本間さんにこ、告白されちゃったんだよ……『好きです』って……」

「えええええええええええええ！！！　どういうことなんすか？」

　無む駄だに大きく反応し眼を輝かがやかせながら食いついてくる佐々木。おそらくコイツは俺の身に降りかかった事件が面おも白しろおかしくてしょうがないんだろう。

　でも背に腹は代えられない。俺は仕方なくその後も事実をありのままに伝えた。

「どういうこともなにもその……つきあってくださいって……。だけどその俺、女性とつきあうとかよくわかんないし……」

「いやいや、先輩経験がないんだったらとりあえず経験しちまえばいいじゃないすか。誰だれだって初めは経験がないんすよ？　じゃあいつ経験するかっていったら今なんじゃないですかね～」

　そうだと思う。はじめから何でも経験がある奴やつなんてこの世にはいない。だけど俺が言いたいのはそうじゃなかった。

「俺みたいな身分の奴が何言ってんだとか思われちゃうかもわからないけれど、たしかに本間さんは良い娘こだと思う。嫌きらいじゃないんだ。ただその好きって言われて首を縦に振ふれないんだ。なんでかわかんないんだけど……」

　佐々木は俺の話を聞く間も大きく頷うなずき何かを考えているようだった。

「別に遥はる香かっちかわいいし、性格も良いし何かためらう要素あります？　たしかに俺に対しては少し冷たいような気がしますけど」

「そうじゃないんだけど……その…………」

　俺は腹をくくり宇う佐さ美みさんの打ち上げの時にあった出来事すべてを話した。宇佐美さんが俺の頰ほおにキスした事、杏樹にキスをされた事、それに至るまでの経けい緯い。そして現在進行形でなんか気まずい事。すべてを正確に佐々木に伝えることにした。

「はぁぁぁぁぁぁぁ？　先せん輩ぱいうさみんにキスされたんすか？　キレそう……っていうか完全にキレてますよ！」

「だからそれは……その文化の違ちがいっていうかその……海外じゃ挨あい拶さつみたいなもんじゃないか。とにかく今は杏樹の事で……」

「はいぃ？　いやいやいや、姫ひめ様から頰にキスされて悩んでるんだったら、今や国民的アイドルとなったうさみんから頰にキスされても悩むでしょ！　おかしい。こんな事許されない」

　確かに佐々木に言われたとおり、なんで俺がこんなに杏樹の事で悩んでいるのかもわからない。

「だから相談してるんだろ？　自分がどうすればいいか……」

「はい、出ました自じ虐ぎやく風の自じ慢まんね。先輩今自分が何言ってるかわかってます？　ＳＮＳで『ナンパとかマヂウザイ。もうここ通るたびナンパとかあり得なくなくない？』みたいな投とう稿こうして自分がナンパされるほどモテますよってアピールしてるクソ女とそう大差ないですからね？　わかってます？」

「た、たしかにそうかもしれないけどさ……」

「とりあえず先輩、なんか紙とペンもらえます？」

　突とつ然ぜんの要求に、俺が棚たなからペンと紙を取り出し佐々木に渡すと、佐々木は図形と矢印を描かき始めた。

「何してんの？」

「相関図作ってるんすよ！　この童どう貞ていクソやろうに真実を見せつけるためにねぇ！　んでこの真ん中にある四角が先輩ね」

　ど真ん中には俺を表す四角からは三つの丸に向かって矢印が伸のびている。そしてその四角を囲むように丸が四つ、それぞれが四角に向かって矢印がひかれる。

「とりあえずこんなもんか。これが姫様、こっちが遥香っち。そんでもってこっちがうさみん。んでこれがリーネ。まぁリーネは男だったら誰でも良さそうだから今回のケースはいいや」

　おそらくリーネと思われる丸にバツマークが上から乱暴につけられた。

「つまりは先輩は今こういう状じよう況きようなんですよ。それでこう言ってる訳です。『私モテ過ぎちゃってまぢこまるんですけどぉ』。もし先輩がそんな女が目の前にいたらどう思います？」

「どうって……ウザい？」

　俺が半疑問形でそう言うと、佐々木は満面の笑えみで親指を立てる。

「はい正解！」

「いや待ってくれよ。本間さんの矢印はわかるよ。昨日告白されたしさ。でもこの宇佐美さんの丸と杏樹の丸から伸びる矢印が正しいとは限らないじゃんか」

「なるほどなるほど。それじゃ今から簡単な質問をするのでイエスかノーでお答えください。うさみん好きですか？」

　佐々木の質問を聞いて真しん剣けんに考えた。でも結けつ婚こんっていうよりかは応おう援えんしたいとか、頑がん張ばって欲しいという気持ちが強い。

「ノーだ」

「はいおっけー」

　そう言った佐々木は四角から丸に向かって伸びる矢印のうち一本にバツマークをつけた。

「次に、遥香っち好きですか？」

「わかんない」

　次の質疑応答を受けて佐々木は矢印の一つに疑ぎ問もん符ふをつける。

「じゃぁ姫様とは？」

「ごめん……それもわかんない……」

　そう言うとまた佐々木は同じく疑問符をもう片方の俺から伸びる矢印につけた。

「よしこれで完成。じゃあわかりやすく先輩に俺が道を提示してあげましょう。一つ。遥香っちと結婚を前提にお付き合い、流れで結婚して遥香っちの地元に戻もどり、慎つつましやかな生活をして夏と冬に地元の名産品を俺に送る」

　毎年コイツに贈おくり物しないといけないのか……。

「そしてもう一つは好意があるかもわからない姫様に告白。フラれれば今の職場には間違いなく居づらくなって無職の道が待っています。損得勘かん定じようで言えば、まー遥香っちと結婚する方が俺は〝得〟だと思いますよ？」

「結婚を損得勘定で決めろっていうのか？」

「いいえ～。俺はそんな事一言も言ってませんよ。ただ決めるのは先輩次し第だいっすねっていうだけの話っすよ」

「お前意地悪だな」

「そうすか？　でも人生の決断っていっつも残ざん酷こくじゃないですか？　悩なやんで悩んでようやくだした答えでも、誰かが勝手に決めた尺度で勝手に勝ち負けが決まるんすよ。ましてや勝ったところで、その決断が必ずしも幸せになるとも限らない。だからこそ愛とか情熱とか昔先輩が嗤わらってたものが大切なんじゃないですか？　どういう気持ちが今、心の中にあるんですか？」

　そうだ。杏樹を助けた時だって、宇佐美さんをプロデュースした時だって、最終的には気持ちで動いてた。

「じゃっせいぜい悩んでくださいね。先輩！」

　そう言って佐々木は少し笑って立ち上がり、ガチャガチャと空あき瓶びんの入ったリュックを鳴らし部屋から出て行った。




　　　　◇◇◇




　週末が終わり、月曜日を迎むかえた。何がしたいのかも明確にはわかっていないけど少しだけ自分のやらなきゃいけないことが見えてきた。

　ただ自分の気持ちを真剣に見つめ直して決めなきゃいけない億おつ劫くうさもあるので気が軽いと言うには少しだけ無理がある。

　そんな俺が今日から派は遣けんされるのは、トーキライト騎き士し専門学校。事前にもらっていたパンフレットとネットの情報を見るとどうやらこの学校には一学年五百名ほどの生徒さんがいるらしい。二年制の専門学校だということを考えればこの校舎にはだいたい千人ほどの生徒さんがいるってことになる。

　学校に近づくにつれおそらく生徒さんであろう女の子が増え、学校の校門が見えてくる頃ころには周りは辺り一面、あの感じの悪い杏樹の友達の妹が着てた服によく似た銀を基調とした鎧よろいを身に纏まとい、あれやこれやと話している生徒さんの姿でいっぱいになった。

　女の子の集団を縫ぬうように校門に到とう着ちやくすると、校門の前では佐々木と本間さんが待っていた。駆かけ寄ると、こちらに気づいた二人は手を上げ自分たちの所在地を知らせてくれていた。

「おはようっす。先輩！」

「弥や太た郎ろうさん、おはよう……ございます」

　普ふ段だんの恰かつ好こうとは違い、行きかう生徒さんたちと同じ鎧を身にまとった本間さんは若じやつ干かんの気まずさがあるようで目を合わせてくれようともしない。

　そりゃ俺が考えさせてくれって言ってるんだ。以前のような態度なんて難しいに決まってるよな。

　そう思った俺は、自分のできる限り明るい声で二人に挨拶を返した。

「お、おう！　本間さん、土曜日はどうもね」

　俺はなるべく普段通りに接してみると、本間さんの顔は明るくなり、にこりと笑った。

「あと佐々木、昨日はありがとな。彼女にはアレ渡わたしたのか」

「あぁ渡しましたよ！　そしたら彼女めっちゃ喜んでくれて涙なみだ流して『もうこんなことしなくて良いよ』って。それから『気を遣つかわせちゃってごめんね』って言ってくれました。マジ優やさしくないすか？」

　たぶんそれは佐々木を傷つけないように細心の注意を払はらった彼女の心意気ってやつだろう。

「弥太郎さん、アレってなんですか？」

「あぁいや……そのなんていうかプレゼントだよ。なんか最近佐々木の彼女疲つかれてるらしいですよ」

　噴ふん水すいの空気が詰つまった瓶をしこたま渡したなんてどう伝えりゃいいんだよ。

　俺たちがとりとめもない話をしていると、俺たちに声を掛かける一人の女の子がいた。

「うわぁ」

　そこに立っているのは俺たちを親の敵かたきかなにかと勘かん違ちがいしている赤い髪かみをした目つきの悪い女の子だった。

「人の顔を見るなり大きな声を上げるなんてなんなんですか？　これだから人間以外の種族は嫌いやなんです」

　出会った直後から限界突とつ破ぱの憎にくしみ具合の冷ややかな目線を送ってくる龍りゆう造ぞう寺じ（妹）。

　とは言ってもどう言い返して良いかもわからない。ましてや杏樹の知り合いの妹ということを考えれば、なにか粗そ相そうをしたら杏樹に迷めい惑わくがかかってしまう。

　本間さんも佐々木もそれを察してかただ黙だまり込み、関係ありませんよっていう顔でどこか遠くを見つめている。しかも佐々木はあろう事か俺の背中を押し、『こういうめんどくさそうな人の処理はあなたが担当です』という圧力を掛けてくるんだからたまったもんじゃない。

「すいません、いきなり大きな声をだしてしまって。それでなんですけど僕らは杏樹を待っているんですが、何かまずいことしましたかね？」

「杏樹様を呼び捨てとは見上げた愛国心ですね。その杏樹様から貴方あなたたちを連れてくるように頼たのまれたので仕方なくここにいるんです。それでなければ好き好んで貴方たちとしゃべったりしません」

　どうやら杏樹はすでに学校に到着し、どこかで待機しているようだ。

「あぁそれではご迷惑かもしれませんが案内していただけますか？」

「ではついて来てください。ついでに学校の説明もしますので聞き漏もらしなどないようにしてください」

　今までの人生でここまでツンツンとした態度の人に会ったことがないのでどういう対応が正解なのかもわからない俺は言われるがまま踵きびすを返した龍造寺（妹）について行く。

　そして俺の後ろには本間さんと佐々木が俺の体に隠かくれるようについてくる。さながらロールプレイングゲームのパーティの如ごとくだ。

　目の前を歩く龍造寺（妹）が肩かたで風を切りながら、道を歩けば、行き交かう生徒たちは率そつ先せんして道を空けていき、誰だれもが先頭を歩く龍造寺（妹）にあこがれにも似た視線を浴びせている。そして時折『生徒会長～！』と声せい援えんを送っている。それを嫌みなく片手をあげ反応していることから見て学校の王子様的な存在なんだろう、ここ女子校だけど。

　ただ気になるのは若干視線が俺の方にも向けられていることだ。しかも目の前を歩く赤髪の女の子とは違ちがい悪意はあまり感じられない。

「ここが学習棟とうになっています。サバイバル術、用兵術、基き礎そ的な戦せん闘とう理論などの座学を行っています。そして奥に見えるのがグラウンド。あそこでは主に戦闘教練などを行っています。そしてさらに奥に見えるのが運動部などが使う部室棟になっていて……」

　杏樹のいるであろう場所に向かうまでの道のり中、嫌々やってますっていうことが丸わかりの緩かん急きゆうも抑よく揚ようもない無む味み乾かん燥そうで事務的な説明をしている龍造寺（妹）の背を追いかけていると佐々木がとんとんと肩をたたき小声で話しかけてくる。

「なんか感じ悪いっすね……」

「しょうがないだろ。俺みたいな異種族嫌きらいなんだから……」

　もう一度正面を向き直ると龍造寺（妹）がこちらを振ふり返ってじっと俺たちをまるでゴミを見るような視線で見つめていた。

　しかし、ものすごい眼力だ。そういう趣しゆ味みの人からすればこの上ないご褒ほう美びなんだろうが、あいにく俺にはそういった趣味はない。ただただ威い圧あつ感かんに圧あつ倒とうされるばかりだ。

「以上で説明は終わりましたが、どうやらあまり校舎には興味はないようですね」

　佐々木との会話の間に説明が終わり、『なにか質問は？』と振り返ったタイミングだったようだ。しかしこのまま何か質問しないのもバツが悪い。無い知ち恵えを絞しぼり出した俺の質問は大変苦しいものだった。

「あ、あのここって専門学校ですよね？」

「もしかして私の事バカにしてるんでしょうか？」

　俺の質問のせいなのか眉み間けんの皺しわがより深くなってしまった。違う、そんな初歩的な質問がしたいわけじゃない。俺は慌あわててその後に伝えるはずだった言葉をぶつけた。

「い、いえそうじゃなくて、他ほかの専門学校だったら私服のところが多いと思うんですけど、同じ鎧を着ている方が多くて不思議だなって思ってですね……」

　学校に向かう途と中ちゆうもそうだけど、学校の中でも生徒さんはみんな同じような鎧を身にまとっている。きっとここの制服なんだろうけど、普ふ通つう、制服といえば高校までだと俺は思っていたし、専門学校に制服があるなんて中々聞かない。

「オークのくせになかなか良い質問ですね。確かに私たちの学校に指定の制服という物は存在しません。自分でこんなことを言うのは大変おこがましいとは思いますが、私が好んでこの服を着ていたら真似まねする方が多くてこういった状じよう況きようになっているというのが現状です」

　要するに、この龍造寺（妹）があまりに凜り々りしいから学校でファンクラブができているっていう状況なんだろう。

「なるほど……」

「他になければ、このまますぐに校長室に行きますが？」

　俺が黙って首を振り、また龍造寺（妹）に再びついて行こうとすると、佐々木が手を上げる。

「あの……ろくに自己紹しよう介かいもしてないし、なんて呼べばいいすか？　いちいち龍造寺の妹さんとか呼ぶの長くてめんどくさいんですけど……」

　佐々木がそう言うと、顎あごに手を置き、少し考えた龍造寺（妹）がしゃべり出す。

「たしかに仕方なくとはいえ、これからなにかと話さなければいけないのにそういった取り決めは何もしていませんね。とは言ってもあまり人と仲良くなったことがありませんので……。生徒の方たちには『りん様』や『生徒会長』と呼ばれています。ですが過度に仲良くなるつもりもありませんしお好きなようにお呼びください」

『りん様』って……。同級生に様付けされている生徒会長を今まで見たことがなかった俺と佐々木が思わず言葉を飲み込むと、本間さんが肩をたたきこちらにと手招きしてくる。どうやらなにか話があるみたいだ。

　俺と佐々木は本間さんと小さな輪を作り、その話を聞くことにした。

「佐々木さんも弥太郎さんも知らないとは思いますけど、生徒会長、ここの生徒さんに人気があるんですよ。あの冷たい視線と凜々しい雰ふん囲い気き。そして高貴な生まれな事もあって生徒さんから崇あがめられてるんです。一部じゃ『りん様親衛隊』ってファンクラブもできてるんです」

　どうやら道行く生徒さんの視線はその類たぐいの物だったらしい。しかし女の子しかいない学校なんて初めて来たけど、女子校っていうのはどこもこんな感じなんだろうか。

「な、なるほど……」

　若干の文化の違いに面めん食くらってしまったが、そういうことであれば『りん様』と呼ぶしかあるまい。

「いや待ってください」

　どうやら佐々木はそのことに納なつ得とくがいっていないようだ。

「今度はなんだよ佐々木」

「いや俺ら、これから学校の職員として働くんですよ。それで生徒に様付けなんてなめられます。先せん輩ぱい、なんか呼び名を考えてください」

　急に話をふられても困る。というか女の子の呼び名はいつも戸と惑まどう。こういう時俺はとりあえず当たり障さわりのない名字で呼ぶ事にしているけれど、今回の場合は〝龍造寺さん〟と呼んだら姉の方を呼んでいるのか、それとも妹の方を呼んでいるのかわからなくなってしまう。しかも二人が同じ場所にいれば、二人とも振り向く可能性があるからさらに困る。

「えぇなんだよそれ。とりあえず呼び捨てはないよな。あれだけオークとかエルフ嫌いなんだから親しげに呼んだら変な感じになっちゃうよね。なんだろう、とりあえずちゃん付けとかにしとく？」

「そうですね、そうしましょう弥太郎さん」

　本間さんからは賛成の意見、そして佐々木も首を縦に振っている。俺は素す振ぶりでもする感じでとりあえず凜りんちゃんと呼んでみることにした。

「あ、あの凛ちゃん？」

「ちゃん付け……。そんな事、杏樹様以外に言われるのは気持ち悪いです……寒気がします。やめてください。今後その名前で呼ぶことを一いつ切さい私は認めません」

　結論だけ書く。失敗した。失敗した。失敗した。失敗した。失敗した。失敗した。失敗した。失敗した。失敗した。失敗した。失敗した。失敗した。失敗した。失敗した。失敗した。失敗した。失敗した。失敗した。失敗した。失敗した。

　まるでウジ虫でも見るような見下した視線が俺に向けられ、なんとも言えない。しかも呼び方なんて何でも良いって言ったのにこの様だ。

「だ、だったらなんて呼べば？」

「あまりそういった、ちゃん付けは止やめてください。そもそも必要最低限の会話以外はしたくありませんし……今はあくまで生徒会長という責任ある立場だから話しているだけで、本来であれば私と異種族が会話なんて反吐へどがでます」

　これまたずいぶんと嫌われたものだ。一体どうしてここまでオークやらエルフやらを嫌いなんだろう。

　たしかにオークってだけで毛嫌いしたりする人は多い。そりゃ歴史的に見ればオークなんてのはこの国に混乱を生んだクソ種族なんて考える人も多い。

　だけど、彼女の嫌い方ははっきり言って過か剰じようだ。

　そんな事を思いながら校舎の中に入っていく凛さんの背中を俺たちは追いかけた。




　　　　◇◇◇




　学習棟の一階、廊ろう下かの突つき当たりまで行くと、大きな木製のドアが俺たちの目の前に現れた。ドアのデザインからそこはかとなく香かおってくる権力の匂においが中に誰がいるかということを教えてくれている。

　しかも、ドアの上には『校長室』と書かれているんだから中にいるのが、目の前にいる凛さんの姉でもあり、この学校の校長だっていうことは明白なわけだ。

「失礼します。頼まれていた件で……」

「はーい。入って大だい丈じよう夫ぶよ」

　凛が入室許可を求め、指の第二関節を立て戸を叩たたくと誰かがこちらに向かって反応した。

　そして凛さんが入室。それに連なった俺たちを出で迎むかえてくれたのは校長がいかにも使ってそうな木製の大きな机と校旗、そしてその机に突っ伏ぷし、やる気がなさそうな感じの杏樹だった。

「杏樹おはよう、集合場所は校門って聞いてたけど……」

「えっ!?　あぁちょっと涼りように相談があって早く来たんだけど、あの娘こ寝ね坊ぼうで来てないのよ。気にしないで」

　そう言った杏樹は服装とかはいつもと変わらないのに、顔はどこか雰囲気が違う。初めはぎりぎりまで寝ていて起き抜ぬけで顔が違うのかとも思ったけれど、凛さんに俺たちを迎むかえに行くようにお願いしているわけだからその可能性は限りなく低い。

　それによく観察すればその違い和わ感かんの正体は杏樹の瞳ひとみだった。充じゆう血けつし、まぶたも腫はれ上がっている。

「それは良いけど……眼はどうしたの？」

「眼？　あぁあのアレよ！　メイクが決まんなくて何回も直してたら赤くなっちゃったのよ！」

　杏樹の体調が心配になった俺が直接そう聞くと、慌てた様子で眼をいじり、なんてこともないですよってな感じの笑え顔がおをした。

　それから杏樹は咳せき払ばらい一つしてから今日からの俺たちの仕事について話し始めた。

「えっと、それで今日からこの学校に派は遣けんされて働くってことになります。とは言っても生徒に何か教えるとかは無くて主に授業のサポートね。黒板消したり、印刷してほしいものも色々あるからそれを印刷したり、授業で使うもの用意したり。それに文化祭の準備とかかな。それと遥香ちゃんだけど、授業優先でかまわないわ。ただ空いた時間はしっかりお願いね。私も毎週月曜日の授業しかないけれど、それ以外でもなるべく時間作るようにするから。まっ基本的な作業自体は庶しよ務む課の仕事と変わらないから安心してもらってかまわないわ」

　今伝えられたことが仕事だったら、本当に庶務課の仕事と変わらない。唯ゆい一いつ変わることと言えば周りに女の子しかいないことぐらいだ。

「それで早さつ速そく、私の授業があるんだけど用意してほしいものがあるから佐々木と本間さんは準備してほしいかな。生物実験室に行って担当の人にこの紙を渡わたせば用意してくれると思う。そしたら中庭から行ける講堂に持ってきてね。場所は遥香ちゃんわかるわよね？」

　そう言って机から立ち上がった杏樹は佐々木に小さな紙を手渡した。

「あ、あと凛ちゃんはありがとね。それじゃまた教室で……」

「いえ、杏樹様のお願いであれば、私、龍造寺・ブレイドサージ・凛なんでもやらせていただきます。では失礼いたします」

　それから杏樹が感謝の言葉を凛さんに伝えると、一礼してから体の向きを回転させ、校長室から出て行ってしまった。

「よし、じゃあ二人とも作業お願いね」

「ういっす！」

「はい」

　続いて佐々木と本間さんも校長室を出て行ってしまった。

「あ、杏樹、俺は？」

「あぁ弥太郎も佐々木と一いつ緒しよに授業の準備してほしいんだけど、その前に少し話があってさ。ほら最近二人で話す機会あんまりなかったでしょ？」

「ま、まぁ……」

「ほ、ほら……そのこの前、っていうか夏の事だけどさ。なかなか時間とれなくて話せなかったからちゃんと話しておこうと思って」

　前置きが長い。俺は杏樹の口から何を言われるのか気が気じゃなかった。

「弥太郎はなんも思ってなかったかもしれないけれど、ほらあの時私ちょっと酔よっ払ぱらってたからさ、だからそのあの事は忘れて」

　杏樹が今までになく柔やわらかい笑顔を作る。だけどその腫れぼったい瞳の中は笑っていないような気がする。

「なんで……？」

　胸が苦しかった。

「だってほら弥太郎ってそういう経験無いからさ、勘かん違ちがいしちゃったら困るでしょ！　それに弥太郎には幸せになって欲しいしさ」

　まるで自分の事を見み透すかされているようだった。だけど何かが違う。何かがおかしい。

「いやそんな……。俺は……」

　なんて言えば良いのかわからなかった。

　どう言葉にして良いのかもわからなかった。

「わ、わかったよ。じゃあ前みたいにってことだね。あんまり佐々木を待たすと文句言うだろうからもう行くよ」

　そう言って俺は杏樹に背を向け走り出した。




　　　　◇◇◇




　とにかく今は仕事に集中しなきゃ、俺は廊下を走った。途と中ちゆう掲けい示じ板ばんに『廊下は走らない』って注意するポスターを目にしてからはちゃんと速度は落としたけどね。

　廊下を歩く生徒さんたちに場所を教えてもらいながら急ぎ足で生物実験室に向かうと、ちょうど本間さんと佐々木の後ろ姿が見えた。

「お～い」

　俺が遠くから声を掛かけると、二人は足を止め振ふり返った。

「弥太郎さん遅おそかったですね。杏樹さまとなにか話してたんですか？」

「あぁちょっと仕事の事で連れん絡らく事じ項こうがあったみたい。それでなんかを受け取るんだよね？　本間さんなにか知ってたりする？」

「わかんないです。私もこの秋から入ったので……力になれずすいません」

　本間さんはいつもの困ったような眉まゆをして、その上耳まで力なく垂れている。

「いやそんな気にすることないって……」

　俺がそう言うと佐々木も激しく首を縦に振り、本間さんを励はげましている。

「とにかく中に入って、荷物受け取るか」

　自分がつけている時計を見ればあと十分ほどで授業が始まってしまう。

「そうっすね。早くしないと」

　佐々木は遠えん慮りよもせず、ノックもせず生物実験室のドアを開けると、もう年金をもらっていてもおかしくなさそうな白しら髪がの老人が教室の窓まど際ぎわに一人たたずみお茶を飲んでいた。

「すいません。えっとこれに書いてあるやつほしいんすけど！」

　佐々木は大声でそう言うとそのおじいさんの先生とおぼしき人がこちらを向いた。

　だがどうやら耳が遠いようでこちらを向いただけで何かを言うわけでもない。

「あの聞いてるっすか？　生物実験室行けば用意してくれるって聞いたんすけど！」

「へ？　なんじゃって？　耳が遠くてよく聞こえないんじゃけど！」

　どうやらこの学校の人材不足は深刻なようだ。仕方ないのでそのおじいさんに近寄りもう一度コンタクトを試みる。

「あの！　この！　紙に！　書いてある！　ものを！　用意して欲しいっす！」

　佐々木が教室に響ひびき渡るような大きな声で叫さけび紙を渡すと、ようやく意思の疎そ通つうが図はかれたのか紙に書かれた内容を確かく認にんしたおじいさんは奥の小部屋に行ってしまった。

「大丈夫なんすかねあの先生……。遥香っちあの先生らしき爺じいさん知ってる？」

「私もあの先生見たことないです。たぶん定年後非常勤で働いてらっしゃる先生じゃないですかね」

　佐々木と本間さんの会話に一いち抹まつの不安を抱いだきながらしばらく待っていると、奥の小部屋から顔を出したおじいさんが何かを引きずりながらこっちに向かってくる。

「用意はできたんじゃが、わしじゃこれ以上運ぶのはしんどい。腰こしももう限界じゃ。おいそこの若人わこうど。後はまかせたぞ」

　そう言っておじいさんが奥から持ってきたのは大きな壺つぼだった。壺には蓋ふたがしてあるので中に何が入っているかわからない。けれど何かが出口を求めて蓋を揺ゆらしていることから中には生きた何かがいることは容易に想像ができる。

「あ、あの俺たち新人でよくわからないんですけど、これ中に何が入ってるんですか？」

「中？　あぁ実習用の生き物じゃよ。わしが訓練のために作った自信作じゃ見る？」

「まじすか！　超ちよう見たいっす！」

　おじいさんの一言に顔を輝かがやかせる佐々木。だけどもうすぐ授業が始まるっていうタイミングでそんな事をやっている暇ひまなんてない。

「おいっ！　授業で使うものなのに、こんな所で蓋あけて逃にげられたりでもしたらどうするんだよ」

「たしかにそうっすね」

　俺と佐々木は何が入っているかもわからない壺を運んだ。当然俺たちには道順がわからないから本間さんが講堂までの道を先導してくれている。

　廊下を歩いている間も壺の中では何かが重心を移動させているので微び妙みように運びづらい。しかも時折蓋をどんどんと叩く音から考えるに明らかに中の生き物は外に出たがっている。

「なんか気味悪いっすね先せん輩ぱい。とっとと講堂に持って行きましょう」

　秋だっていうのに額には汗あせがしたたるほどの重労働を終え、到とう着ちやくしたのは講堂。

　赤いフェルトの布が張ってあり椅い子すも備え付けだ。きっとここで卒業式や入学式的な催もよおしものをやるんだろう。室内は学校の教室と比べれば少し大きく、教きよう壇だんとその向かいには椅子が無数に並び、それに座る鎧よろいを着た生徒さんたちは授業が始まるまでの一時を思い思いに過ごしていた。

「弥太郎さん、ここが講堂です。私も授業聞きたいからあっちに行きますね」

　本間さんは教壇の向かいの座席を指さした。着席するとすぐに、俺が名前も知らない生徒さんとなにやら楽しげな会話をしている。

　俺と佐々木は教壇のど真ん中に持ってきた壺を置くと、教壇の隅すみで杏樹は眼鏡を掛け、教科書とおぼしき本を持ちたたずんでいたので、俺たちは中身が何かを教えてもらおうと駆かけ寄った。

「ちゃんと持ってこれたみたいね」

「なんとか持ってこれたけどこれ中に何が入ってるんだ？」

　そう聞くと杏樹は不敵な笑みを見せた。それと同時に始業の鐘かねがなる。

「本日から、特別講師として赴ふ任にんしました島しま津づ杏樹です！　よろしくね！」

　杏樹が教壇の真ん中に立ち、自己紹しよう介かいをすると、そこはやはりトーキライト騎き士し専門学校に通っている生徒なだけはある。みんな顔を輝かせ、拍はく手しゆで出で迎むかえた。

　中でも凛さんはわざわざ起立して拍手と声せい援えんを送っている。

「さて、本日の特別授業なんですが、急な事だったのであまり準備はしてこれてません。ですからこれから授業をするにあたりどんなことを心がけるか、働き始めたらこんな事で悩なやむかもしれない、みたいなちょっとした経験談的な授業をやろうと思います」

　やはり国民の前に立つことが多い杏樹は、準備期間が短くても、話題が難しくてもそれなりに話せるんだなと感心してしまう。

　授業では、昨今の女騎士の主な仕事、そして身に降りかかる危険の具体例などなど、いかにも先生らしい事を生徒さんに伝えている。

　もちろん生徒さんも真しん剣けんな眼まな差ざしでノートに何かを書き込んでいる。

　みんな勉強に集中してるし、それに応こたえようとする杏樹も授業に熱が入っていき相乗効果を生み出しているようだ。

　そんな順調な授業が終しゆう盤ばんにさしかかった時だった。

　教壇のど真ん中に置かれた壺を杏樹が話題にし始めた。

「えぇ～ということで心構えみたいな部分も話したんですが、実際にどういったケースが起こるかということを体験してもらえたらなと思うんですけど誰だれかやりたい人いるかな？」

　杏樹の真剣な話に若じやつ干かんの緊きん張ちようがあるのか誰も手をあげようとしない。

「まぁ今日は初めての授業ということもあるので、私が実演しようかなと思います。じゃあ弥太郎、こっちにこれますか？」

　杏樹のご指名が入ったので、仕方なく教壇の隅から真ん中に移動した。

「ほら弥太郎挨あい拶さつしなさいよ」

　杏樹が俺の臀でん部ぶに手を回しぐっと前に出されるので仕方なく一礼した。

「えっと、これからここの職員として働く里さと中なかです」

　どうせ生徒会長があんな感じだからオークの男ってだけで悲鳴が上がっちまうんじゃないかとも心配したが、どうやらそうじゃないらしい。校舎の外を歩いていた時と同じような視線。珍めずらしい生き物を初めて見て興きよう味み津しん々しんですと言わんばかりの好こう奇きの視線が俺に集中砲ほう火かされる。

「というわけでこれから職員として働いてもらう弥太郎さんでした。今回は弥太郎が悪役という設定で壺からモンスターを出すという想定で実演していきたいと思います。他ほかに誰かやりたい人いますか？」

　俺に自己紹介をさせ一呼吸置いたが、相変わらず杏樹の問いかけに誰も手をあげる気配はない。どの生徒さんたちもお互たがいを見回し誰かが立候補するのを待っているようだった。

「私がやらせていただきます」

　そんな生徒さんたちの牽けん制せい合戦が行われている中、一人手をあげる生徒が現れた。

　凛さんだった。

「あっじゃあ凛ちゃん、こっちに来てもらえる？」

　そう言って俺をまっすぐに見み据すえる凛さん。どうせこの人の事だから良い機会だからオークをぼっこぼこにしようっていうぐらいの気持ちしかないんだろう。

「それじゃ弥太郎さん、役に入ってもらえますか？　凛ちゃんもしっかりね？」

　要するに、この場ではいわゆる悪役として見事にやられればいいんだなと理解した俺は杏樹の注文通り、いかにも頭が悪そうな小悪党を演じることにした。

「げへへ、抵てい抗こうしようなんて考えねぇほうが身のためだぜ」

「はい、ここで名乗り口上をします。なるべく高らかに、優ゆう雅がに言うことがポイントです。私が言うとしたら『私はモリタニア第十七代王位継けい承しよう者しや、島津・ナイト・杏樹よ。貴様のような悪党に絶対負けたりはしない』。こういう訓練の場合でも恥はずかしがらずにちゃんと言ってね。いざ実戦で緊張してなにも言えないとか騎士として恥ずかしいからね。じゃあ凛ちゃん言ってみよっか」

　そう杏樹に言われた凛さんが言い始める。

「私は、トーキライト騎士専門学校、生徒会長龍造寺・ブレイドサージ・凛よ。貴様のようなオークに絶対に負けたりしない！」

　それを受けて杏樹が俺に視線を送ってきたので、自分なりの悪党感で演じ続ける。

「どうせ口ではそんな事言っても、いざ戦ったらたいした事ないんだろ？」

　自分でも打ち合わせ無しでよく悪役になりきってるって褒ほめたいぐらいだ。しかも結構様になってる気がする。

「ここで、自分は女ではあるけどちゃんと訓練しているということをアピールします。『そう言っていられるのも今のうちだ！』。これで相手を威い嚇かくし剣けんを抜ぬきます。獣けものとかモンスターの場合は言葉が通じないのでどうしようもないですけど、言葉が通じる場合は必ずこの段取りです。剣をいきなり抜いて斬きりかかるとか騎士としては最低行こう為いなんで。フェアプレイの精神ね」

　凛は腰から剣を抜き、刃は先さきを俺に向けながら杏樹に先ほど言われた言葉を復唱。

「おいおい、そんな強気な事、これ見ても言えんのか？」

　こうなってくると悪党のやることはワンパターンになってくる。俺は端はしに立ってのんきな顔をしていた佐々木の首を片手で甘く絞しめ、人差し指と中指を立てナイフに見立てて首元に添そえる。

「う、うわー龍造寺さまー、俺の事なんか見捨ててコイツを殺やってください！」

　緩ゆるみきった声であがる佐々木の限りなく棒読みに近い悲鳴。お前、俺が真ま面じ目めにやってんだからちょっとは熱を入れてくれよ。俺がバカみたいじゃん。

「はい、悪党に人ひと質じちに取られた部下が必死に正義を貫つらぬくことを訴うつたえてきます。ですがここで部下を絶対に見捨てないでください。希まれに人質が生せい還かんする場合があります。部下といえど仲間です。もし生還した場合、変な感じになるので気をつけましょう。ですのでこういう場合は『き、貴様、部下には手を出すな！』。これが正解です」

「き、貴様、部下には手を出すな」

　これは間ま違ちがいなくこういうことを経験している人しか言えないであろう実感のこもった言葉が重かった。

　そして凛さんも杏樹の言葉を忠実に再現している。

「そして最後です。前振りは長くなってしまいましたが私がこう言います。『部下に手を出すな』。そして弥太郎が一言いいます！」
















「『そんなに助けて欲しければ、コイツに朝まで耐たえてもらおうか』」

「はい。ここでこれが登場します！」

　杏樹が壺つぼに近づき盛せい大だいに蓋を開けると、勢いよく天てん井じように向かって伸のびていったのはヒモ状の何かだった。

「なっ!?」

　天井に向かって勢いよく伸びたヒモ状の何かはぱっと見、イカやタコの足のように吸きゆう盤ばんのような物がついた何かだった。そしてそこから導き出される答えは一つしか無い。そう触しよく手しゆだ。何本もの触手が、ゆらゆらと何かを探して宙をさまよっている。

　凛さんは触手を見て固まっている。

「ちょっとこれなんすか姫ひめ様」

　佐々木がそう聞くと、杏樹は蠢うごめく謎なぞの生物の正体を得意げな顔で話し始める。

「これはこの地上に存在する生き物が持つそれぞれの触手だけを抽ちゆう出しゆつしてつくった合成獣のイソギンチャック三号です。自然界に存在する触手はそれぞれ特性が違ちがうんですが、このイソギンチャック三号は改良を重ねすべての触手に対応してます。しかも安全性を配はい慮りよし、訓練ごとに使う触手の本数も強度も調整できる優すぐれもの。軍でもこれを使って訓練をしてるのよ」

　うねうねを見て歓かん声せいをあげる生徒さんたち。驚おどろくところがどう考えても違う。ここは『やだーきもーい』って気持ち悪がるところだ。

「では実戦です。といっても今回は倒たおす事に重きをおかず、触手に摑つかまれた場合の対処法を見せていきたいと思います」

　目の前で蠢くきもい生命体に目を奪うばわれた凛さんは、今が実演中であることも忘れているようだ。

「じゃぁ凛ちゃんちょっと戦ってみよか？　凛ちゃん？」

「は、はい」

　声がうわずり、明らかに触手におびえている凛さん。それを見て杏樹が気を利きかせる。

「あぁえっとじゃあここから先は私がやります。まずこの手の触手は体を拘こう束そくしようとしてきますので……」

　そう言って杏樹は触手に近づき剣けん先さきでつつくと、それに反応した触手は杏樹の胸の辺りを拘束した。

「注目してほしいのはこの触手の力の強さと先っぽですね。触手は色んなタイプがあるのでしっかりと対策が……、ってこれ私が注文してた感じと違うわね。これたぶん強さが最大だわ……いだっ！　ちょっと弥太郎、これはがして！」

　おそらくあの定年過ぎのおじいちゃん先生が間違った設定をしてしまったのか、どうやら最大の強度になったイソギンチャック三号は杏樹を持ち上げ、宙づりになった杏樹が悲鳴を上げる。そしてめくれ上がるスカート。本日の杏樹のパンツは緑の縞しま模も様ようだ。続いてその隣となりにいた凛さんも胸の辺りを拘束され、杏樹と同じように逆さづりになってしまった。下着は熊くまの顔がプリントされたかわいらしい物だった。

「ぎゃぁああああああああああああああ弥太郎、パンツは見ないで！　今日のパンツは自信ないから」

「…………っ！」

　まだ触手の餌え食じきになっていない両手で必死にめくれ上がったスカートをなんとか直そうとする杏樹だけど、抵抗むなしく指の隙すき間まからは縞模様が見えっぱなしだ。

　一方の凛さんは杏樹と対照的に無言で必死にスカートを押さえ、なんとか恥ち辱じよくから逃のがれようとするけれどやっぱり重力には勝てないせいで指の隙間から熊がこちらをのぞき込んでいる形だ。

「パンツの柄がら気にしてる場合じゃないでしょ。おい触手、杏樹に何してんだ！」

　俺は二人から触手をはがそうとするが、触手の表面が緑色の粘ねん液えきを分ぶん泌ぴつしていて手が滑すべり、全然力が入らない。

「くそ、佐々木、あのおっさん呼んでこい！」

「合点承知！」

　仕方が無いので助けを呼ぶため、佐々木を実験生物室のジジイの元に向かわせた。

　その間も俺は触手を杏樹からはがそうと戦っていた。しかし杏樹のスカートを隠かくしたいという願望から来る抵抗に対抗しようとする触手の力は尋じん常じようではない。

　しかもさらに間の悪いことに壺の中からは新たなタイプの触手が出てきた。その先せん端たんが無数に分かれホウキのような形をしているそれは、先端から緑の液体を垂れ流している。

「なんか来た。新しいタイプの触手来た」

　そして壺から出てきた新手の触手は杏樹の足先からなめるように素す肌はだをなぞっていく。

「ぎゃはははは、くすぐったい、助けて！」

　足先から太ももの付け根を目指して進しん撃げきを開始する亀かめの頭のような触手がよほどくすぐったいのか、笑いながら助けを求める杏樹。もはや杏樹の下半身は触手の粘液でズルズルになっている。

　対する凛さんは目に涙なみだを浮うかべ、恐きよう怖ふで顔がゆがんでいた。

　周りを見れば、どうしようと右往左往している生徒さんばかり。

「くっそー待ってろ二人とも！」

　俺はなんとかこの事態を収束させようと二人を摑んでいる触手めがけてジャンプし、先端を摑む。しかし大量に分泌された粘液のせいで上手うまく摑めない。

　仕方なく俺は滑らない胴どう体たいというのが正しい名めい称しようかはわからないけれど、その触手の胴体から壺までの滑らない部分をよじ登り杏樹を助けることにした。

　しっかりと股またで触手を挟はさみ込むが、俺を振ふり落とそうと抵抗してくる。

　先端に行くにつれその抵抗は激しくなる。

「杏樹、あとちょっとだからがんばって！」

「は、はひぃ、は、やぐしで……あだじぜっだいにまげない……」

　笑い疲つかれたのか杏樹の意識が遠くなり白目をむきかけている。

「クソ、抵抗するな」

　俺は二人の体に絡からみつく触手に自分の持てる力を注ぎ込み引き剝はがした。

　二人もそれと同時に空中に投げ出されていた。

「ぬぉおおおおお」

　それを見た俺は、空中に放ほうり出された二人の襟えり首くびを摑み、直接床ゆかに落下しないように抱だきかかえる。当然まともな防ぼう御ぎよ姿勢もとれない俺は背中から落下。

　鈍どん痛つうが体全体に広がる。

　床に激げき突とつしたと言っても、投身自殺を図はかるような高さから落ちたわけじゃないので命に別状はないものの、やっぱり痛いものは痛い。なにせ二人の女の子分の体重が自分の体にのしかかったんだからな。

　俺が無言で体の痛みに耐えていると、杏樹が自分が今どこにいるのか、そしてなにが起こったのかを正確に把は握あくしたらしく、体を起こして俺を心配してくれた。

「弥太郎大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫だけど、二人とも早く降りてくんない？　重いんだけど……」

「なっ……!!」

　顔を赤くして俺をにらみつける凛。

「いや違うんだ。別に二人の体重が重いって言いたいわけじゃないんだ」

「ふんっ！」

　プライドを傷つけてしまったのか、鼻を鳴らされてしまった。

「とにかく授業に戻もどらないと。とりあえずはじめから弥太郎が触手を退治するって感じの設定で話進めるけどツッコまないでよね？」

　杏樹は生徒さんたちに聞こえないような小さな声でそう言った。

「えぇということで以上が触手の実戦演習になります。えっと触手ごとに注意するポイントが変わってきます。まずは触手を見たら先端を確かく認にんしましょう。特に先端がボールのような触手などは、ハチのように針のような機構を持っており、刺さされた場合、激しい動どう悸き、白目をむく、痙けい攣れんに何も考えたくなくなるなど非常に危険なので注意するように。話題はずれてしまいますが、針を出すタイプには先端がかぎ爪づめのような……」

　間違いなく今回の実戦は失敗なんだけど、そこはアクシデントに慣れた杏樹だった。

　さもこの展開を予想してましたよと言わんばかりに、緑の液体にまみれながらもなんとか授業をまとめ上げたところで、終業のチャイムが響ひびく。

「おっと、チャイムが鳴ったので今日はこの辺にしておきます。みなさん女騎き士しとして現場に出るとき触手には気をつけてください。なぜか触手は女性を狙ねらう傾けい向こうがあります。現場に出て気持ち悪いとか言ってる場合じゃないですからね。宿題は壺のような形の触手に四し肢しを拘束された際の脱だつ出しゆつについてのレポートを来週までに提出ね！」

　俺は顔から触手の粘液をしたたらせながら、授業が終わり生徒が席から徐じよ々じよに立ち講堂を出て行くのを見届ける。

「あっ……あと、さっきはありがとね……」

　杏樹の顔は生徒さんが出て行く出口をながめているので表情まではうかがい知ることはできなかったけど、なぜか耳は赤くなっていた。




　　　　◇◇◇




　翌日、今日は杏樹も授業があるわけでもないので今いま頃ごろは執しつ務む室で書類の整理に追われていることだろう。

　対して庶しよ務む課のいつものメンバーはというと、本間さんはこの時間はどこかで授業を受けている。俺と佐々木の目下の作業は二週間後に行われる予定の文化祭で使う道具やイベントの手配などになるので、俺たち用にあてがわれていた空き教室で作業を進めていた。

　本来であればこういうのは生徒会とかが主体となってやるのが普ふ通つうなんだけど監かん督とくする教師も足りないということで結局俺たちがやらなきゃいけないんだからなんだか不思議な感じがする。

　とはいっても元々、こういった学校行事とは無む縁えんの学校生活を送っていた俺にとってはそれが新しん鮮せんで面おも白しろみを感じるのも事実なんだけどね。

「しっかし先せん輩ぱい、催もよおしものって言っても、俺中卒なんでこういう所の文化祭でなにやるのか知らないんで教えてくれます？」

　佐々木は鼻と上うわ唇くちびるでペンを挟みながらパソコンを眺ながめている。

「えっと、こういう文化祭だと芸能人とかを呼ぶのが通例だったりするんじゃない？　ライブとかお笑いやってる人とか……」

「へぇそうなんすね。じゃあどうします？」

「とりあえず仕事を芸能事務所にお願いするしかないんじゃないかな？　前の俺たちが電話でしてたみたいに」

　俺と佐々木はそれから二時間、色んな芸能事務所に電話を掛かけ続けた。が、どの事務所も二週間前ではスケジュールが難しいという反応しか返ってこなかった。

「だめかぁ……。ダメ元でうさみんにかけてみます？」

「いや、やめとこうよ。だって今や売れっ子だよ？　それこそ無理な話だよ。この前なんてシンジュ区に立ってる路上の看板全部、宇佐美さんと貝かい原はらさんのツーショットで埋うまってたってテレビで見たぞ？　そんな国民的アイドルが俺の頼たのみなんか聞いてくれるわけないじゃん」

「いや、あやのんは仕方ないとしてもですよ？　うさみんはいけるでしょ。誰だれのおかげで売れてんだって話ですよ」

　そう言った佐々木は自分の携けい帯たいを取り出し宇佐美さんの携帯に連れん絡らくをとり始めた。

「もしもしうさみん。ういっす久しぶりー。えっ今？　先輩？　隣にいるよ。うん。うん……。うん…。えっ俺は？　久しぶりの佐々木だよ？　俺との会話待ち遠しかったでしょ？　そんなことない？　ひどくない？　いやねぇちょっと！」

　なにやら佐々木と通話先でなにやら押し問答を繰くり広げている。そして佐々木はふてくされたような態度で俺に自分の携帯を突つきだしてきた。

「なんか先輩と話したいらしいっすよ。俺の事はどうでもいいんですって……」

　俺は携帯をとり、耳に当てると聞き覚えのある元気な声が携帯から聞こえてくる。

「もしもし、やたろうさんですか？　かなでは元気ですよ！　最近お会いできなくてかなで寂さびしいです……。元気でした？」

「元気ですよ。そういえば最近はどこかしらで宇佐美さんの顔見るよ。すごいね」

「私なんてまだまだ全然です。だけど、毎日新しい事が勉強できて幸せだなって。それにかなで今度ドラマの主演が決まったんです！」

　とんとん拍びよう子しに話が進んで行ってることに若じやつ干かんの寂しさと、眩まぶしさを感じる。

「そうなんだ。じゃあきっと忙いそがしいよね」

「そうですねぇ。ちょっとだけですけど忙しいかな？　あっでも全然気にしないでください。むしろ知らないスタッフさん多くて不安な事がよくあるのでやたろうさんにはもっと電話とか連絡欲ほしいです……」

　仕事が多くなればなるほど、よく知らないけど、なにか働いてくれてる人も増えてくる。もちろんそれは良いことだと思うけどやっぱり不安もあるよな。

「あぁそうなんだ。じゃあ時間がとれたら連絡しま……いてっ」

　そう言って通話を終しゆう了りようさせようとすると佐々木が俺の足を踏ふんでくる。

「なに仲むつまじく会話してそのまま終わらせようとしてんすか。ちがうでしょ？　文化祭！　文化祭のゲストライブのお願いをするために連絡とったんですから」

　そうだった。ただドラマの主演も決まって忙しさも尋常ではないであろう国民的アイドルにそんなお願いをするのも気が引ける。

「それでちょっと今日はお願いがあるんだけど、実は今トーキライト騎き士し専門学校っていう学校のお手伝いをしてるんだけど文化祭シーズンで誰か呼ばなきゃいけないんだけど、呼べる人がいないんだよね……。宇佐美さん出演お願いできない？」

　俺がおっかなびっくり聞いてみると、携帯の向こう側で紙をめくるような音が聞こえてくる。

「えっと、スケジュール次し第だいなんですよね。いつですか？」

「二週間後の土曜日なんだけど、無理だよね？　そりゃそうだよ。ドラマの主役も決まったって言ってたし忙しいよね」

　ダメで元々。極力宇佐美さんが断りやすい雰ふん囲い気きでそう伝えると、返ってきたのは意外な言葉だった。

「あったぶん大丈夫ですよ！　ちょっと待ってくださいね。今、横に東とう城じようさんいるんで確認しますね」

　そのまま宇佐美さんは携帯越ごしに誰かと会話を始める。

「この日オフにしてもらえますか？　えっその……やたろうさんがなんか助けて欲しいって。はい。いいんですか？　やったぁ！　もしもしやたろうさん聞こえますか？　その日休みにしたんで大丈夫ですよ！」

「えぇそんな仕事キャンセルしてまでなんて悪いんだけど……」

「あぁいいんですよ。夏からずっと休みがなくて、そろそろ休みを取りましょうって言われてたんで気にしないでください」

「いやでもこっちは普通にライブとかだよ。休めないよ？」

「いいんです。東城さんもお世話になった人に後足で砂掛けるなんてアイドル道から外れたことはやっちゃダメって言ってるんで。それにかなで、やたろうさんに会いたいです！　あっすいませんやたろうさん、もうすぐ次の現場なんで切りますね！」

「あっねぇちょっと！」

　佐々木の携帯から宇佐美さんの声が途と切ぎれてしまった。

「んでどうだったんすか先輩？」

「いや、なんか出てくれるって」

　あれだけ苦労して色んな芸能事務所に断られていた文化祭の出演者が決まってしまった。しかもそのゲストは国民的アイドル。奇き跡せきだ。

「まじすか？　やったじゃないすか。これであとは文化祭の細かい作業だけっすよ。やっぱ俺の人徳のなせる業わざなんだよなー」

　俺たちが軽口を叩たたきあっていると時刻は十二時、午前の授業が終わりを告げる鐘かねが校舎の中を駆かけ巡めぐり、廊ろう下かでは生徒さんたちがあふれかえっているはずだ。そんなタイミングで誰かがこの教室をノックする音が聞こえた。

「誰だろ？」

「しらないっすよ。遥香っちだったらノックしないから誰か生徒かなんかじゃないすか？　それよりもお昼なに食べます？　ネットで調べたんすけどここの学食ってやつが美味うまいらしいんすよ。姫ひめ騎き士し御ご膳ぜんってのが限定三十食で販はん売ばいされるらしいんです。早く食堂行きましょうよ」

「なんだよそのメニュー。なんでも姫騎士とか女騎士とかつければ売れると勘かん違ちがいしてんじゃないの？　だいたい中身なに入ってんだよ。姫騎士御膳って言うからには姫騎士っぽい食べ物ってのがちゃんと入ってんだろうな？　ったく、あの凛さんだったらどうすんだよ。また『オークの貴方あなたは私に近寄らないでください、気持ち悪いです』って小言言われるの嫌いやなんだけど……」

　俺は向こう側のドアに生徒会長でもある凛がいないことを祈いのりながらドアを開けるとそこに立っていたのは見知らぬゴスロリチックな服装をした女の子だった。

「あ、あの……里中弥太郎さんですよね」

　一いつ瞬しゆん俺はこの生徒さんに何かしたかと思ったが見覚えもなく心当たりもない。確認のため振ふり向き佐々木に目配せしたが、佐々木は首を振っている。

「そうですけど、貴女あなたは？」

「あ、あの私一年の藤ふじヶが谷やれりあって言います。あ、あのもしよかったらお弁当食べてください！」

　そう言って勢いよく俺の前に差し出されたのは、女の子らしいハートマークがプリントされたナプキンで包まれた小箱だった。

「え？　なんで？」

「あ、あのお仕事頑がん張ばってください！」

「は、はぁ……」

　そう言って俺に背を向けた生徒さんは逃にげるように俺の前から姿を消していった。

「なんか弁当もらったんだけど……」

「昨日の先輩、割とかっこよかったっすからね。そりゃ遥香っちも惚ほれるぐらいの男ですからね。自覚した方がいいっすよ」

「おい！　そういう繊せん細さいな問題で茶化すな。それにもしこのタイミングで本間さん入ってきたらどうすんだよ！」

　俺は渡わたされた弁当を小こ脇わきに抱かかえ、ドアを閉めると自分の机に置いた。

「だいたい弁当渡されたぐらいで自分の事好きとか思わねーだろ。きっとあれだ。罰ばつゲームだ。本気にしたらバカを見るパターンだって」

「いやいやいや、そんな事無いでしょ。とにもかくにも正解は弁当見ればわかりますよ。開けてみましょう。弁当開けて『はずれ』って書いた紙とかその手の類たぐいのものが入ってたら罰ゲームすから」

「たしかにそうだな。とりあえず開けてみるか」

　かわいらしいナプキンから出てきたのはこれまたかわいらしいお弁当箱。

「ほら先輩。完全にこれ好きな男に作る系の箱っすよ。確定じゃないすか」

「いやいやいや、ここまでは普通だから、問題は中身だから」

　俺は慎しん重ちように弁当の蓋ふたを開けた瞬間目を見開いた。そしてそれを固かた唾ずを吞のんで見守っていた佐々木も同じように目を見開いた。

「ピンクの……は、ハート」

　ご飯の上にはハムがハートに切り抜ぬかれたものがのっかっていた。

「うわぁ……。これマジなやつじゃないすか。すげぇ。マジでこんなのもらう奴やついるんすね。くっそーなんで今が二月じゃないんだ。この調子だったら下げ駄た箱ばこ開けてチョコが雪崩なだれ起こすシーンが目の前で見れたのに！」

「悔くやしがるところそこじゃないだろ！」

　俺たちが生徒さんのつくったお弁当で騒さわいでいると、また部屋がノックされる。

「は、はい」

　俺がまたドアを開けると今度は知らない生徒が三人組で現れた。両りよう端たんの二人はメイクが濃こくてリーネみたいに遊んでるような雰囲気があるが、真ん中の女の子は本間さんと似た雰囲気を持った生徒さんだった。

「ど、どちら様ですか？」

「あの～里中弥太郎さんって人はアンタですか～」

　無む駄だに語ご尾びを伸のばすリーネによく似た女の子は俺に用があるようだ。

「そうですけど……どうしました？」

「いやなんかぁ～この娘こが、アンタに渡したいもんがあるらしくてぇ～。ほら美み香かもちゃんと渡しなよぉ～」

　そう言って背中を押される女の子はおとなしそうな女の子。

「あ、あの里中さん……もし良かったらお弁当食べてください！」

　今度はバスケットを差し出されてしまった。

「あ、ありがたいんだけど……どうして？」

　俺が真ん中の女の子に理由を求めると、涙なみだを浮うかべた奥手そうな女の子。

「ちょっと女の子泣かすとかマジ最悪なんですけどぉ～。美香こんな男やめなよ……。ちゃんと私が紹しよう介かいしてあげるから」

　俺は何も傷つけるような事なんて言っていないのに、さも加害者のように言う両サイドの女の子に肩かたを抱だかれた美香と呼ばれる女の子は俺の前から消えていった。残されたのは床ゆかに置かれたバスケットだけ。

　バスケットを拾い上げ、中を確かく認にんすれば、あきらかにどこかのお店で買ったそれとは違ちがい、ラップにくるまれ手作りということがありありとわかる物だった。

「な、なにが起こってるんだ……。おい何が俺に起こってんだ。佐々木教えてくれ！」

「そんなのこっちが聞きたいっすよ。これはあれじゃないすかね。人生で三度やってくるってもっぱら評判の〝モテ期〟ってやつが先せん輩ぱいに来ちまったんじゃないすかね？　マジ羨うらやましいんですけど！」

　モテ期!?　あれだろ？　イケメンだけに訪おとずれるっていう都市伝説かなんかだろ？　俺が否定しようとすると佐々木。

「古いにしえより女子は年上の余よ裕ゆうみたいなものにあこがれるんすよ。全員が全員そういうわけじゃないと思いますけど、大半はそうと言っても過言ではないです。というかですよ？　昨日、先輩はあの龍造寺凛を助けたんですよ？　しかも生徒の前で。ただでさえ学園でファンクラブができるほどの逸いつ材ざいをかっこよく助けたわけですよ。ということはかっこよさの序列的には今学校で一番は先輩ってことになるじゃないですか？」

　ない。そんな事あるわけない。と信じたかったがその後も五分に一回は部屋のノックが続き、代わる代わる見知らぬ女の子が登場。みんな思い思いのお弁当を俺に手渡し去って行く。最終的に俺の机は生徒さんが持ってきたお弁当で埋うめ尽つくされた。

「いやーここまで行くと怖こわいっすわ」

「これどうすんだよ。俺こんなに食べれないよ」

「じゃあ今から全員に返してきます？」

　そんな事をしてしまったら余計まずい気もするけど、だからといってすべてを食べるというのもなかなか難しい。

「とりあえず佐々木、お前も手伝ってくれ！」

「いやっすよ。俺は姫騎士御膳が食べたいんすから！　食べるんだったら先輩一人で食べてくださいよ」

　佐々木は俺が大量のお弁当をもらったことに若じやつ干かん腹を立てているようだ。

「なぁ頼たのむよ佐々木、俺が頼たよれる奴はお前しかいないんだ」

　佐々木に俺が必死にお願いしていると、教室に最後の来訪者が現れた。

「弥太郎さん！　一いつ緒しよにお昼食べませんか！　私今日お弁当作ってきたんで」

　勢いよくドアが開けられ、そこに立っていたのは本間さんだった。そしてその手にはあろう事かピンクのナプキンで包くるんだ包みが二つ。

　自分が呪のろわれてるんじゃないかと絶望した。

　そして佐々木は俺を見ながらにやついている。

「あぁ先輩がいつまでも告白の返事しないから、不安になった遥香っちがけなげにお弁当作ってきたんだろうなぁ。モテる男は辛つらいっすね」

　俺にしか聞こえない小さな声で佐々木は皮肉めいた言葉を吐はいてくる。うるせー誰だれもこんなことになるなんて考えたことなかったんだよ。

「あ、あぁ別にお昼食べるのはいいんだけど……」

　俺はそう言って、本間さんに机の上の惨さん状じようを見るように視線で訴うつたえかけた。

　そして本間さんは俺の誘ゆう導どうに従って机の上にある無数のお弁当に目を見開いた。

「弥太郎さん、その机にあるのはなんですか？」

「えっと、これは……その……なんか……その生徒さんたちにもらって……」

　本間さんの目から光が消えた。

「いや違うんだ！　違うんだって！」

　一体何が違うのか俺でさえよくわかっていないけど、なぜか弁解をしなきゃいけないという義務感に駆られた俺は、必死に手を振り懇こん願がんし始めた。

「なにがちがうんですか？　そうですよね……弥太郎さんはモテますもんね……」

　頼む本間さん、目の光を消しながら口元だけ笑わないでくれよ。

　変わらない瞳ひとみ、そのままの笑え顔がお、何よりピンクのナプキンにつつまれたお弁当とおぼしき物を差し出す行こう為いは恐きよう怖ふそのものだった。




　　　　◇◇◇




「胃が痛い。佐々木俺は胃が痛いぞ」

「しらないっすよ。自じ業ごう自得じゃないすか」

「自業自得ってどういうことだよ、しかもお前は食堂で姫ひめ騎き士し御ご膳ぜん食べてたから知らないだろうけど本間さんすげぇ怖かったんだぞ。ずっと俺見て笑いながらもらった弁当の感想聞くんだよ」

「こわいなぁ。そんな一面があったとは……。もし先せん輩ぱい結けつ婚こんとかするんだったら気をつけた方が良いっすよ」

「どう気をつけんだよ。そもそも俺悪くないじゃん。完全に理り不ふ尽じんじゃん。とにかく胃薬が欲ほしい。保健室行ったらあるのかな？」

「さすがにあるんじゃないですか？」

「じゃあ俺行ってくるわ」

　俺の目の前に座り、ニコニコ笑いながら『食べ物を粗そ末まつにしませんよね。全部食べますよね』と虚うつろな瞳で言う姿に圧あつ倒とうされっぱなしだった俺は、もらった弁当をすべて食べ、今にも逆流しそうなお腹なかを押さえながら、食堂帰りの佐々木と別れ俺は一人保健室に向かった。

　廊ろう下かを歩いていると、どの生徒さんも俺を見る目が以前の動物園の珍めずらしい動物を見るようなものから質が変わっている。

　なんでだか触しよく手しゆから生徒会長と姫を救ったぐらいでそんな目になるのか。やっぱり女はよくわからない。

　そんな視線を浴びながら廊下を歩き、ようやく保健室に俺は到とう着ちやくした。

　ノックをしてみても、中からはなんの反応もないのでドアを少しだけ開け中の様子を窺うかがうと保健室特有の薬品の匂においだけ。どうやら担当の先生もどこかに行っており無人のようだ。

　今の時刻は昼休み。どうせ職員室かどっかで同どう僚りようとお茶でも飲んでいるんだろう。

　勝手に部屋の中で待つのも気が引けたけど、どうせそのうち、保健の先生も帰ってくるだろう。何より胃の痛みでこれ以上歩きたくないと思った俺は部屋で待たせてもらうことにした。

　部屋に入ると部屋の中には小さなベッドが三つ並んで置いてあり、その向かいには色んな薬が入った瓶びんが綺き麗れいに整せい頓とんされ並べられている棚たなが何台か見える。トーキライト騎士専門学校といっても保健室はどこも代わり映ばえしないんだろう。

　手持ち無ぶ沙さ汰たな俺はなんとなく保健室の棚を眺ながめ、そのまま視線を移し教員用らしい棚に目をやると、爪つめ切きりや絆ばん創そう膏こうなどの隣となりに掠かすれた文字で『強くなる薬』と書かれた、埃ほこりをかぶった瓶が一つ。

「なんだよ強くなる薬って……」

　あまりに漠ばく然ぜんとした薬の名前に目を引かれた俺は棚からその薬を取り出してみる。外から見ると中には液体が入っている。

　瓶を振ふってみると、薬自体の粘ねん度どは高いようで、色のない蜂はち蜜みつのようだ。

　薬を丹たん念ねんに観察していると、ドアが開く音が聞こえたので、ようやく保健の先生が帰ってきたと思い振り返るとそこに立っていたのは赤い髪かみをして目つきが鋭するどい、オークとかエルフが嫌きらいな生徒会長だった。

「あっどうも……」

　俺が会え釈しやくをすると、向こうも申し訳程度に会釈をして部屋の中に入ってくる。ここでポイントなのはあくまで会釈だけ。生徒会長らしい朗ほがらかな挨あい拶さつも無し。

　そりゃ会話したくないとか言ってたし当たり前だよな。

　しかし昨日あんなことがあって、今日保健室に来るっていうのは心配だったりする自分もいた。助けたからには怪け我がなんてしててほしくないし、もしかしたら自分が怪我をさせてしまったかもしれないからだ。ただ会話のきっかけがつかめない。

　無い頭を絞しぼりなんとか会話の糸口を探した結果。該がい当とうしたのは保健室の先生がいないっていう話題だった。

「保健の先生なら、今いないですよ」

「そのようですね」

　会話終しゆう了りよう。

　昔誰かが会話はキャッチボールだって言ったけど本当にそうだと思う。

「あ、あのどこか悪いんですか？」

「いえ」

　俺が会話をするたびに、投げつけられる暴力的な速度の返球。あまりに早すぎてキャッチもできずただただ体にぶつけられてるイメージの方が近い。

「そうですか、いや昨日あんなことがあったからどこか怪我したのかなって……」

「昨日あんなことがあったからこんな所に来ているんです！　私がオークに助けられるなどあり得ません。しかも貴方あなたは私の他ほかに杏樹様まで助けた。こんなことがあっていいわけありません。ですから私が一晩考えた結果、根本から体を作り直すことにしたのです。ですから今日は今後の栄養管理を含ふくめた相談を保健の教師の方にするつもりだったんです！」

「す、すいません。でもあのままだったら死んじゃってたかもしれないし、怪我がないならそれで良いじゃないですか」

「私は何よりオークなんかに負けるのが嫌いやなんです！　強くなるためならなんでもするつもりです！　それより貴方が持っているそれは？」

　俺の手に持ってるのは『強くなる薬』と書かれた薬の瓶。

「まさか貴方、私を出し抜ぬいて強くなる気だったんですね。油断も隙すきもあったもんじゃないわ。私にそれを渡わたしなさい！」

　そう言って俺の手から薬の瓶を奪うばい取ろうとする凛さん。

「ダメですって、棚で埃がかぶってたし、それ飲んだらどういう効果があるかもわからないんですから！」

　俺の言うことを聞こうともせず、無理矢理薬の瓶を奪い取った凛さんは、薬の瓶の蓋ふたを開けると一気に中の薬を飲み干した。

「ふふふ、これで貴方よりも間ま違ちがいなく強くなれたはずです。これでオークの貴方なんかに後おくれをとることはありませんから」

「ちょっと大だい丈じよう夫ぶなんですか、それに薬の知識もないのに勝手に飲むなんて危ないですよ？」

「これでも私は学年首席の生徒会長なんですよ。授業には薬学の授業だってあるんです。その私が大丈夫だって言ってるんですから大丈夫なんです」

　ものすごい感情論をぶつけられてしまった。俺は薬学の授業なんて受けたこともないから反論のしようがない。ただ、どんな効果があるかもわからず薬を飲むなんて俺にはできない。というか何故なぜここまで彼女は強くなりたいんだろう。

　とにかく保健の先生が来たら、まず胃薬をもらって、その後に凛さんがなんかよくわからない薬を飲み干したことは絶対に伝えよう。

　そう決意してから十分程ほど経たっただろうか、いまだに保健の先生が帰って来ないので、相も変わらず保健室には気まずい空気が流れていた。

　だがさっきまでと一つだけ違うことがある。凛さんの呼吸が明らかに荒あらくなっているのだ。

「ちょっと凛さん大丈夫ですか？」

「大丈夫ってなにがですか？」

　なにも異常はない。そんな事を言いたげな口調だけど、呼吸は荒いし、顔も紅潮している。なにより目は虚ろになり、凛さんの体に異常が起こっていることは火を見るよりも明らかだった。

「なに知らんぷりしてるんですか。明らかに薬の影えい響きよう的な何かが起こってるじゃないですか。」

「だから前にも言ったでしょ？　私は貴方の言うことなんて聞きませんよ！」

　どこを見ているのかもはっきりしないような視線でそんな事を言われても全然説得力がないし、座っているのにゆらゆらと自分の体重も支えられないような状態だ。

　幸いここは保健室。ベッドが近くにあるので横にしてあげようと肩かたをつかんだ瞬しゆん間かん、凛さんの体が痙けい攣れんを起こした。

「さ、触さわらないでください！」

「触らないでくださいって言ってもまともに座れもしない状態なんですからベッドで寝ねてないと。しかも触った瞬間に痙攣してたじゃないですか」

「そ、そんな事ないです。ただちょっと貧ひん血けつになっただけです。薬の影響なんかじゃ一いつ切さいありません！　ただちょっと気分がよくないのでベッドで横にならせていただきます」

　そういって椅い子すから立ち上がった瞬間に前のめりに倒たおれる凛さん。

「た、立ち上がれますか？」

　しかし返答はない。どうやら床ゆかに頭をぶつけて痛がっているようだがその痛がり方は普ふ通つうの人が床に頭をぶつけた時の様子とは違った。

「痛い、頭いたい。いだいよぉ」

　声を出すのもつらいのか、蚊かの鳴くような声で呻うめいている。

「ちょっと本当に大丈夫ですか？　ベッドまで抱かかえますけど大丈夫ですよね」

「そっと、そっとお願い。強く握にぎらないで！　私の体へんなの」

　さすがに痛みの限界だったのか首を縦に小さく振り懇こん願がんするけど、誰だれがどう見たってこの状態は異常以外の何ものでもない。

　俺は卵を握るような繊せん細さいな力加減で凛さんを抱だき、ベッドに横たわらせた。

「あつい……服が……体があつい！　脱ぬがせ！」

「脱がせって、俺が脱がすんですか？」

「貴方以外に誰がこの部屋にいるというんだ。熱い。燃えるように熱いの！　お願い早く脱がして！」

　仕方がないのでブラウスのボタンを少しだけ外した。着き崩くずれた服と紅潮した肌はだ、白い肌には玉の汗あせがにじんでいる。

「大丈夫ですか？　聞こえてますか？」

　俺が何度も耳元で呼びかけるがその度たびになぜか凛さんは痙攣する。

　もうどうしていいのかもわからなくなったその時、保健室のドアが開き白衣を着た女性の先生が入ってきた。

「ちょっと何してるの!?」

　口ぶりから察するにおそらく保健の先生なんだろう。

「いやなんか凛さんが棚にあった『強くなる薬』飲んだら急にこんな感じで」

「えぇ!?　飲んじゃったのあれ!?」

「先生……私は武に生きる騎き士しです。強さを求めて死ねるなら本ほん望もうです」

　一応先生の話を聞いているらしい凛さんが苦しそうに呻く。

「『武』？　『強さ』？　何言ってんのよ！　あれは人間のありとあらゆる感度を強くする薬なの！　スパイ任務とかで聴ちよう覚かくを強化したりする時に飲む薬なのよ？　一いつ滴てき服用しただけでありとあらゆる感覚が二倍の感度になるんだから！　それでこの娘こはどんだけ飲んだのよ」

「全部です……」

　床にはさっきまで『感度が強くなる薬』が入っていた空き瓶びんが転がっている。

「全部って……それ感度一万倍ぐらいになっちゃうじゃないの！　人間が人間でいられなくなっちゃうわよ！　ちょっと貴方手伝いなさい！　いまから解げ毒どく剤ざい作るから！」

「いやだぁ！　私はもっと強くなりたい！」

　これ以上感度が強くなったら死んじゃうよ！
















「ちょっと貴方！　このままだと、この娘が死んじゃうわ。今から学校の裏にある植物園に行って、薬草採ってきて！　ピンクの花が咲さいてるやつね！」

　俺は自分がお腹なかが痛いことも忘れて、植物園に入りピンクの花が咲いた薬草を根こそぎ摘つみ、両手に抱えながら廊ろう下かを駆かけ抜け、保健室に戻もどってくると保健の先生は青い薬品を沸ふつ騰とうさせていた。

「採ってきすぎでしょ！」

　量を指定されていなかったもんだから、足りなかったら危ないと思っての行動だったんだが怒おこられてしまった。

　そんな俺を怒りつつも、受け取った先生は沸騰した鍋なべに俺が採ってきた花を投入すると鍋の中が緑色に変化していく。

「これであとは机の上に用意しておいた氷で、熱を取って完成よ。これをあの子に飲ませれば大丈夫。はぁびっくりしたわ。それにしても作りすぎたわ。あとで瓶びん詰づめしなきゃ……。それじゃ後は貴方お願いできるかしら。私は植物園の担当の先生に話通しておかないといけないから」

「あっ先生、胃薬！　胃薬をください！」

　去り際ぎわに俺が本来、ここにきた目的を告げるが聞こえてなかったようで、とっとと保健室からいなくなってしまう先生。

「あぁもう。ただでさえ胃が痛いってのに、走ったおかげで今にも戻しそうだ」

　俺は胃の辺りをさすりながら、鍋に入った緑の液体をおたまですくい、近くにあった空き瓶に入れると氷に突つっ込んだ。

　熱々の解毒薬が人の飲める温度まで下がったところで、ベッドの上でうんうん唸うなっている凛さんの口元にあてがい、こぼれないように頭を支えながらゆっくりと注ぎ込む。

　しばらくすると、凛さんの呼吸は穏おだやかさを取り戻した。

「だ、大丈夫ですか？　だからあれだけ勝手に薬を飲んじゃ駄だ目めって言ったのに……」

「う、うるさいわよ……。人の気も知らないでそんな事言わないで」

「そりゃ異種族嫌きらいな人間だったら、そう思うでしょうけど、下手したら死んじゃうって保健の先生言ってたんですよ？　家族とか誇ほこりとか言うんだったら自分の命をわざわざ危険に晒さらすなんてばかげてますよ」

　自己犠ぎ牲せいの精神は褒ほめられるべきものだし、何かを守ろうとすることは良いことだとは思う。だけど、それで自分の命を投げ出して誰かを守るなんて傲ごう慢まんだ。

「とにかく強くなりたいのはわかりましたけど、そういう危ないことはしないでくださいね。じゃあ俺仕事あるんで、そろそろ帰ります」

　結局、胃薬ももらえそうにないので、俺は保健室を去ることにした。




　　　　◇◇◇




　人の口に戸は立てられないというが、どうやらそれは本当の事のようだ。

　二回も学園の王子さまポジションの女の子を救ってしまったことで、それが保健室の先生から生徒さんへと伝わり、三日もしないうちに全校生徒の知るところとなってしまったのだ。

　口下手は寡か黙もくでクール。オークは背が高くてかっこいい。筋肉質な体は守ってくれそうという見方に変わっているんだから恐おそろしい。

　そんな俺の状じよう況きようを複雑に思っているのか、本間さんはまともに口も利きいてくれなくなってしまったし、佐々木には殺意を向けられている。

「弥太郎くーん。こっちむいてー」

「やたろうさん、彼女とかいないんですか？」

　俺たちが次の授業で使うスライムを壺つぼに入れ廊下を歩いていると、黄色い声が上がる。

「先せん輩ぱいモテモテっすね。マジで殺したくなってきますよ」

「そんな殺意のこもった目で俺を見るな」

「だって先輩ばっかりずるいじゃないすか。俺だってかいちょーを触しよく手しゆから助ける時にちゃんと頑がん張ばっているのに！」

「佐々木は彼女いるし何も問題ないだろ？」

「そういうこと言ってるんじゃないんすよ。いいですか見ててくださいよ」

　そう言った佐々木は、近くを通った生徒さんに話しかける。

「へい彼女、俺の事好き？」

「うわっ佐々木じゃん。キモッ、弥太郎さんの近くにいるからって調子のんなよ？」

　生徒さんは逃にげるように、その場から去って行ってしまった。

「これっすよ？　別に先輩がモテようとしったこっちゃないですけどね。年下にキモいって言われているこの状況が気に入らないんすよ」

「いきなり自分の事好きかと聞いたら、さすがに気持ち悪いと思うぞ」

「あぁ信じてた先輩にまで裏切られて踏ふんだり蹴けったりですわ。辛つらい。生きるのが辛い。先輩俺もモテモテになりたいっす」

「そんなこと俺に言うな。学生時代帰宅部の陰いんキャだったんだから。それに黄色い声だけならいいけど、全然そんなことないんだから」

　女性しかいない専門学校だから、男性用のトイレも少ない。そうなってくると俺が使うトイレも限られてくるわけだ。

　そういった状況だとどういうことが起きるかといえば、性に興味が大変強い一部の生徒さんが俺の股こ間かんの写真を撮とろうとして、男性用のトイレに入ってきたりするのだ。

　他ほかにもあった事件としては、文化祭の準備に時間がかかり、学校に泊とまった時だった。

　宿直室に布ふ団とんを敷しいてから、部室棟とうでシャワーを浴び、再び宿直室に戻り、掛かけ布団をめくったら全ぜん裸らの生徒さんがいたりしたこともあった。

　どんなに俺がびっくりしたか、そして衝しよう撃げきをうけたかを佐々木に懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明しても佐々木は俺に対して白けた目線しか送ってこない。

「おかしいと思うだろ？」

「たしかに一部の生徒さんはライン越こえてると思いますけど、それでもうらやましい。もう専門学生にキモいって言われたくないんです！」

　廊下を歩きながら日常のストレスについて話していると、前から凛さんが歩いてきた。

「あっどうも……」

「かいちょーお疲つかれ様っす」

　俺たちが凛さんに挨あい拶さつすると、冷たい視線が俺を襲おそう。

「ふん、次こそは絶対に勝つわ。覚えていなさい」

　そう。もう一つ学校の生徒さんの事で悩なやみがある。

　それは龍造寺凛さんの事だ。

　どうやら俺に二回も助けられたのがよほど気に入らないのか、何かと勝負してくる。

　おとといは腹筋をどちらが多くできるか、昨日はどっちが速く走れるか。

　人種の差があるし、男と女の違ちがいもある。

　それぞれの良さを認め合うのがこの国の教育のはずなのに、どうもそれを認めきれない凛さん。どうせこの後いきなり現れて勝負を申し込まれるんだろう。

　しかもこの勝負、学校ではちょっとしたイベントになっており、絶賛二連勝中の俺はさらに生徒さんたちに気に入られてしまう。

　負の連れん鎖さで心が全く休まらない。早くこの仕事終わんないかなぁ……

















４章　ガチ恋こい男子は笑えない






「お姉さまありえません！　このままでは学校内の品位と風紀が乱れてしまいます。このオークを即そつ刻こく、学校の職員から外してください」

「そうは言っても文化祭の準備はどうするのよ。ただでさえうちは人手不足なのに、弥や太た郎ろう君は文句も言わずに頑張っているのよ。経営者としてそんな事できないわよ」

「ですがお姉さま。学校全体の風紀が！」

　赴ふ任にんしてから一週間が経たった。杏あん樹じゆの授業が終わり、俺、佐さ々さ木き、本ほん間まさん、杏樹、そして龍りゆう造ぞう寺じ姉し妹まいと見知った顔が集まった会議室で全員が円えん卓たくを囲み今後の学校経営の事を話していた時だった。

　凛りんさんの荒あらぶった声が響ひびき渡わたる。

　和なごやかムードで始まった会議がどうしてこんなことになったのかと言われれば、文化祭の話題になり作業が遅おくれていることが議題に上がった時だ。俺が泊とまりはしんどいからやめたいということを懇切丁寧に説明し、それに対して凛さんが烈れつ火かのごとく激げき怒ど。俺がいかに風紀を乱しているか、この学校に害を及およぼすゴキブリ以下の存在であるかということが高らかに宣言された。

　別に俺はこの一週間、風紀を乱したつもりもないし、遊んでいたわけでもない。

　むしろ必死で働いていた。それこそ俺は死ぬ思いで働いた。

　大量のお弁当を渡されても全部食べたし、俺が文化祭の準備で宿直室に泊まった時なんかは、入浴をしているとシャワーを覗のぞかれた。

　そんな過か酷こくな環かん境きようの中で働いているのだから少しの作業の遅れは大目に見て欲しかった。

　そもそも男として生まれて母親に、『あんたも男の子なんだからお風ふ呂ろ覗かれないようにしなさいよ』とか『変態にあったらこういう風に対処しなさいよ』と一言でも言われて育ったヤツがこの世の中にどれだけいるっていうんだ。

　少なくとも俺はない。

　そんな犯罪に対して無知な状態でお風呂を覗かれてもみろ、なんてリアクションすればいいのかわかんなくて、いい大人が風呂場でうずくまって泣いたんだぞ。

　しかし俺が佐々木にそのことを伝えてもこんな言葉が返ってくるばかり。

「いいよなー先輩はモテて、そんなことで悩むのは贅ぜい沢たくな悩みって言うんすよ」

　どこが贅沢なんだよ。

　毎日、お弁当が山のように積まれ、入浴すれば視線が怖こわくて髪かみも洗えない。ましてや一人の夜道は何度も後ろを振ふり返り、震ふるえながら歩いてる。

　そもそも男がこういう被ひ害がいにあっても大したこともないと世間様は思いがちだけど、逆の立場だったら速そつ攻こうで犯罪者として牢ろう屋やに送られてるはずだ。

「とにかく弥太郎君の件はわかったわ。それで文化祭の準備の話に戻もどるけど、これからどうしよっか？」

　凛さんのお姉さんの言葉に杏樹が言葉を返す。

「実際頼たのまれといて、弥太郎がこんなことになるとは思わなかった私も悪いわ。私も手伝えるところは手伝うからみんなでなんとか協力しましょう」

　杏樹が天使かなにかに見えた。

「そうよねぇ。弥太郎も困ってると思うわよ。生徒が暴走するから弥太郎君を外しましょうなんて、臭くさい物に蓋ふたをするのと変わらないわよ。あっ弥太郎君が臭いって言ってるわけじゃないのよ？　とにかく、文化祭の準備で頑張ってくれてる弥太郎君を守るのが経営者としての務めだと思うわ。ということで凛。あなたがこれから弥太郎君を守ってあげなさい。それが持つべきものの義務ってものよ？」

「ですが、お姉さま！」

「あぁもうダメ。議論の余地はありません。他になんか話すことある？　ない？　ないわよね？　だらだらやる会議なんて無む駄だ以外の何ものでもないわ。はいじゃあ解散」

　凛さんの話には耳を傾かたむけず会議が終しゆう了りよう。そうそうに会議室を出ていく凛さんのお姉さん。

　しかしそれとは対照的に俺の足取りは重かった。

　だって目の前にいる凛さんがものすげぇ勢いでにらんでくるからだ。

「お姉さまは大した問題ではないとお考えでしょうが、これ以上学校の風紀が乱れるのは看過できません。これから二十四時間横にいます。もし変な事をしたら殺します」

　目の前で殺人予告され、足取り軽く『やったぁー』なんていうお気楽な奴やつがいたらすぐにでも俺に紹しよう介かいしてくれ。

「ともかく私もこの後仕事があるから、城に戻るけど仕事の合間を縫ぬって手伝えるようにするから」

　杏樹はそう言って会議室を後にしてしまった。

　気まずいのは残った俺たちだった。

「これから二十四時間、里さと中なかさん。貴方あなたを私の監かん視し下に置きます。お姉さまに言われた以上私がなんとかするしかありません」

「そうですね。私たちが弥太郎さんを守ってあげないと！　弥太郎さんは安心して仕事してくださいね」

　本間さんの笑え顔がおが怖い。

　これも最近わかったんだけど、本間さんは笑顔で怒おこるタイプの女の子らしい。そのさわやかな笑顔の裏には一体どんな感情が眠ねむっているのか想像するだけでも恐ろしい。

「んじゃまぁとにかく文化祭に向けて頑張りますか」

　佐々木の一言で俺たちは各おの々おのの仕事をこなし始める。

　学校の職員といってもやることは変わらないし、理り不ふ尽じんな事ばかり言ってくる堅かた物ぶつな女騎き士し候補のボディガードがついているんだから幾いく分ぶん気が楽だ。

　俺たちが会議室から出ると、校舎にはすでに夕日が差し込み、部活動に励はげむ生徒さんたちの声が遠巻きに聞こえてくる。

　そこだけ切り取れば普ふ通つうにのどかな日常だとは思うんだけど、会議室前から廊ろう下かを見み渡わたせば、廊下の隅すみからこちらに熱視線を送ってくる生徒さんもいたりして、怖いものがある。

「あ、あの凛さん？　向こうからすごいこっち見てくる生徒さんがいて怖いんですけど」

「オークである前に殿との方がたなんですからそれぐらい耐たえてください」

　理不尽。監視するっていうのはあくまで俺の事で、生徒の事は一いつ切さい無視なのか。

　ストップ。女じよ尊そん男だん卑ぴ。

「とにかく弥太郎さん、文化祭の準備をしないと。あと一週間なんですから」

　俺たちはあてがわれた教室に戻り、文化祭の準備を進め始めた。

　今やっているのは催もよおし物の割り振り、有志の出店をどこに配置するか、講堂でどういった時間割でどの生徒に使わせるかみたいな事だ。

　しかし文化祭をみんな楽しみにしているらしく有志の出店も少ないとは決して言えないような数だ。

　作業を黙もく々もくと進め、途と中ちゆう休きゆう憩けいでトイレに行くときも、外の空気を吸いに行くときも、俺の後ろには常に凛さんがいるから余計気を張ってしまい、まともな休憩も取れなかったけど、それでもなんとか仕事をこなし、ようやく半分が終わったところで教室の窓から見える景色は真っ暗くら闇やみに染まっていた。

「もう今日はこの辺にして明日の朝からまた仕事しないと終わりそうにないな」

「そうっすねぇ。先せん輩ぱい今日は帰らないんすか？」

「家にいてもやること特にないし、泊まろうかな……」

　俺は無言で机の上に積まれた書類に視線を移せばまだまだ仕事が終わるのに時間がかかりそうな量だ。

　佐々木は申し訳無さそうな顔をしながらドラゴンの世話があるからと言って一番最初に帰っていった。

　教室に残ったのは本間さんと俺。そして凛さんだった。

「本間さんは帰らないの？」

「弥太郎さん残して帰れませんよ～」

「残ってくれるのはありがたいけど、女の子だしそろそろ夜道危ないし。俺最近わかったんだけど女の子って大変なんだね」

　そう。夜道が怖いっていう本当の意味を最近理解した俺の本心だった。

「そうかもですね。じゃあお言葉に甘えて……」

　本間さんも荷物をまとめて帰っていった。

　最終的に、俺と凛さんだけが部屋に残ってしまった。

　特に話すこともなくモクモク作業をすすめ、時計をふと見ると短い針は今が夜の十二時ということを知らせている。

「凛さんも帰らないんですか？」

「私は言ったことは必ず守るタイプです。それに家はここから五分の所にあるので何も問題はありません」

「左様でございますか……」

　つまりこれから文化祭の準備が完かん了りようするまでずっと一いつ緒しよということだ。気が重い。なにより気が休まらない。

　とりあえず、ある程度仲良くなって気心を知るっていうのも重要だと思い始めた俺は適当に会話をすることにした。

　そういえばこんなこと前は考えもしなかったのに、色々変わったんだな俺も。たしかマカロンの話をすればいいんだよな。

「凛さんはマカロン好きですか？」

「マカロンですか？　別に普通ですが」

　佐々木の噓うそつき。マカロンの話題出しとけば大だい丈じよう夫ぶって言ったのに全然だめじゃん。

「あぁそうですか……」

　ただここで会話を終わらせるのもなんだか負けな気がする俺は次の話題を振ることにした。

「凛さんはなんで、この学校通ってるんですか？　昔からの夢とか？」

　これは自分でも中々いい話題を振った気がする。

　龍造寺家はいろんな学校を経営する一族だ。だったら騎士の養成学校に進まずとも他ほかにいろんな道があったはずなんだから。

「それは……弱いからです。本来人間は他種族を常に管理する立場。それなのに弱くては話になりません」

「弱い？」

　全然弱くはなさそうだ。この学校には剣けん技ぎの授業もあるし、体術の授業だってある。そんな学校で首席を取るってことは自動的に強いってことになるだろう。

　どこかで俺の認にん識しきがずれているのかとも思ったが、改めて考えてもそんなことはない。

「はい。弱いです。弱い人間は発言権も与あたえられずただ暴力に負けるだけです……。だったら自分がそれに負けないような強さを持てば何の問題も無いです。それにオークやエルフは悪い奴なんです。だから我々人間が管理しなければいけません。管理してるからこそ貴方はそうやって普通の暮らしができているんですよ？」

　なんでこんなにもこの娘むすめはオークとかエルフが憎にくいのか不思議でならなかった。

「なんでそこまでオークとかが嫌きらいなんですか？　別に俺、凛さんになんかしたこともないのに」

「貴方個人が問題じゃないんです。逆に聞きますが、種族としてこうあるべきという信念がオークにはあるんですか？」

　だめだ。話がまるで通じない。病的なまでに凝こり固まった価値観を俺がどうこうできる問題でもないか。

　俺は凛さんの言葉にただ黙だまるしかできなかった。




　島しま津づ・ナイト・杏樹




　学校の授業を終え、城に戻り一息ついていると、行く前に処理したはずの書類の山が再び出来上がっていた。どうやら今度の議会で提出される法案の事前申しん請せいだろう。

「はぁ……」

　最近、弥太郎とまともに話せていない。気まずい云うん々ぬんとかではなくただ単純に時間がないんだ。

　あーどっかに弥太郎みたいに優やさしいオークいないかなー。

　そんなことを考えていると一つの書類が私の眼めを強くひいた。

『異種族排はい斥せき法案の可決にむけての事前施し策さくと今後の方針』

　内容はこういうものだった。

　犯罪と人種との関係を表したグラフ、そして現在低所得者層にオークやエルフなどの人種が多いこと。そしてその低所得者向けの資金を人間のために使えばよりよい国家運営が可能になる。

　なるほど。確かにそうかも知れないと以前の私だったらそう思ってた。

　世界を知らなかったから。城から見える数字と景色が世界の全すべてだって、そう思ってた。だけど弥太郎と知り合って自分自身の価値観が大きく変わったのも事実だ。

　それは弥太郎とかかなでちゃんとか、リーネとか遥はる香かちゃんとかそういう異人種の人がいたからできたことだと思う。

　この法案がもし可決してしまったら、もし初代国王の杏子あんず様の時代に逆戻りしてしまったら、弥太郎にも会えなくなってしまう。もしくは会ったとしても戦場って感じだろう。

　そんなの嫌いやだ。

　たしかに私は振ふられたかもしれない。だけど好きな人が幸せになるのをぶち壊こわすほど落ちぶれてもなければ、荒すさんでもいない。

　ましてや今弥太郎に付き合ってくれって言われたらそのまま結けつ婚こんするぐらいの熱量は依い然ぜんとして持っているから絶対にこの法案には反対の立場を取ろう。

　そう決めながら書類に眼を通し続けると発案者は龍造寺慶けい次じと書かれている。

　そう、涼りようのお父さんからこの法案が提出されたのだ。

「まじか……」

　もともとこの国はいろんな人種がいる多種族国家。文化も違ちがえば、風習だって違う。

　そして生活をしていれば、小こ競ぜり合いも出てくる。アイツは力が弱いからいじめてやろう。アイツは耳が長いからクソ。そうやって何度か小競り合いをしてきたのがこの国の闇やみの部分でもある。

　もちろん私自身はそんなこと思ってないし、どうでもいいことだとは思う。だけど気にする人は気にするのだ。そんな小さな違いを認められない個人が集まり次し第だいに純血派なんてものができたんだと思う。

　その中でも特に純血派としてバリバリの活動をしていた涼のパパは度たび々たびこういう法案を議会に提出するのだ。

　今までは私のパパが適当にいなしてたけど、今その仕事が私に回ってきたってことなんだろう。弥太郎たちのためにも絶対に頑がん張ばらなきゃ。

　そう自分に気合を入れて資料を読み進めていると、ノックとともに伊達だてちゃんの声が聞こえる。

「お嬢じよう様さま、龍造寺家の慶次様が来られています。いかが致いたしましょうか」

　噂うわさをすればってことなのかもしれない。

「あぁお通しして」

　どうせ法案の事で圧力かけに来たんだろうな。

　再び、執しつ務む室にノックが響ひびき、やってきたのは涼のパパ。

　黒の燕えん尾び服ふくで全身を装よそおい、首元には紐ひもネクタイ。杖つえを片手に優ゆう雅がに登場した。凛ちゃんに似た鋭するどい瞳ひとみでこちらを見る姿はなかなかに渋しぶい。

「どうも、お久しぶりですね姫ひめ。その後、国王のご加減はいかがですか？」

「えぇどうも龍造寺さん。あまり変わらずといったところでしょうか。そういえば娘さんたちにもお会いしましたよ」

「そのようですね。姫にあまりご迷めい惑わくをかけないようにと言っておきました。まだまだ未熟者の娘たちですから至らぬ点があるとは思いますが、どうぞお気になさらずこき使ってやってください」

「いえいえ、そんなことないですよ。どちらの娘さんも立派です。それで今日はなんの御ご用ようで？」

「そんな大したことではありません。ただ近くまで来たのでご挨あい拶さつをと。ただ……最近姫は異種のおもちゃにご執しゆう心しんということを小耳に挟はさみまして」

　ほらきた。こういう脂あぶらぎった政治家のやり取りって本当に嫌い。

　嫌いだけどそれを態度に表さないってのもこの手のやり取りには必ひつ須すのスキルなのだ。

「おもちゃ？　なんのことかしら？」

「子飼いのオークとエルフですよ。随ずい分ぶんとご執心なようで。ですがお気をつけください。奴やつらは狡こう猾かつで残ざん忍にんです。それを老ろう婆ば心しんながら伝えられればと思いまして」

　あぁやだやだ。なにが老婆心よ。暗に異種完全根絶の足がかりでもある法案通したいだけでしょうに。ただ厄やつ介かいなのに限って半はん端ぱに議会で発言力が高かったりするからいやなのよ。

「そうね。気に留めておくわ」

「お気になさらず！」

　そう笑えみを浮うかべながら部屋を出て行く慶次さん。

　あぁめんどくせ。こんなことが連続で起こったらそりゃウチのパパだって体調悪くなるわよ。

　まぁでも娘が誘ゆう拐かいされれば仕方のない事なのかもしれない。

　たしかあれは私もまだ小さな頃ころだった。

　もともと純血派の中でも穏おん健けんな方だった若かりし頃の涼のパパは、バランスを取りながらなんとか政治活動をしていた。

　その時も今と似たような法案が議会に提出されたんだ。

　そして怒おこった異種族の過激派の人たちが凛ちゃんを誘拐して法案を通さないように圧力をかけたのだ。凛ちゃんは当時の軍の頑張りでしっかり救出されたから良かったけど、子こ煩ぼん悩のうな父親って感じだった涼のパパは人が変わったように異種族の根絶を強く訴うつたえる強きよう硬こう派はになってしまったのだ。もちろんこれは公おおやけにはされてない。

　私がこれを知ったのは政治に関かかわることになってからの話だ。

　思い返せば、いつも涼の家で遊んでいたのに、ある日を境に涼の家で遊ぶことはなくなったのもこういう理由だったんだなと今になってわかる。

　たしかにそういう姑こ息そくな手段は許せない。だけどそれは犯罪者個人が悪いわけで別に弥太郎や遥香ちゃんが悪いわけでもない。

　無む駄だに重い会話をしたせいで、なんだかだるい。




　里中・オーク・弥太郎




　文化祭を四日後に控ひかえ、ようやく準備のめどが立った俺は自宅に帰って埃ほこりまみれの床ゆかに倒たおれるように寝ね転ころんだ。

「明日は、たしか宇う佐さ美みさんと打ち合わせして、その後で文化祭の入場口を完成させて……。後はなんだろ。印刷とかか……」

　考えるのもバカらしいほどずっと、凛さんと一いつ緒しよにいるというのはこんなにも辛つらいことだとは思わなかった。

　しかもここ最近俺の周りは何かがおかしい。

　急に告白されたり、女の子に追われたり、お弁当をしこたまもらったり。

　奇きっ怪かいな状じよう況きように置かれ、仕事に忙ぼう殺さつされ、その上誰だれが好きとか、杏樹と本間さんどっち選ぶのなんてまともに考える余よ裕ゆうがなかったが、準備も佳か境きように入り、そして一人になって初めてその事実を振り返ってもやっぱりどこかおかしいとしか思えなかった。

「とりあえずお風ふ呂ろに入って寝よう」

　そういえば一人ぐらしを始めてから独り言が増えた気がする。

　でもそんな事さえどうでもいい。というか俺の独り言が増えたということ自体どうでもいい。

　ただお風呂に行こうと思ってもまるで体が動いてくれない。

　そういえば宿直室にいる時は、いつ寝込みを生徒さんたちに襲おそわれるかわからなくてまともに寝れもしなかった。

　もういいや。ここで寝よう。

　ぼうっと考えながら気を失った。




　　　　◇◇◇




「弥太郎さん！　弥太郎さん起きてください！」

　気だるさと熱っぽい自分の体、そして痛む喉のどで目が覚めると、本間さんの声が聞こえる。

『俺はここにいるよ』。そう言おうと思ったのに声が出ない。いや出しているんだけど伝わっていない。

「うわぁ先せん輩ぱいが死んじゃう。とりあえず姫様に伝えないと！　姫様大変です先輩が息してません！　はい！　いやホントですって！　首元に指をあてろ？　わかりました」

　俺は生きてる。全然生きてる。徐じよ々じよにクリアに聞こえる佐々木の声、そして指が俺の首元に当たると、佐々木の指がやけにひんやりとしていた。

「なんかドクドクいってます。えっじゃあ意識がないかもしれない？　もうとにかくわかんないんで来てもらっていいすか？　耳元で叫さけび続けろって！　なんですか！　しないと死ぬんすか！　おい遥香っちとりあえず呼ぼう！　先輩！　起きてください！　先輩」

「えっあっはい！　弥太郎さん起きてください！　弥太郎さん！」

　何言ってんだ佐々木、俺は声も出してるはずだ。いたずらにしては質たちが悪いぞ。ここら辺で俺はこれが夢じゃないってことを理解し始める。

「だめだ、先輩をとりあえずベッドに連れてこう。あぁ重い、すげぇ重い！　ちょっと遥香っちも手伝って！　俺が頭を持つから！　遥香っち足な」

　俺はどこかに引きずられているようだ。

　背中から伝わる感かん触しよくの柔やわらかさには覚えがある。これは俺のベッドの柔らかさだ。

　仰あお向むけになっていると、二人の顔が見える。

　心配そうに二人とも俺を見ているので何かをつぶやこうと思ったけど、まるで体が自分の物ではないようで上手うまく動かせない。

「あっ目が合った。大だい丈じよう夫ぶだな。よし、なんとかなったな」

「全然なんとかなってないですよ。もう杏樹様さまにあんな電話して。どうみたって風邪かぜじゃないですか。もうあれじゃ杏樹さま心配してますよ？」

「いやそうだけど、部屋開けて、一番最初に目に入ったのが俯うつぶせで倒れた先輩なんだよ？　死んじゃったかと思うに決まってんだろ」

「たしかにそうですけど……。とにかく私は濡ぬれタオル作ってきます」

　そう言って俺の視界から消えた本間さん。しかし今は何時なんだろう。視界から入る情報だと昼間ということだけはわかるんだけど。俺が体を動かすと佐々木は俺が欲ほしい情報を話し始めた。

「朝から先輩がこなくてみんな心配してたんすよ？　無む遅ち刻こく無欠勤が取り柄えみたいな先輩が無断で仕事休むなんてあり得ないってみんな騒さわいでたんですから。俺が連れん絡らくしても全然出てくれないし。結局昼休みにようやく時間がとれたので来てみたら案の定ぶっ倒れてるし……」

　心配してくれた感謝を言おうと思ってもやっぱり体は上手く動かない。というか声が出なかった。唇くちびるを動かしている感覚だけが残った。

「あぁもう良いっす。何も喋しやべんないでください」

　横になりしばらくすると、本間さんと濡れタオル、そして杏樹までやってきた。

「ちょっと大丈夫なの弥太郎!?」

　急いできたのか杏樹の髪かみは大きく乱れ、額には汗あせがにじんでいる。杏樹の問いかけに俺は心配させまいと精せい一いつ杯ぱいの笑顔を作りコクリと頷うなずいたけど杏樹の険しい表情は変わらない。

「頷いてんじゃないわよ、ろくにしゃべれもしないのに！　まったくもう……」

　杏樹は本間さんから濡れタオルを受け取り、そっと俺の額にのせてくれた。

「それに佐々木も紛まぎらわしいこと言わないでよね、本気で心配したんだから！」

「だって玄げん関かん開けたら目の前で先輩が倒れてんすよ？　やべぇ状況だと思っちゃうじゃないですか……」

　いままでの会話から察するに、現在の時刻は十二時過ぎで、そして俺は学生時代から続く無遅刻無欠席の記録を破ってしまったようだ。

　食欲もわかない上に、何もする気が起きない。ただ眠ねむりたいと体が叫んでいるような状態で食欲なんてどうでも良いというのが正しい。

「そりゃそうだけど佐々木は早とちりしすぎよ。私なんてびっくりしてとんできちゃったんだから。それはそうと弥太郎一人にしておけないわね。佐々木看病とかできる？」

「姫ひめ様……、それはマジで言ってるんすか？　俺っすよね？　俺に先輩の看病させるんすか？　いいんすか？」

　嫌いやだ。やめてくれ。それだけは嫌だ。何をするかは知らないけれど、下手したら俺の尻しりの穴にネギをつっこまれかねない。俺は必死に首を振ふり、杏樹に猛もう烈れつな拒きよ否ひの意思を表示した。

「確かにそうね……。じゃあ遥香ちゃんは？」

「ごめんなさい。明日だったら大丈夫なんですけど、今日は授業があるんです。看病したいんですけど……」

「そっかぁ……。でもなぁ～このまま弥太郎を一人にしておくのもな……。そうだ……ちょっと待ってね」

　そう言って杏樹は携けい帯たいを取り出し誰かに連絡を取り始めた。

「もしもし、伊達ちゃん？　私よ。ちょっとお願いがあるんだけど……。午後の予定ってキャンセルできる？　ちっ、ちがうわよ。弥太郎が熱出しちゃって……。うん。看病する人いないんだって。まじ!?　ホントに？　伊達ちゃん愛して……切れちゃった。午後の予定はキャンセルしたからこのまま弥太郎の面めん倒どうは私がみるわ。二人は学校戻もどって良いわよ」

「えぇマジすか姫様。大丈夫なんすか？」

「わかんないけど、たぶん大丈夫。明日ちょっと頑がん張ばれば良いだけの話よ。だから二人は安心して学校戻って」

「仕事じゃなくて看病の方っすよ。がさつな姫様にそんな事できんですか？」

「そっち!?　弥太郎の内臓が破は裂れつしたから、それを手術で治すなんて言ってないのよ。看病ぐらいできるわよ」

　杏樹は佐々木に看病ができるのかと聞かれ、自信満々に胸を叩たたいた。そりゃ軍人だもんなそれぐらいできるか。

「あ、杏樹さま。弥太郎さんの事お願いしますね」

　告白を受け、答えを出さないような甲か斐い性しよう無しの俺を心配そうに見つめる本間さんに罪悪感を感じてしまう。

「はいはい。しっかり、ばっちり看病するから大丈夫よ。それじゃ学校戻って、しっかり勉強しなさい！　佐々木も仕事なんだから涼に迷めい惑わくかけないようにしっかりやりなさいよ」

　そう言った杏樹が立ち上がると、佐々木も本間さんも立ち上がり一人、また一人と視界から消えていく。

　佐々木と本間さんは学校に行くため、そして杏樹はそれを見送るために玄関の方に行ったんだろう。

　一人になった俺が瞳ひとみを閉じると、意識が遠のいていった。




　　　　◇◇◇




　意識が再び戻ると、普ふ段だんは俺が寝る前の読書に使っているサイドランプで部屋をぼんやりと明るくした杏樹が眼鏡を掛かけ、何かの書類を眺ながめていた。

「あ、杏樹……？」

　少し休んだおかげで声を出すことができるようになった俺は、か細い声でそう呼びかけると、杏樹はこちらに気づき、眼鏡を外しながらほほえんだ。

「あぁ起きたの？　調子はどう？」

　何時間かはわからないけれど睡すい眠みんをとったおかげで、昼間ほどの気だるさは無くなっていた。

「昼間ほど悪くはないけど……。良いとは言えないかな……」

　杏樹が俺の額に手を乗せ、熱の具合を確かく認にんしてくれた。

「まだ熱はあるわね。これじゃしばらくかかりそう……」

　しばらく仰向けで寝ていたせいか背中が痛かったので俺が体を起こそうとすると、杏樹が俺の汗で湿しめった敷しき布ぶ団とんと体の間に手を入れ、起き上がらせてくれた。

「ご、ごめん。でも一人でできるから……」

「何が『一人でできるから』よ。そういうことが言えるのは周りに心配かけなくなってからにしなさいよね。全く連絡一つよこさないで仕事休むなんて社会人なめてんの？」

「ご、ごめん……」

　杏樹は俺に小言を言うが、その顔は怒おこっているわけでもあきれたような顔でもなかった。

　俺を心配してくれていることがわかるような柔らかな表情というのが適切な表現なのかもしれない。

「もう、そんな謝らないでよ。別に怒ってるわけじゃないんだから。それでお腹なかは減ってない？」

「あんまり食欲はないかもしれない……かな……」

　思い返せば、昨日からろくに食べ物を体に入れた覚えがない。

「ダメよ。どうせ昨日から、何も食べてないし水分だってそんなにとっていないでしょ？　それじゃ治らないわよ。あのね私、おかゆってやつを作ってみたのよ。温め直してくるわね」

　そう言って立ち上がった杏樹はキッチンの方に消えていった。

「おかゆ？　杏樹って料理できたの？　なにか手伝うことある？」

「料理ぐらいできるわよ。お姫様なんだから料理の一つや二つできなくてどうするのよ。それに弥太郎、あんた病人でしょ。病人は病人らしく寝ねてなさい」

　妙みように杏樹の声がうわずっているような気がしないでもないけど、ここはお言葉に甘えることにしよう。

　しばらく俺がベッドの上から杏樹がキッチンでおかゆの温めが終わるのを待っている間、部屋の中を確認すると埃ほこりだらけだった俺の部屋は綺き麗れいに掃そう除じされ、快適な空間に変わっていた。

「掃除までしてくれたの？」

　キッチンに行った杏樹と壁かべ越ごしに会話をし始めると、キッチンからおかゆのいい匂においが部屋に立ち込め始めた。

「あぁ暇ひまだったから……。だって一人で部屋にいてもつまんないんだもん」

「でもさっき仕事……」

「あぁあれ？　今話題の『異種族排はい斥せき法案』関連の書類を読んでただけよ。お城の前じゃ毎日反対してるエルフとかデミの人たちでごった返してるし」

　ここ最近のニュースや新聞は、『異種族排斥法案』の話題で持ちきりだ。

　なんでも龍造寺のお父さんが議会にそういう法案を提出したらしく、オークやエルフ、それにデミは戦せん々せん恐きよう々きようとしているってわけだ。

　実際、仕事の行き帰りで法案に反対する人が署名活動を行っていたり、デモカードを持ってエルフの集団が反対デモをやっていたり。

　もちろん俺もオークだから気にならないわけじゃないけど、文化祭の事が気がかりでそこに深い関心を持ってはいない。

　実際俺みたいな奴やつは多いんじゃなかろうか。

　社会は大変な事になりそうだって世間が騒いでいても、自分は自分の生活が大事だから個人の経済活動を優先してしまい、結局なにがどう問題なのかということもわからず。

　大人としてはそれは良くないんだろうけど、目の前の生活でさえおぼつかない俺にとってはあまり重要な事とは思えないんだ。

　杏樹がキッチンで火を止める音が聞こえ、御お盆ぼんにのせ持ってきた物は、俺が買った記き憶おくの無い一人前用の小さな土ど鍋なべ。

「さっできたわよ」

「杏樹、その土鍋どうしたの？」

「こ、これはその……あれよ。買い出しに行った時に買ったのよ！」

「えぇそんな良いのに、いくらだった？」

「就職活動で貯金してるオークからはお金はもらいません。それに良いのよ。私はこれぐらいしかできないし。それにお金だったらあるからね。使う暇無いから」

　そういう自じ虐ぎやく的な冗じよう談だんを言われてもこっちが困る。

　俺は苦笑いをしながら、杏樹が用意してくれた土鍋の蓋ふたをとると、白い湯気が立ちこめ、中に入っていたのは野菜とキノコ、それに鶏とり肉にくとおぼしき物体が入ったおかゆのようなものだった。

「杏樹、普段料理とかするんだっけ？」

「ひ、人並みにはするわよ。女子力高いからね」

　女子力が高い人は自分で自分を女子力が高いと言わないだろ。何より、野菜とキノコの切り方があまりにも雑。大きい塊かたまりの人にん参じん。キノコも笠かさの部分に飾かざり切りしようとした結果、失敗しすぎて笠の部分が網あみ状じようになっている。

　肝かん心じんのおかゆは煮込みすぎて、原型をとどめておらず、糊のり状だ。

「さぁ食べて！」

　看病してもらって、ここで断るのも忍しのびない。俺はスプーンを使い、恐おそる恐るおかゆのような何かを口にいれた。

「うまい！」

　見てくれはひどいけれど、食べられないものじゃない。いやむしろ、出汁だしがしっかり効いておいしい。体調不良で栄養も足りていない俺の全身に広がっていくような優やさしい味だった。

「ホント？」

「冗談なんか言わないよ。おいしいよこれ」

　そのまま俺が無言でおかゆのような物を食べ進めていると、杏樹はこれまた幸せそうな顔で俺を見つめていた。

「どうかしたの？」

「別に、なんでも無いよ。ただその……おいしそうに食べてるなぁって思ってさ。自分が作った物が褒ほめられたりするのってやっぱり嬉うれしいわよね」

　なんとなくその気持ちはわかる気がする。今まで色んな仕事してきたけど、宇佐美さんの仕事をした時は特にそれを感じた。

　みんなが宇佐美さんっていうアイドルに夢中でいてくれる。しかもその仕事に関かかわれたということが幸せだった。自分が必要とされている気がするんだ。

「ごちそうさまでした」

「ごちそうされました」

　俺は過去の自分の思い出に浸ひたりながら、ゆっくりと食事を終えた。そういえばこんなにゆっくり食事をするのも久しぶりかもしれない。

　それより久しぶりなのは、杏樹とこうやって顔をつき合わせて会話をすることだった。

　そう意識した途と端たんに言葉に詰つまる自分がいる。

　話題に困った俺は、食事を杏樹が運んでくる前に話していた『異種族排斥法案』を話題にすることにした。

「そういえばさっき、『異種族排斥法案』の話してたけど、杏樹は賛成なの？」

　そう俺が言うと、杏樹は笑いだした。

「そんなわけ無いでしょ。私が純血派だったら、今いま頃ごろはお城で仕事してるし、弥太郎と出会った時に剣けんで刺さすか、捕つかまった時に自分の舌を嚙かみ千切ってたわよ」

　冷静に考えれば、そりゃそうなるよな。

「それにもし法案が議会で通るようなことがあっても、絶対になんとかしてみせるわ」

「そんな事できるの？　たしかにいつも国家権力の横暴みたいなことやってるけどさ」

「そりゃそうよ。だって私、王族よ？　みんなを守る義務があるもの。それが〝持つべきものの義務〟ってやつでしょ？　何より大切な人たちに幸せになってほしいから……」

　さっきまで私に任せなさいと言わんばかりの顔で誇ほこらしげに自分の胸を叩たたいていた杏樹は、話していく内にうつむいていった。杏樹が心配になった俺が顔をのぞき込もうとすると、杏樹の手が俺の視線を遮さえぎる。

「大切な人って？」

「それは……その……例えばの話だけどさ、仮によ、本当に仮の話なんだけど……わ、私が弥太郎……を好きになったら、国境またいで恋れん愛あいしなくちゃいけないわけでしょ。そんなの嫌いやだしさ。そんでもってこの国はそういう人絶対に必要じゃない？　それに、遥香ちゃんとかともお話できなくなっちゃうし、しかも私はみんなの上司だしね。部下の心配ぐらいするわよ」

　俺は心臓が止まった思いだった。これはなにも体調が悪いとかそういう類たぐいの物ではなかった。

　大切な人には幸せになって欲しい。杏樹には幸せになって欲しいし、何かあったらいの一番に助けに行きたい。何か困ってることがあるのなら力になりたい……。

　なんで本間さんに告白されて、すぐに即そく答とうできないかという理由がようやくわかった。俺は杏樹が好きなんだな。

　そう思うと、途端に顔は沸ふつ騰とうしそうな勢いで熱を帯びていくのがわかる。もちろんこれは風邪かぜからくる体温の上じよう昇しようじゃない。

「じゃあもうご飯も食べたし、寝るだけね。明日は遥香ちゃんが来ると思うわ。来たとき弥太郎が寝てたら遥香ちゃん家に入れなくなっちゃうからポストに入れとくわね」

　そう言って杏樹は俺がいつも使ってる鍵かぎをつかみ取り、その場から立ち上がる。

「ねぇ杏樹、こんなこと聞くのは変な話かもしれないんだけどさ。好きな人ができたらどうすればいいのかな？　その……怖こわいんだ。自分が拒きよ絶ぜつされるのが。もう二度と会えなくなっちゃう気がして……」

　俺がそう聞くと、杏樹は振ふり向き、少し困ったような顔をしてこう言った。

「私だったら……その人が幸せに過ごしてくれるようにがんばるかな」

　そう言った杏樹は俺に背を向け、指で俺の家の鍵を回しながら部屋から出て行ってしまった。




　　　　◇◇◇




　翌日、十分な睡すい眠みんを取ったにもかかわらず体調は優すぐれない。だけど今日は一つだけやらなきゃいけない事がある。

　昨日、杏樹に会って、自分の気持ちに迷いはない。

　だからこそ、今日だけははっきり、言葉を伝えなきゃいけない。

　そう、俺は本間さんに自分の気持ちをはっきり伝えなきゃいけない。

　それだけは決まっているのに……。

「弥太郎さん、この洗せん濯たく物ものはどこにしまいますか？」

「弥太郎さん、体は大だい丈じよう夫ぶですか？」

「弥太郎さん、食べたいものはありますか？」

　どうしても俺は本間さんに自分の気持ちを伝えられずにいた。

　甲か斐い甲が斐いしく俺の看病をしてくれて、まるで自分が王様にでもなったような気分になってしまう。

　だけど、今日ここでしっかり本間さんに気持ちを伝えなければ、どうしようもない。

　そんな事はわかっているはずなのに、いざ本間さんの顔を見ると、言葉を伝えることに戸と惑まどいが出てしまう。

　そうやって一日迷いに迷い、結局夜になっても俺は自分の気持ちを伝えられずにいた。

「あ、あの本間さん……」

「どうしました？　なにか必要な物ですか？　お風ふ呂ろ入りますか？　それとも濡ぬれタオルで体拭ふきましょうか？」

「い、いやなんでも無いんだ」

　ずっとこの調子で、伝えようと思った言葉がのど元で詰まって出てこない。

「そうですか、なにかあったらすぐに言ってくださいね！」

　そうやって俺の枕まくら元もとで俺の顔をじっと見つめ、俺が寝ね返がえりをうつのにも目をきらきらさせている姿はまるで生まれたての子犬。

　このピュアな感じがたまらなくしんどいのだ。純真無む垢くな本間さんの瞳ひとみが俺の気持ちを鈍にぶらせてくる。

　でも、ここで迷っていても埒らちが明かないんだ。

　佐々木はあの時、どういう気持ちが俺の心の中にあるのかと聞いてきた。そして今自分の中ではっきりとした気持ちがある。

　まずは空気をつくって例の話題まで持って行かなきゃいけない。

「あ、あの本間さん？」

「なんですか？　どうかしました？」

「あ、あのさ。ご両親は元気？」

「元気ですよ！　弥太郎さんが風邪かぜ引いたって言ったらすっごい心配してました」

　なんでこうも家族ぐるみで暖かい家庭なんだ。

「そ、それでなんだけどさ……」

　勇気をだせ、俺は自分で自分の気持ちを奮い立たせた。

「本間さん、あ、あのさ……」

「はい、なんでしょう」

「この前の事なんだけど……」

　そう言った瞬しゆん間かんに、本間さんの表情がほんわかと微笑ほほえんでいた表情から真しん剣けんな眼まな差ざしへと変化していく。

　そうだ。本間さんも真剣なんだ。

　だったら俺も真剣に言葉を伝えなきゃ。

「この前、俺は本間さんにこ、告白されたじゃないですか。そして考えさせてくださいと言ったよね？」

「はい。答えは出たんですね？」

　本間さんがのどをならし、生なま唾つばを飲み込んだ。

「あれから俺、色々考えたんだ。はじめはさ、恋愛なんてよくわからないけれど、自分の事を必要としてくれてる人がいるってことに驚おどろいたし、嬉しいと思ったんだ」

「そ、そんな……弥太郎さんは十分魅み力りよく的です」

「ありがとう。で、でもさ、すぐに答えが出せなかったのは、自分の心の中でもやもやとした部分があって。それで本間さんに自分の意思を伝えられずにいたんだ」

「もやもやした部分？」

「そう。さっきも言ったけど、自分の中で告白された時、即答できない自分がいたんだ。自己評価も低い、年収も高くなければ、大してかっこよくない。そんな自分が何言ってんだって感じに思われるかもしれないけど、自分の気持ちに噓うそをつけないっていうか……」

「わかります。私も……自分の気持ちに噓はつきたくないです」

「だから……」

　いざその言葉を言おうとすると、どうしても声が震ふるえる。でも自分で決めたことだから、これ以上どんな言葉で取り繕つくろっても、逆に本間さんに失礼になってしまう。

　俺は大きく息を吸い込み、口を開いた。

「ごめん……。俺、本間さんとはお付き合いできない……。好きな人がいるんだ」

　心が痛かった。自分の存在を拒絶するような言葉を何度も言われてきた俺には、この言葉を口にすることが相手にどんなにダメージになるか手に取るようにわかるからこそ、心が痛かった。

　そして俺がそう伝えると、長い長い沈ちん黙もくが部屋の中に続いた。

「そ、そうですか……」

　本間さんの目は充じゆう血けつし、涙なみだをこぼすまいと耐たえているようだった。そしてそんな目をしながらも顔は笑え顔がおを作って、自分をごまかそうとしていた。

「ごめん……」

「弥太郎さんは謝らないでください」

　本間さんの顔には、今まで必死にこらえていた涙が頰ほおから伝っていた。それは綺き麗れいな一ひと滴しずくの涙だった。

「ごめん……。あっいやこれは、謝らないでくださいということに対しての『ごめん』であって……。もう全然ダメだな」

　俺がそう言うと、本間さんは泣きながら笑っていた。

「弥太郎さんはダメなんかじゃありません。ただその……好きな人ってどんな人なんですか？」

　ここで杏樹が好きだって言うのはなぜか恥はずかしかった。自分の気持ちが決まっているんだから恥ずかしがることなんて何一つ無いはずなんだけど、それでも誰だれかにそのことを伝えることで改めてそれを認めてしまうのが恥ずかしかったんだ。

「えっと、その……」

　俺がもじもじと煮にえ切らない態度を取っていると、本間さんは何かを察したようで、口をつぐみ微笑んだ。

「こんな時ぐらいはっきりしないと、好きな人にも嫌きらわれちゃいますよ！　それじゃ私帰ります！　好きな人に振られたので帰ります！」

　あえて冗じよう談だんみたいに言うことで俺の負担にならないようにという心こころ遣づかいが痛かった。

　だけど、本間さんに俺の意思を伝えたことで妙みように晴れやかな気持ちだったのは確かだ。



















　　　　◇◇◇




　明くる日、心のつかえもとれたせいもあるのか、順調に体調は回復してきた。

　大事を取って今日も休みをもらったけれど、特にやることがない俺はただ夕方までぼーっとテレビを眺ながめていた。

　普ふ段だんだったら、芸能人のゴシップや、節約術なんて特集を放送するワイドショーはどのチャンネルも異種族排はい斥せき法案の話題で持ちきり。

　難しそうな顔をしたコメンテーターが異種族排斥法案がどう自分たちの生活に影えい響きようするかを語っている。

　それからその手の番組が終わり、あとそれでもすることが無くて、放送されていたでっかいタコが陸上で大暴れする映画を見終わると、外は暗くなっていた。

　ここのところ、自分の時間もなんだかんだとれなかったので、周りのみんなが働いているのに若じやつ干かんの罪悪感を感じてはいるけど、明日の文化祭でぶり返すようならそれはそれでまずいのでしょうがない。

　洗せん濯たくも部屋の掃そう除じも看病に来てくれた二人がやってくれたのであと今日やることと言えば、杏樹が派手に汚よごしたキッチンを綺麗にすることぐらいだ。

　冷蔵庫には杏樹と本間さんが買ってきた食べ物が残っているし、本格的にやることがなかった俺がキッチンの掃除を始めると、呼び鈴りんが部屋の中に鳴り響ひびいた。

「誰だろ？」

　佐々木は文化祭の準備で忙いそがしいだろうし、杏樹も来ないだろう。そして本間さんも来るとは考えづらい。

　漠ばく然ぜんとした疑問を持ちながら、ドアをのぞき込むと赤い髪かみをした一人の女の子。凛さんがいた。

「ご機き嫌げんいかがですか？」

　俺がドアを開けると仏ぶつ頂ちよう面づらした凛さんは、ぶっきらぼうに白い箱を俺に押しつけながら挨あい拶さつをしてくる。

「ど、どうも」

　白い箱をとりあえず受け取り、蓋ふたを開けると、見たこともないようなフルーツがたくさん詰つめ込まれていた。

　とりあえず、心配はされているんだろうということはわかるけど。

「杏樹様と佐々木、それにエルフの本間遥香は文化祭の準備ということで、手が離はなせなくなり、たまたま手が空いていた私が仕方なくお見み舞まいにきました。その後、体の調子はいかがですか？」

　硬かたい口調から、感情というものをくみ取ることは難しいけれど、一応は心配してくれているんだろう。

「体の方は徐じよ々じよに良くなってます。しかも果物まで持ってきてもらって……ありがとうございます」

「礼などいりません。もともと異種族の力を借りなくてはいけなくなったのも、すべてお姉さまの脇わきが甘いせいですから。それにこのまま貴方あなたが死んでしまったら私は負けっ放しになってしまいます。そんなの許しません」

　相変わらず、対たい抗こう心を向きだしにして、俺に突つっかかってこようとしてくる凛さんだけど、とりあえずこういう場合はお茶でも出して会話を違ちがう方向に持って行くのが筋だよな。

「は、はぁ……。とりあえず立ち話もなんですので……中へどうぞ。狭せまいですけど……」

　部屋の様子をうかがいつつも恐おそる恐る部屋に入った凛さんは、俺の一挙手一投足をじっくりと観察しながら、テーブルの前の床ゆかに座り込んだ。

「もっとオークは部屋も汚きたないし、下げ劣れつな本が塔とうのようにそびえ立ち、そこら中に酒さか瓶びんなんかが転がってると思っていましたが、そうでもないんですね」

「それオークとかじゃなくて、ただ片付けができないずぼらな奴やつだと思いますけど？」

「そうですか……。私は父上に厳しく育てられたおかげでそういった知識はなにもないので……。ただ……その貴方は悪いオークじゃないのはわかりますが……」

　それはそれでかわいそうな気がする。

　大多数が経験しているようなことも、経験させてもらえないっていうのはなんだか損しているような気がしないでもない。

　だからオークはこういう汚い生き物でとかエルフはこずるくてとか、そういった親の尺度がそのまま、子供に受け継つがれてしまうんだろう。

　お茶を淹いれ終わり、もらった果物を適当に切って、凛さんの前に出しながら俺は感じていた。

「だって、人間だって悪いことする人はいくらでもいるじゃないですか。それは人間という種族がどうのこうのって話じゃなくて、その人自体が悪いわけでしょ？」

「たしかに言われてみれば、そうですが、やっぱり嫌いなものは嫌いです」

　俺はここで前から思っていた疑問をぶつけることにした。

「なんでそこまでオークとかエルフとかが嫌いなんですか？」

　そう聞いたとき、凛さんは俺に何かを伝えるかどうかで戸と惑まどったような表情をした。そしてゆっくりと瞬またたきをした後に、話し始めた。

「昔……といっても、本当に子供の頃ころです。私はオークに誘ゆう拐かいされたんです。父は当時は純血派の中でも鳩はと派はで、国のバランスが壊こわれないように必死に頑がん張ばっていたらしいんです。もちろんそれは後から知ったのですが……。でも私を誘拐したオークたちから見れば鳩派だろうが、鷹たか派はだろうが一いつ緒しよのようで……。それで……私は……。私だって本当は嫌いたくない。世界中のオークもエルフもデミも。みんな貴方のようだったらと思う。だけど怖こわいんだ。自分とは違う人種に怖い思いをさせられ、何もできず、ただ震えて助けを待つような、親に心配をかけ続けるような存在になりたくないんだ」

　俺はこんな時なんて言葉を掛かけて良いのかなんてわからない。ましてやそんな事があっても人類みな兄弟だから嫌いになるなとも言えない。

「ごめんなさい。そんな繊せん細さいな話を聞いてしまって……。大変……だったんですね」

　もう当たり障さわりのないコメントしかできなかった。なんて言えばいい。どう言えば良い。やっぱオークってクソだわって言えばいいのか？

「気にしないでください。だから私はオークの貴方にありとあらゆることで負けたくないんです。自分が弱いなんて認めたくない。だから弥太郎、貴方も早く病気を治して学校に来てください」

　そう言って、俺が出したお茶を一気に飲み干した凛さんは立ち上がり、玄げん関かんに向かった。

「弥太郎、明日は文化祭だ。地域住民の方に愛されるためにも文化祭はちゃんと成功させなければいけないからな。明日はちゃんと学校にくるんだろ？」

「たぶん……」

「そうか、では私も杏樹様の手伝いがありますので、この辺で……」

　凛さんも確かに変わろうとしているんだろう。それは俺に接する態度から見ても明らかだった。

　それがわかるからこそ、凛さんを誘拐しようとしたオークが憎にくくてしょうがなかった。




　島津・ナイト・杏樹




「あぁ文化祭の準備が終わらないっすよ。姫ひめ様もしっかり手動かしてくださいよ」

「そんな事言われてもペンキ塗ぬりなんてやったことないもの。これでも全力でやってんのよ？　ほらアンタが急せかすからはみ出ちゃったじゃないの」

　弥太郎が倒たおれたしわ寄せを埋うめるため、学校に泊とまり、文化祭の準備を進めることはや三日。今は校門で使う、入場口の看板のペンキを塗っているところだった。

　下絵はできてるし、これさえ終われば文化祭の準備は完全に終しゆう了りようの予定なんだけど、それが終わらない。

　なんてったって校門の三倍以上ある大きな看板だから、私と遥香ちゃん、そして佐々木が何時間もペンキまみれになりながら塗っても、終わらないのだ。

　そのうち、凛ちゃんも弥太郎の看病から帰ってくるだろうし、四人でもう少し頑張れば今日中には終わると思う。

「俺のせいじゃないでしょ。なぁ遥香っちもそう思うよな？　はるかっち～」

　遥香ちゃんは佐々木の呼びかけにも応じず、どこか虚こ空くうを見つめていた。

「えぇはい。そうですよね。うん。私もそう思います」

「遥香っち聞いてんの？　もうそんなんだといつまで経たってもペンキ塗りが終わらないぞ！　確かにこんな仕事、やりたくない。すぐにでも自由になって遊びたいと思うけど」

　遥香ちゃんは佐々木の呼びかけにもぼんやりとした答えしか返さない。

　たまに遠くの空を見ては、ため息をつき、そしてまたペンキを塗り始める。心ここにあらずって感じ。

　それもこれもすべて、弥太郎の家から帰ってきてからだ。おおかた弥太郎が何か変な事を言って困らせているんだろう。

　ここは悩なやみでも聞いてあげるか。そう思った私は虚空を見つめる遥香ちゃんに話しかけた。

「どうしたの遥香ちゃん？」

「いえ、なんでもないんです。本当に気にしないでください」

　奥歯に物が挟はさまったような、はっきりしない言い方だった。

　やっぱり弥太郎が、なにか遥香ちゃんを困らせるような事を言ったんだろう。

　そんな事を考えていると、凛ちゃんが弥太郎の看病から戻もどってきた。

「あっお帰り。弥太郎の様子はどうだった？」

「だいぶ良くなったようで、明日の文化祭にはこれそうとも言っていました」

「そっか。だったらもうちょっと頑張って、ちゃんと文化祭成功させたいね」

　そんな事を話しながら、凛ちゃんも作業に加わり、四人で看板を塗り続け、結局校門に看板を立てかけたのは、ちょうど十二時を過ぎた辺りだった。

　弥太郎たちがいつも使っている教室に戻った私たちは各おの々おの帰る準備をし始めた。

　もちろんこの状じよう況きようでも遥香ちゃんは虚空を見つめ、何か考え事をしている。

　わかったよ。そんなに悩みがあるんだったら一ひと肌はだ脱ぬいでやろうじゃないの。

「結局、日付が変わっちゃったね。もう家帰って準備したら寝ねれないだろうし今日も学校に泊まろうかな？　みんなはどうする？」

　私が女性陣じんにそう聞くと、凛ちゃんが自分の腕うでにつけている時計を確かく認にんした。

「そうですね。明日も明日で朝早いですし、今日は宿直室に泊まりましょう」

「遥香ちゃんは？」

　良い機会だ。修学旅行の深夜のノリに近い感じで悩みを聞き出せばばっちりね。

　私がそう聞くと、相も変わらず虚空を見つめる遥香ちゃんは、私の問いかけで我に返ったようだ。

「あっはい……。私もそうします」

「おっけー。それじゃ佐々木ちゃんと戸と締じまりして帰るのよ？」

「えぇ!?　姫様！　そこは、『佐々木も泊まってくでしょ？』じゃないんすか？」

「だってここの宿直室一部屋しかないもの。廊ろう下かで寝るって言うんだったら泊まってってもいいと思うけど……」

「あぁもういいっすよ。どうせドランの世話がありますからね。んじゃ俺帰るっす」

　そう言って佐々木は、教室から出て行った。

「さて、運動部用のシャワー室に行って汗あせ流して、寝ましょうか」

　私と凛ちゃん、そして遥香ちゃんの三人でシャワー室に行き、さっと汗を流した私たちは寝間着に着き替がえた。

　布ふ団とんを敷しき、あとは布団に入って寝るだけ。

「では杏樹様、本間遥香。お休みなさい」

　一番に床とこについた凛ちゃんは一分も経たたないうちに寝息を立て始める。

「はやっ！　じゃあ遥香ちゃん、私たちも寝よっか」

「はい、杏樹さま」

　灯あかりを消し、真っ暗くら闇やみになった部屋で私は天てん井じようを見つめ、部屋には凛ちゃんの寝息だけが聞こえてくる。

　よし、これで状況は整った。遥香ちゃん、弥太郎の事で思い悩んでいるんでしょ。私にその思いをぶつけてきなさい。二人が幸せになってくれるなら私なんでもしちゃうわよ。

「遥香ちゃん起きてる？」

「ええ、寝付けなくて……」

「そっか。なんか悩み事？」

「えっと、まぁはい……。そうですね。悩み事っていうか……そのもうどうしようもない事なんですけど……」

　うんうん、恋こいって悩むよね。もうお姉さん相談のっちゃう。

　こうなったら弥太郎が幸せになるために努力は惜おしまないつもりだ。しかし本間さんから返ってきたのは予想外の言葉だった。

「私、弥太郎さんに振ふられちゃいました……」

「えっ……」

　遥香ちゃんは軽く笑ったような声でそう言った。別に嬉うれしくてそうなったわけじゃない。自じ嘲ちようっていうやつなんだろう。それにしても私はびっくりしすぎて呼吸が止まるかと思った。

「ま、マジで!?　うそでしょ？」

　なんで振ってんだよ、あの男は。

　こんなにかわいらしくてけなげな女の子。出会いたくったって出会えないわよ？

「なんで？　ありえないでしょ」

「その……別に好きな人がいるっていうんです。だから私とは付き合えないって……。まぁこればっかりはしょうがないですね……」

　なんて答えればいいんだ。しかも好きな人がいるって……。ちょっと前まで『俺は恋れん愛あいになんて興味がないんだ』みたいな顔してたくせに、振った理由が好きな人ができた？

　何言ってんのよアイツは。まじで明日会ったら文句を言ってやろう。

　でももっと気になるのは、弥太郎の好きな人だった。

　私はそのことが気になりすぎて、遥香ちゃんにそれを聞こうとした瞬しゆん間かんだった。

　窓ガラスが割れ、あまり歓かん迎げいしたくはない誰だれかが宿直室に入ってきたのだ。

「誰よ!?」

　佐々木がこんなことをするわけがない。弥太郎は病気で自宅療りよう養よう中。

　つまりこんなところに空気を読まずに入ってくるのは、不届きものとしか考えられない。

　私の問いかけに一つの大きな黒い影かげが答える。

「異種族排はい斥せき法案に反対する善良な市民でーす」








５章　セイブ・ザ・クイーンの法則






「しかし楽しみっすね。文化祭！　俺出店でクレープ食べたいっす」

「今日はきっとそんなの食べるヒマ無いほど忙いそがしいぞ？」

　ぱっと目が覚めると、病やみ上がりの体だけどそんなに体調は悪くない。これならなんとか仕事もできそうだ。

　起きる時間はいつもより少し遅おそいぐらいだけど、急げばぎりぎり間に合いそうな雰ふん囲い気きだ。朝のニュースも見ぬまま、急いで準備を開始し、学校へ向かう道中、同じく学校に向かう佐さ々さ木きと道で会い、そんな会話をしていた。

　天気は曇くもり空が広がり、あまりイベント日和びよりというわけではなさそうだ。なんとか持ちこたえてくれればいいんだけど。

　そんな淡あわい希望を持って学校の付近まで行くと軍人さんたちが検問をやっている。

「ここから先は通行禁止だ」

　強面こわもての軍人さんにすごまれた俺は、学校の関係者であること。そして杏あん樹じゆの直属の部下ということを伝え、ようやく通してもらった。

「なんかあったんですかね？」

「わかんないけど物ぶつ騒そうな事じゃないといいよな。最近『異種族排斥法案』でなにかと不ふ穏おんだしさ」

　俺たちが学校に向けて進み、もうすぐ校門が見えてくるぐらいの位置まで来たときだった。生徒さんが楽しげに歩く人ひと影かげも、華はな々ばなしい文化祭を告げる入場門や和わ気き藹あい々あいとした雰囲気がにじみ出ているはずの校門もなく、あるのは文化祭には全くそぐわない盾たてをもった軍人さんたちが学校を取り囲む、物々しい雰囲気だけだ。

「あれ？」

　俺も佐々木も顔を見合わせ、何が起こっているのかまるでわからないといった表情で軍人さんに駆かけ寄り自分の立場と何があったのか聞くと軍人さんはこう答えた。

「ちょっとした事件だよ。お前らは知らなくていい」

　なにが起こっているかまるでわからない俺は、とりあえず杏樹に連れん絡らくを取るために、携けい帯たいを取り出したが、杏樹が通話にでる気配はない。

「ダメだ。でないや」

「とりあえずどこかに知り合いがいたら、聞けば良いんじゃないすか？」

　近くを窺うかがい、誰か知り合いがいれば事情を聞けるはずだ。

　段取り通りならそろそろ宇う佐さ美みさんが学校に到とう着ちやくする時間だ。俺は携帯を取り出し、宇佐美さんに連絡を取ってみるが、どうもでる気配がない。

「うさみんでないんすか？」

「うん。もしかしたら途と中ちゆうの検問で引っかかってるかもしれない……」

　俺が携帯をポケットにしまい、もう一度辺りを窺っていると、怖こわい顔した燕えん尾び服ふくを着て杖つえをついたおじさんと、涼りようさん、それに何人かの軍人さんたちがなにやら大切な話をしているようだ。

　そしてその中で縮こまっているリーネと宇佐美さんがいた。

「税金で養ってもらってる癖くせに、貴様それでも本当に軍人か！」

「ですが姫ひめ様を人ひと質じちに取られては……我々ではどうしようも……」

「言い訳が聞きたいわけではないのだ！」

　オークの俺が言うのも何だけど怖い顔したおじさんは軍人さんをしかり飛ばしている。とても今は、涼さんに事情を教えてもらうわけにも行かなそうな雰囲気だ。

　おじさんが大きな声を出す度たび、リーネも宇佐美さんも震ふるえあがりおびえたような表情で誰かの助けを待っているようだった。

「あ、あのぉ……」

　俺は、なるべく刺し激げきをしないように慎しん重ちように涼さんに声を掛かけた。俺の姿を確認したことでリーネも宇佐美さんも不安から解消されたようで、花が咲さいたような笑え顔がお。

　一方で燕尾服を着たダンディなおじさんは俺を見るなり、さっきのトーンとは比ひ較かくにならない程ほどの声を張り上げ激げき昂こう。

「貴様はなんだ！　スパイか？　どうせ、貴様が手引きしたんだろう！」

「な、何のことですか？　状況がよくのみ込めないんですが……」

　自分の行いを振り返っても特におじさんに怒おこられる理由なんてないのに怒られた俺はとりあえず落ち着いてもらうように頼たのみ込んだ。

　近くでこのおじさんを見ると、どこかで見たような顔をしている。でも名前までは思い出せない。

「ちょっとお父様、落ち着いてください。この人は杏樹にお願いしてきてもらった人たちですよ？　こんなことするわけないじゃないですか」

「あぁ姫のおもちゃか。まったくこんな奴やつを近くに置いておくからこんな事態になるんだ。良いか貴様らこの件が終わったら必ず国から出て行ってもらうからな」

　まるで意味がわからなかった。

　おそらく涼さんが『お父様』と言っているんだから、家族の方なんだろうけど……。とりあえず何もわからない俺たちは、涼さんに話を聞くことにした。

「涼さん一体なにがおこってるんですか？」

　涼さんが俺たちに見せたのは、怪かい文ぶん書しよというやつだった。

「『姫　と　娘むすめ　は　い　た　だ　い　た。無　事　に返　し　て　ほ　し　く　ば　そ　っ　こ　く　法　案　を　撤　回　し　ろ　？　今　日　中　に　撤　　回　し　な　け　れ　ば　娘　た　ち　の　命　は　な　い』。なんですかこれ？」

　明らかにいたずらの域を超こえている物だった。脅きよう迫はく状じようってやつだ。

「その……ここにいるのは私の父なんだけど、父が異種族排斥の法案を提出してるのは知っているかしら？　それで過激派の連中が怒って学校で昨日凛りんと杏樹、それに遥はる香かちゃんを誘ゆう拐かいしたらしいの……」

「「えええええ!?」」

　俺と佐々木が驚おどろき倒たおすと、鼻で笑ったお父さんは俺たちを問い詰つめる。

「わざとらしい。どうせ貴様らも裏で過激派に協力していたんだろう？」

「そんな事あるわけないじゃないですか！」

「どうだかな……」

　吐はき捨てるように俺たちに言葉をぶつけてくる涼さんのお父さんはどう言っても聞かないようだ。

「涼、とにかく我々はテロに屈くつしてはいけない。異種族の排はい斥せき。これは絶対なんだ。これから生まれてくる人間のためにも絶対に必要な事なんだ」

　凛さんが少しかわいそうになった。

　たしかにこの父親の言うこともわかる。親だし、子どもは守りたい気持ちからこうなってしまったんだろう。だけど確かに凛さんは変わろうとしていた。それなのにいつまでも同じ価値観を持ち続けるこの人に俺は無む性しように腹がたった。

「そうやってレッテル張りをして何になるって言うんだ。オークだからでかくて頭悪くて直情的で。たしかにそういう奴もいるかもしれない。だけどみんながみんなそうなわけじゃない。小さいオークもいれば、人間のくせに魔ま法ほう使つかいをやろうとするバカだっている。

　性に奔ほん放ぽうなエルフもいれば、人前にでるのが苦手なのにアイドルをやろうって奴だっているんだ。そうやって自分の価値感だけで判断しないでください」

「だったら貴様は、良いオークとでもいうのか？　娘と姫を救えるというのか？」

「救ってみせます。だって杏樹は……杏樹が俺には必要だからです」

　自分で決めた事だ。自分の今の気持ちを杏樹に伝えたい。

　今まで自分の欲求に素す直なおになれなかった俺がようやく見つけた答えだから。

「一いつ端ぱしの愛国心はあるようだな。面おも白しろい。だったら見せてもらおうじゃないか。それが本物か。貴様らには時間をやる。夜までに娘たちを助けだせ。助けられなければこの国は人間だけの国になる。ただ約束が守られなければ我々は強きよう攻こう策さくをとる。この意味わかってるよな？」

　ようするに俺たちが助けないと人質の命も保証できないってことだ。

　そんなの嫌いやだ。俺は杏樹に言わなきゃいけないことがあるんだ。

「わかりました」

「それからこのことは一いつ切さい口外せぬように。マスコミにかぎつけられたら厄やつ介かいだ。辺りはきっちり封ふう鎖さしろ」

　涼さんのお父さんの台詞せりふを俺なりに解かい釈しやくするとこうなる。

『卑ひ劣れつなオークどもが姫様たちをさらい学校を占せん拠きよ。軍を送ったが手て遅おくれだった。やはり異人種は危険だ。排斥しよう』

　ようするにこの国が俺たちもいられる国に戻もどるには、俺たちが頑がん張ばって杏樹たちを助けろってことだ。

　凛さんのお父さんがその場を離はなれ、追つい随ずいするように軍人さんが後を追いかける。

「やたろうさん！」

「弥や太た郎ろうちゃん！」

　空気が弛し緩かんしたのを確かく認にんして、宇佐美とリーネさんが俺に抱だき付いてきた。

　オークの俺に対して憎にくしみを思いっきり向けたあの人の事だ。

　どうせ、この二人にも同じような事を言ったんだろう。

「ごめん……。俺こんなことになってるなんてしらなくて……」

「かなでが悪いんです。すぐにやたろうさんに連絡をしなかったのが」

　俺に必死に謝る宇佐美さん。でも悪い事をしたのは過激派の連中で、宇佐美さんは何も悪くない。

「気にしないでください。リーネも大だい丈じよう夫ぶだった？」

「飲み屋の客、相手してる私に言ってるの？　気にしないでいいわよ」

　二人に何か危害が及およんでないことに胸をなでおろすと、後ろから涼さんが申し訳なさそうな声で俺に話しかけてきた。

「謝らなきゃいけないのはこちらの方よ……。本当に父が失礼な事をしてしまったわ。でも弥太郎君。あなた学校に行くなんて無茶やめてよね。私もできるだけ父を説得してみるから。だから早まった行動は絶対に……」

　傲ごう慢まんだと思うけど、それでも杏樹を助けたい。助けなきゃいけない。そういう気持ちが俺を学校へと駆かり立てるんだ。

　主人公がヒロインを助けに行くのに御ご託たくはいらないように、俺も語る言葉はもっていなかった。衝しよう動どう的でもいい。助けたいんだ。

「あちゃ～涼の姉あね御ご、これは覚かく悟ごが決まってる目ですぜ。止めても無む駄だってやつですよ。つまり、ここで先せん輩ぱいが刃は物もので襲おそわれそうになったら、寸前で俺が投げナイフするチャンス！　切っ先を変えて、かっこよく登場！　これしかない」

　そういや佐々木はそんなこと言ってたな。

「でも弥太郎ちゃん、そんなこと言ってるけど、過激派は警備ちゃんとしてるから学校に入るのも難しいわよ？」

　確かにそうだ。いざ涼さんのお父さんに威い勢せいのいい啖たん呵かを切ったとはいえ、中には過激派の人たちがいっぱい警備しているだろうし、困ったもんだ。

「フフフ、そこはご安心ください。私わたくし佐々木、侵しん入にゆう時の音を消す魔法『ヨバイズン』が火を噴ふきますよ！」

「佐々木、あんたの覚える魔法ってホントしょうもないわよね。とっとと鍵かぎあける魔法とか覚えなさいよ」

「前にも言ったけど開かい錠じようの魔法は国家資格だから難しいの。まったくリーネは……。これで侵入は余よ裕ゆうっすね」

　得意げな佐々木を見て、残念そうに頭を振ふるリーネ。

「しかし佐々木君。それだと警備が厳重だったら……というか間ま違ちがいなく厳重だから、物音立てなくても、見張りに見られてしまうじゃないか」

　何かしら過激派の連中の注意を引き付ける必要があるけれど、俺たちにそんな手立てはない。手て詰づまりだと思ったその時、宇佐美さんが手を挙げる。

「あの……やたろうさん、みなさんの話聞いてたらひらめきました。私がライブします。そしたらテロリストのみなさんもきっと聞いてくれると思うんです！」

「で、でも舞ぶ台たいも照明も全部学校の中だよ？　音おん響きようだってないし……。それに相手は杏樹を誘拐するようなヤツなんだよ？　そんなこと危なくて……」

　宇佐美さんの気持ちはありがたいけど、そんな危ない事させられない。目の前にいる娘は俺なんかと違って、いろんな人の夢と希望なんだ。

「私、さっきの怖こわい人の話を聞いたときから考えてたんです。たしかに種族のいざこざとかはめんどくさいです。だけど私にもファンがいます。人間もオークも、エルフもデミも。いろんな種族の人が、私を認めてくれました。だから私にできる事があるのならそれで私の世界を守りたいんです。みなさんを守りたいんです。力になりたいんです。それに機材なんか無くたってかなでは平気です。少し前まで味方になってくれる人は誰だれもいない状態で道で一人で歌ってたんですもの」

「えぇかなでだけ活かつ躍やくしてズルいわよ、男の子はおっぱいが好きなのよ。かなでみたいなつるぺたがライブで気を引くんだったら私はセクシーダンスでもなんでもやって過激派の気を引くわよ。ねぇいい案だと思わない弥太郎ちゃん？」

　リーネがそう聞いて、胸を俺の腕うでに押し当ててくる。そしてリーネがツルペタとか言うもんだから宇佐見さんは自分の胸に手を当て、悲しそうに俺を見てくる。

「いやそんな目で俺を見られてもリアクションしづらいよ。それにリーネ、さっきから胸当たってる！」

「当ててんのよ！」

　校庭でいきなりアイドルがライブするだけでも異常なのに、その横でリーネが過激派を悩のう殺さつっていうのも混こん沌とんとしていてどうかと思うけど、きっとリーネも何か力になりたいんだろう。

「よしかなで準備しましょう。アタシたちの国ぐらいアタシたちで守りましょうよ。それから弥太郎ちゃん。必ず杏樹たち助け出して、無事で戻ってくるのよ？」

　俺は二人の目を見てうなずいた。




　島しま津づ・ナイト・杏樹




　目を覚ました私があたりを確認すると、どこかの地下のようだ。真っ暗な部屋の隅すみには教科書の束や、普ふ段だん授業で使わない人体模型などの機材があることから学校のどこかということはわかる。ただ隅には埃ほこりがたまり、衛生的とは言い難がたい。

　そんな場所で私たちは下着だけになり手と足を拘こう束そくされ身動きもとれず。

　ふと横を見ると、凛ちゃんは失神しているようだ。きっと過去のトラウマで気絶してしまったんだろう。かわいそうに。

　対する遥香ちゃんはよだれを垂らしながら、すやすやと寝ねている。さすがに寝ようとしていたところを襲われたから、こうなってしまうのも仕方ない。

　実際私も、今の今まで寝ていたんだからどうしようもない。

「ちょっと、ちょっと起きてよ遥香ちゃん」

　私は自分の肩かたで遥香ちゃんの肩を揺ゆらすと、夢見心地ごこちだった遥香ちゃんの目がゆっくりと開いていく。

「はっ杏樹さまおはようございます」

「はい、おはよう。ってそんな吞のん気きに挨あい拶さつしてる場合じゃないでしょ。周り見て！　私たち誘ゆう拐かいされたのよ」

「そうみたいですね……。杏樹さま、こんなときはどうすれば……」

　どうすればと言われてもこっちが聞きたいぐらいだ。

　荷物も武器も何もない。どう考えてもここから脱だつ走そうはできそうにない。

「とりあえず凛ちゃんも起こしてあげようか」

　私たちは凛ちゃんをそれぞれの肩で揺らし、何度も名前を呼びかけるとようやく意識が戻ったようだけど、瞳ひとみには恐きよう怖ふがにじんでいる。

「大だい丈じよう夫ぶ凛ちゃん？」

「大丈夫ですか凛さん？」

「あ……だい……じょぶです……。杏樹様本当にふがいなくてすみません」

　どう見たって大丈夫じゃない。

　普段だったら、私を守るとか騎き士しっぽいことを言うのに、その影かげは一切消えている。

　当たり前って言えば当たり前だ。

　いくら学校でいい成績を残しても、実際にそういう場面に出会った瞬しゆん間かんに頭は真っ白になって何をすればいいのかもわからなくなってしまう。
















　実際私もそうだった。

　それに子どものころの苦い思い出もあるんだから動けなくて当然なんだ。

「大丈夫よ。心配しないで、私これでも姫ひめ騎士よ。絶対あなたを守ってみせるから……」

　なるべく明るい声で不安にさせないように振る舞まったが効果は薄うすい。凛ちゃんの視点は定まらず、体も小刻みに震ふるえている。

　なんとか私が凛ちゃんを励はげましていると、部屋の外からこちらに向かう二つの足音が聞こえた。

　もしかしたら弥太郎と佐々木が助けに来てくれたのかもしれない。

　そんな淡あわい希望も、戸が開いた瞬間に無くなってしまう。

　部屋に入ってきたのは、オークとデミの二人組だった。

「戻ってきたら起きてんじゃん。どうしますか、こいつら？　とりあえずエッチな事でもしちゃいますか？」

「馬ば鹿か野や郎ろう、志を高く持て。俺たちは世間を変えるためにこういうことやってんだぞ？　俺たちがこういうことをすれば人間は怖いと思う。そしたら排斥なんて考えないだろ？」

「そうっすね……。じゃあとりあえず、逃にげられないように下着とっちゃいますか」

「頭のなかそんなんばっかか！　それじゃ見張りやってる下の奴やつらに示しがつかねーだろ。警備の方はばっちりなんだろうな」

「大丈夫っす。しっかり見張りもいるし、どうせ政府のバカどもはビビって学校になんか突とつ入にゆうしてこないっすよ」

　しかしさっきからあの小こ柄がらなデミと誰かが被かぶる。ものすごくこの事を誰かに伝えたいのに、そんな空気じゃないこともわかっているので、悶もん々もんとした気持ちでいっぱいだった。

　ともあれ、こいつらが過激派のリーダーらしい。犯罪者っていうと凶きよう悪あくで悪質なイメージを持ってしまいがちだけど、どこにでもいるような普通の人なんだな。

　他ほかの過激派のメンバーはどうやらここじゃないどこかで見張りをしているようだ。ということはこいつらを倒たおしたところで逃げることもなかなか難しい。

「でも兄貴、こんなんで本当に議会への法案取り消してくれるんすかね？」

「お前は馬鹿だからわかんないかもしれないけど、俺たちは国を変えるんだよ。わかったか？　それで誘拐したってのは向こうにちゃんと伝わってんだろうな？」

「それはしっかり怪かい文ぶん書しよ作ってやりました」

「ならいい。これでネットで異種族排はい斥せき法案の議会への提出が取り消されたって情報を見たらこいつらを解放する。もししない場合は……」

「エッチな事するんすね!?」

「だからお前はなんでそんなにエッチな事したいわけ？　違うだろ？　ここは『殺す』って言うところだろ？」

　早くもこの過激派が不安でしょうがない。よく今までこれで過激派としてやってこれたな。

「エッチな事はしないぞ、奴らは大切な人ひと質じちだからな」

　私が辺りをきょろきょろと見まわしていることに気づいた過激派の人がこちらに歩いてくる。

　隣となりにいる凛ちゃんは一歩、また一歩と過激派の二人組が近づいてくると小刻みに体を震わしている。

「よぉよぉ姫様。俺は異種族解放同盟の頭かしらはってる者だけど、どういう状じよう況きようだかはわかってんだろうな？」

「わかってるわよ。でもどうせこんなことしても無駄よ。あなたたちが攫さらったこの子はあの純血派の中でも超ちよう強きよう硬こう姿勢の龍りゆう造ぞう寺じ家の娘むすめよ？　わかってる？　これで本当に殺したりしたら戦争になっちゃうのよ？」

　もしもここで本当に私たちが死んだら、純血派は間違いなく強硬手段でモリタニアを人間だけの国にしてしまう。

　私が死んでもどうせ悲しむのはお父さんぐらいなもんだ。それにこんな修しゆ羅ら場ばは慣れっこの私はまだいい。でも目の前にいる凛ちゃんにはトラウマがある。それを考えると一刻も早くここを出してあげたい。

　それに遥香ちゃんだって、嫁入り前の身だ。こんな頭悪そうな奴らと一緒には置いておけない。まっ、私も嫁入り前なんだけどね、ははは……。

　ここで犠ぎ牲せいになるのは私だけでいい。私しかいない。

「その龍造寺家の娘だから誘拐したんだ。まぁ姫様がくっついてきたのは予想外だったけどな。そもそも俺たち異種が何をしたっていうんだ。戦争なんかずっと前の話だ。それなのにお前ら人間はいつまでたっても異種はクソとか人間が至高とかのたまいやがる。そうやって価値観押し付けてさぞや人間様は高こう尚しようなんだろうな」

「言いたいことはそれだけ？　だったら理り不ふ尽じんな暴力やめなさいよ。そもそも遥香ちゃんはエルフじゃない。あなたたちの考え方だったらせめて遥香ちゃんは解放しなさいよ」

「そのエルフの娘だって同罪だ。人間なんかと仲良くして。まぁでもこうやって人質になってくれてんだ。感謝してるさ」

　まるで子供の理論だった。

　○○ちゃんは友達だったけど、××君と仲良くしてるから嫌きらい。

　そんなことをさも理論立てて言っているようなものだ。

「それじゃただのわがままね。それにどうせ私が誘拐されても世間はわからないわよ。報道規制ってやつがあるからね。あなたたちの所業が知れ渡わたることなんでまずないわ」

「おい兄貴に向かってなんて口きいてんだ！」

　私の首をつかみかかろうとするデミを制止させたオークはデミを力いっぱい殴なぐりつける。骨と骨がぶつかり合う音が部屋に響ひびき、壁かべに激げき突とつしたデミは力なく床ゆかに倒れこんだ。

　ようするに俺は力持ちだし、お前に負けるわけないんだよ。だからおとなしくしておけよっていう事実を示じ威いする行動なんだろう。反社会勢力の人間がよくやる手段だ。

　このままだと埒らちが明かない。

「わかった。反はん抗こうはしない。おとなしくしてる。ただあなたたちの目的にはこの二人の命は必要ないでしょ？」

「は？」

「だって私は腐くさってもお姫様よこの国の。ってことは私一人だけでもいいじゃない。簡単でしょ？　どのみち捕つかまったら死し刑けいは確定なんだし。そちらの目的に沿うのでは？」

「うだうだと余計な事を言ってんじゃねぇ」

　そう言ってオークのこぶしが私の左ひだり頰ほおに飛んできた。反射的に首をひねり致ち命めい的てきなダメージは避さけたものの唇くちびるがきれ、口角から血が流れているのがわかる。

「ちょっと杏樹さま……！」

　遥香ちゃんはこっちを見つめ悲しそうな顔をする。だけどこれでいいの。

　このまま殺されるかもしれない。でもまぁいいか。どうせ王位だったら第二王位継けい承しよう者が継つぐだけだ。

　虚きよ勢せいぐらい張りたいじゃない。

　オークの下げ卑びた笑いが私に向けられていた。

「何だってやってやるわよ。でもね、私はこの国のお姫様で騎士なのよ。国民を守る義務があるの。だからせめてその矜きよう持じを汲くんでくれてもいいんじゃないってことよ」

「その心意気は買った。それじゃこの二人には何もしない。まぁ人質なのには変わりはないけどな。おい、こいつらを別の所に運んでやれ」

　そう言うと壁に吹ふっ飛ばされたデミが立ち上がり、二人を外に連れ出そうと腕うでを持ち上げた。

「杏樹さま……私も残ります！　なんで一人で……」

　遥香ちゃんが振ふり返り、その目には涙なみだを浮うかべている。

「いいの。あと凛ちゃんは女騎士頑がん張ばってなってね」

「そ、そんな……」

　最後くらい笑って見送ろう。どうせ、ここには誰も助けには来ない。龍造寺慶けい次じはそういう男だ。テロには屈くつしない。私だってそういう立場を取ると思う。たぶんだけど……

　だからこれでいいんだ。これで……。

　どうせ孤こ独どく死し最有力候補の人生だ。だったらそれが早まったって大したことはない。

　だけどもう一度だけ弥太郎に会いたかったな。

　外に運ばれていく二人の背中を見守りながらそんな事を考えてしまった。

「さてさて勇ゆう敢かんなお姫様、アンタには別の事をやってもらうぜ。ちゃんと世間に俺たちの理念を伝えてもらうためのなぁ！」

　そう言ってオークが私の腕を摑つかみ資材室の更さらに奥にある部屋へと引きずられた。

「なんとでも言いなさい」

　口では勇敢な事を言っても、私は寂さびしくて死にそうだった。




　里さと中なか・オーク・弥太郎




「テロリストのみなさーんげんきですかー？　どうも！　宇佐美かなででーす！　今日はみなさんのために～」
















　遠くでは、宇佐美さんが過激派に向けて拡声器で自己紹しよう介かいしている。

「おい、あの宇佐美かなでが校庭でライブやってるってよ～。しかもセクシーな踊おどり子もバックダンサーとしているって」

「まじかよ。俺、ああいうか弱そうな女の子好きなんだよなー。どうせここらへん誰だれもこねーし、ちょっと見に行こうぜ」

「俺はセクシーダンスが気になるわ。いくか」

　俺たちは佐々木と二人で学校の裏庭にある植物園に侵しん入にゆうし、息を潜ひそめていると、目の前では過激派と思われる人たちが、宇佐美さんのライブに気をそらし持ち場を離はなれていった。

　過激派といっても俺たちとなんら変わりない。ただ考えが過激なだけなんだとほっとする一方、勢いで学校に侵入できたのはいいものの、肝かん心じんの杏樹の居場所がわからないということで俺たちは焦あせっていた。

「完全に見切り発車でしたね。こんなことなら軍のお偉えら方がたに『どこらへんに監かん禁きんされてますか？』とか聞いとけばよかったっすね」

「まったくだよ……」

　杏樹たちがどこに監禁されているかわからなければ、助けようにも助ける事ができない。

「なんか手がかりないの？」

「そうっすね。もう帰っても、そんな寝ねられないからそのまま運動部棟とうに行ってシャワー浴びて寝るって言ってたっす」

　冷静に考えると、杏樹も凛さんもいるんだ。多少の抵てい抗こうもするはずだし、逃げようともするはずだ。なのに今こうして人質になっているっていうことは隙すき丸出しの状態で襲おそわれたに違ちがいない。

　そうなると、学習棟にある宿直室か運動部室が最後にいた可能性が高いということになる。そして部室棟は学習棟から校庭を挟はさんでいるから、校庭を何の気配もなく来るとは考えにくい。となると宿直室が襲われたっていうことはなんとなく想像がつく。

「しかし、こう音も立てずに侵入ってのはなかなか緊きん迫ぱく感かんがありますね」

「そんなこと言ってんじゃねぇよ。宇佐美さんが必死に過激派の連中引き付けてくれてんだからとっとと行くぞ」

　辺りの気配に注意しながら植物園をでた俺たちは、学習棟へと繫つながる廊ろう下かへ。

　しかし警備の気配はない。確かにテロリストとか呼ばれる人たちは禁きん欲よく的な生活を送ってそうだし、こういう娯ご楽らくに飢うえているのかもしれない。

　順調に学習棟を進み、ようやく宿直室に到とう着ちやく。ドアに耳を当てても、中に誰かがいる気配はない。そっとドアを開けると、そこにはただ布ふ団とんが三組敷しかれ、そのうえで誰かが争った形けい跡せきが見られる。

「あぁこりゃ過激派の奴やつらが襲った跡あとみたいですね」

「そうだな。まぁ一応探さないと。何か手がかりが残ってるかもしれないし」

　そう言って俺たちは手分けして手がかりを探すが、やっぱり見つからない。

「そういえば、結局今日は文化祭なんすよね。こんな事にならなかったら、普ふ通つうにうさみんのライブ楽しめたのにな」

　まったくもって佐々木の言う通りだ。

　本当だったら、今日は文化祭で忙いそがしいけど、どこか楽しげな一日になるはずだった。

　そして俺は杏樹に言いたいこともあるのに。

　俺が杏樹の鞄かばんの中を漁あさりながらそんなことを考えていると、佐々木が俺の肩かたを叩たたいてくれた。

「先せん輩ぱい元気出してください。なんとか頑張って見つけましょうよ。とにかく学校くまなく捜さがしましょう」

　なんとかしてみんなを助けたい。ここで諦あきらめるわけにはいかないんだ。

　俺たちは宿直室を後にして、また気配を消しながら廊下を進みはじめた。

　廊下の角を曲がる際は、進む先に過激派の気配がないかをちゃんと確かく認にんしてから進み、なにか物音がしたらすぐに物もの陰かげに隠かくれる。

　教室一つ一つを確認し、どこかに杏樹がいないか確認するがやっぱり見つからない。

　俺たちがそうやって確認していると、廊下から、誰かが抵抗するような声が反はん響きようしてきた。

「……してください。わたしも……」

　俺は佐々木と一いつ緒しよに声のする方に慎しん重ちように進むと、下着姿の凛さんと本ほん間まさんが顔に袋ふくろを被かぶせられ、二人のデミに囲まれている。

「せんぱいあれ……」

　佐々木の言葉にうなずき、物陰に隠れながらもじっと観察するとデミたちがなにやら会話をしている。

「こいつらどっかの部屋にいれとくっす！　そんでお前はちゃんとこいつらが逃にげないように見張っとくっす」

「そんな勘かん弁べんしてくださいよ。校庭で宇佐見かなでが俺たちのためにライブしてくれてんすよ？　それなのに俺だけが見張りって……。俺ファーストライブからファンなんですよ」

「そんなの知らないっす。とにかく適当な教室にぶち込んでおくっす。俺は頭領の所に戻もどるから後の事は任したっす」

　どうやら関係的には、ちょっと偉えらい過激派と、そうでもない過激派という関係性らしい。偉い方はそのままどこかに消えていった。おそらく頭領の所にいったんだろう。

「過激派にも愛されるアイドルってすごいっすね」

　たしかにとんでもない破は壊かい力を持っている言葉だけど、今はそんなことを気にしているわけにはいかない。

「どうすればいいんだろ？　どうせ過激派だから、戦せん闘とう訓練とかしてんだろ？」

「そうっすね。俺たちその手の戦闘力ないですからねぇ」

「なんか攻こう撃げき系の魔ま法ほうないの？　こう相手を一いつ瞬しゆんで無力化できるようなさ」

「ないっすね」

　佐々木の頼たよりにならない返答に脱だつ力りよくするしかない。

「つうか先輩、ふと思ったんですけど、先輩オークなんすから普通に過激派のフリすればよくないすか？」

「えぇ俺が？　武器も持ってないし、俺過激派に見えるかな？」

「こういうのは自信が大事なんすよ。何の気なしにふらっとあの教室にはいって、見張り代わるよって言えば大だい丈じよう夫ぶっすよ。しかも向こうはうさみんのファンですよ？　ファンだったらどんな状じよう況きようでもライブ見たいって思うのが心理なのは先輩ももう知ってるでしょ？」

　たしかに、夏にやっていた仕事でアイドルのファンの傾けい向こうはなんとなくわかってる。

　この状況を打開し、二人を助け出せるかもしれない。

「堂々としてればばれないっすよ。ほら行った行った」

　若じやつ干かんの戸と惑まどいを残しつつも、俺は一人教室に進み、ドアを開けた。

「お、おう！」

「おう」

　中には凛さんと本間さん、そして過激派の人だけ。

　ドアを開けた音で一瞬、腰こしに差さった剣けんを抜ぬき、こちらに刃は先さきを向けてきた過激派の人も俺の無防備な立ち姿に毒気を抜かれたのか剣をしまった。

「何だお前、見ない顔だな」

　どうやら相手は俺を怪あやしんでいるようだった。ここでうまく答えないと俺が過激派じゃないことがバレてしまう。

　ただ相手がアイドルのファンということがわかっているならやりようもある。

「やっぱうさみんは最高だぜ！」

　宇佐見さんとの仕事をしている時に思ったことだけど、ファンの人たちは、同じものが好きだということがわかると、無条件で打ち解けてしまうものだ。

「だよなぁ。お前はもう校庭のライブ見たのか？」

「見ました。最高でした。最高にエモかったです」

「まじかー。俺も見たいぜ。なのに見張りだよ？　もうやってらんねぇよ」

　ある意味プライベートライブみたいなものだ。

　閉とざされた空間に特定の人だけが見れるライブ。ファンとしては絶対に見たいはずだ。

　ここで俺は、さっき佐々木に教えられた一言を伝えれば間ま違ちがいなく目の前のデミは持ち場を離れてくれそうだ。

「あーまだ見てないんですね。だったら代わりましょうか？　俺はもう見たんで」

　俺がそう言うと、デミは顔をほころばせる。

「まじかよ。最高だよお前。じゃあ任せるわ。とりあえず逃げないようにしとけばいいらしいからさ！」

　あっさりと持ち場を離れていくデミ。俺は廊下を走る後ろ姿を見えなくなるまで見つめ、佐々木に呼びかける。

「佐々木、早くこい！」

　そう言って佐々木を教室に呼び寄せ、俺は二人の頭にかぶさった袋を取り、きつく縛しばられた手を自由にしてあげた。

「弥太郎さん……」

「弥太郎……」

　二人の目には涙なみだが浮うかんでいる。

「大丈夫だったの？　杏樹は？　なんで二人なの？」

　配はい慮りよがなかったかもしれないけれど、杏樹がいないという事実に動どう揺ようした俺は、二人の安否よりも杏樹の行方ゆくえの方が気になってしまった。

　冷たい奴だと思われようが、それほど必死だったんだ。

「それが……その私たちを逃がすために……人ひと質じちは一人でいいって過激派の人に言って……。それで杏樹さまだけ……」

　杏樹らしいや。自分が犠ぎ牲せいになって我が慢まんすればそれでいいなんて。もうなんてことしてんだよ。

「私がいけないんだ。過去にとらわれて騎き士しらしいことなど何一つできなかった。ただ震ふるえるだけしかできなかった。私は……こんなことではいつまでたっても強くなれない」

　凛さんは地面を叩き、瞳ひとみからこぼれた涙が地面に染しみる。

　なぜか俺はそれを見て腹が立った。

　杏樹をおいてけぼりにしてほしくなかったってイラつきもあったと思う。だけど一番腹が立つのは、こうじゃなきゃいけないって思ってる凛さんだった。

「弱音はいてる場合か！　今ここで泣いても杏樹は助かんないだろうが！　俺だってそんなに強くないよ。オークのわりには小さいし、杏樹とガチンコでケンカしたら負けるよ。それでいいじゃん。騎士だからとか、オークだからとか、人間だからとかそんな誰かが決めた価値観で人生生きてたって楽しくないよ！　そこで泣いてりゃいいさ。俺は杏樹助けるから。絶対に助けるって決めたんだ」

「でも……私……怖こわくて……」

「だからどうした。苦手のない奴なんていないだろ。何かにつけて恋れん愛あいの話にもっていこうとするところなんか大だい嫌きらいだ。勝手に他人をわかったふりして無理するのなんてもう反吐へどが出るレベルだよ。何考えてるかもわかんなくて女なんて怖いよ。だけど……それでも守りたいんだ。俺は杏樹を助けたいんだ。笑っちゃうよなオークが女怖いなんて。でもそういうヤツだっているんだ。だからそれでいいじゃん。自分が弱いところから始めるしかないじゃん」

　自分の存在がちっぽけで、それを自分で認めるのが怖かった。

　だけど自分がちっぽけじゃないかもしれない。必要として欲しい。だったら頑張る以外の選せん択たく肢ししかない。俺はそんな簡単な事にようやく気付けたんだ。杏樹のおかげで。

　凛さんは涙をぬぐった。そして片かた膝ひざを立て立ち上がった。

「そうですね……たしかにそうよ。認めます……私はオークが怖い。だからこそ強くなるって決めたんです。一緒に杏樹様を助けましょう」

　上を向いて立ち上がった凛さんの目にはたしかに力がみなぎっている。

「私も……行きます。私が行って何ができるかわかんないですけど……」

「マジかよ遥香っちも行くのかよ。だったらここは俺も行くしかないじゃん。かっこわりいもん、ここでビビってたら。先輩、みんなで姫ひめ様助けに行きましょう」

「本間さん、杏樹は今どこにいるかわかる？」

「私たち監かん禁きんされてる時、杏樹さまと同じ部屋だったんです。出るときも目隠しされて外に出たんですけど階段は上がってました。だからたぶん地下か何かかと……」

　杏樹の居場所はなんとかわかった。これで杏樹にちゃんと伝えられる。あの言葉が伝えられる。

「少し待ってほしいです」

　いざ事を運ぼうと思った時だった。俺たちの動きを止めた凛さん。

「さすがにこの人数では敵に動きがバレる可能性があります」

　もし敵に気づかれたら杏樹が殺されてしまう可能性が出てしまう。

　それだけは嫌いやだ。

　俺がそう思い、顔を曇くもらせると凛さんが笑った。

「助けにいくなという意味ではありません。誰だれかが場をかき乱す必要があるということです。幸い私は武術の心得があります。ここは二手に分かれましょう。片方は陽動、そしてもう片方が杏樹様を救出。佐々木、貴様は私とだ！」

「えぇ俺そっち？　会長、俺は先せん輩ぱいと同じ班にしてください。箸はしより重いものは持てないし！」

　嫌がる佐々木の襟えり首くびを摑つかんだ凛さんは晴れやかな顔で教室からでていった。

「よし本間さん。俺たちも杏樹を助けにいこう。道案内をお願いします」

　そうして俺たちも教室を後にした。




　島津・ナイト・杏樹




「ぐへへ、兄貴、配信の準備は整いましたぜ」

　資材室の奥の部屋の中央には、ガラス管と言えばいいのか培ばい養よう槽そうと言えばいいのかわからない装置が天てん井じようから伸のびている。その装置の中には人ひとりが入れるほどのスペースがあり、そこに私は手足の拘こう束そくを解かれ入れられた。

　周りではさっきの過激派の二人の下げ衆すな笑え顔がおが私に向けられている。

　脱だつ出しゆつしようとガラスを殴なぐっても割れる気配は一いつ切さいない。きっと強化ガラスでできたものだからオークだって壊こわせはしない。

「何よこれ、こんなところに入れて何するつもりなのよ」

「さっきあんたが言ったじゃないか、報道規制で俺たちがやったことは誰にも知られないって。それじゃ意味がない。黙もく殺さつされれば俺たちがやったこともすべて無む駄だになってしまう。ただこれだけネット配信全ぜん盛せいの時代に俺たちだけで姫様が死ぬのを見るのは忍しのびないと思ってね。今や処しよ刑けいも生配信する時代になったしな」

「配信？　バカじゃないの？　そんな馬ば鹿かな事やめなさいよ」

「あんたが言うには俺たちどうせ死ぬんだろ、だったらどう使ったって関係ねぇだろ」

　もう破れかぶれのやけくそなんだ。怒いかりのはけ口はなんでもいいんだ。

　狂きよう気きにゆがんだ顔はどんな種族だろうが見たくなかった。

　ガラス管の中で一人になり、私はさみしくてしょうがなかった。今すぐにでも弥太郎に来てほしかった。だけど私がここにいることも弥太郎には伝えられない。

「兄貴、生配信開始するぜ」

　そう言って、弟分が私に向かってパソコンにつながったカメラを向けた。

「さてさて、皆みな々みな様さま本日は姫ひめ騎き士し、島津・ナイト・杏樹の処刑ショーにお越こしいただきありがとうございます。よかったらチャンネル登録してってくださいね。さてこういう時皆さんはどういった処刑を思いつきますか？　オーソドックスなものだと首をナイフで切るとかですかね？」

　おそらく回線の向こう側にいる視し聴ちよう者に向けてご大層なことを垂れている。

　私は弟分の向けるカメラの視線を避さけるように下を向いた。

「俺たち異種族を勝手に国から追いだそうとして、のうのうといい暮らしをするなんてありえますか？　許されますか？　みんな生活だってある。なのにいきなりそれが奪うばわれる。人間はそんなにえらいんですか～？　違ちがいます？」

　随ずい分ぶんと饒じよう舌ぜつだ。

「やっぱりしつけって大事だと思うんです。そこで本日は姫騎士を辱はずかしめてから殺したいと思います。まずはこのスイッチを押すと？」

　過激派の頭かしらは何かのボタンを押すと、ガラス管の上からは触しよく手しゆが二本降りてきて私の両手に巻きつき、万ばん歳ざいの姿勢を取らされ宙ちゆう吊づりにされてしまった。

「無様にはりつけられてますねぇ。さて次は天井からスライムの登場です！」

　ガラス管の上部というか天井から、見るからには毒々しい紫むらさきのスライムが注入され強化ガラスを伝い私の足あし下もとをぬらした。

　足先から始まり、時間が経過する度たびにスライムで満たされていくガラス管。

　きっとこのままスライムを注入され続ければ、私は窒ちつ息そくして死ぬだろう。そして過激派は恐きよう怖ふで滲にじむ私の表情をネットに配信したいんだ。

「そんな遠回しな事しないでとっとと殺せばいいじゃない」

「姫様は視聴者サービスが全くわかっていないようです。困ったものですね」

　視聴者との会話に集中している過激派の連中は、私の話なんてまるで聞かない。

　窒息して不細工になった死に顔がネットに出回って数世紀後には王家の恥はじみたいな扱あつかいになるのか。

　死期がすぐそこまで迫せまっている。悔くいしか残らない人生だった。

「弥太郎……助けてよ……」

　一人でなんか死にたくない。弥太郎と一いつ緒しよにいたい。

　痛みで泣いているのか、悲しくて泣いているのかわからない。極限の状態だった。

　私が弱音を吐はいたら、どこかでドアが勢い良く開く音が聞こえ、顔を上げるとそこには弥太郎がいた。

「や、弥太郎……」

「杏樹！」

　ドアを開け、大きな声で私の名前を呼ぶ弥太郎の服はボロボロだ。腕うでには傷まである。ついこの間まで寝ね込こんでて、病やみ上がりのくせに、警備も一いつ杯ぱいで武術の心得も無いようなオークがここまでこれるはずがないのになぜか弥太郎がいたのだ。




　里中・オーク・弥太郎




　いくら佐々木と凛さんが陽動に徹てつしてくれてるとはいえ、追っ手が全くのゼロというわけではない。途と中ちゆう警備に見つかってしまった俺と本間さんは、階層毎ごとに杏樹の捜そう索さくもできず地下という情報だけを頼たよりに階層を下っていった。

　そしてようやくたどり着いたのは、杏樹と本間さんと凛さんが捕つかまっていたと思われる部屋のようだ。

「ここで合ってます？」

「はい……見覚えあります。あとあそこの壁かべ、たしか過激派の頭領の弟分みたいな人が殴られて崩くずれた壁の跡あとがあります」

　ただ、部屋には俺たち以外は誰もいない。

「もしかして他ほかの場所に移動しちゃったのかな……」

「それはないと思います。私たちが解放されてそう時間も経たってないですし」

　しかし杏樹がこれ以上どこに行ったのかもわからない俺は頭を抱かかえた。

　自分の頭の中を落ち着かせ、部屋の隅すみ々ずみを観察し、何か手がかりがないかと探していると部屋の奥から誰かが喋しやべっている声が漏もれてくる。

　よく見れば部屋の奥にはもう一つのドア。しかし後ろからも声が聞こえる。それは警備の奴やつらの声だった。俺たちを執しつ拗ように追いかけてきたのだろう。捕まるのも時間の問題だ。

「弥太郎さん、奥に行ってください。私はここのドアを押さえてます。少しだけしか時間は稼かせげないかもしれないけど、私にはこれぐらいしかできることはありません」

　本間さんはドアの前に瓦が礫れきを集め始め、開閉の自由を奪いにいった。

「わかった」

　これで部屋の奥に杏樹がいなければ俺たちはただ警備に捕まって、杏樹を助けられずに後こう悔かいするんだろう。

　頼たのむ。杏樹いてくれ。願うように奥の扉とびらを開けるとそこにはガラス管の中で万歳の格好をさせられている杏樹がいた。

　そしてその様子を携けい帯たいで撮さつ影えいするデミ。そして誰に向けて喋ってるのかもわからないような独り言をつぶやくオーク。

　俺はその辺にあった棚たなを動かし、閂かんぬきのように侵しん入にゆう者が入ってくるであろうドアを塞ふさいだ。

「杏樹！　杏樹！」

「なんだ貴様、いきなり入ってきて。警備の仕事はどうした！」

　どうやら俺の事を過激派の一人だと思っているらしいオークは、仕事を放ほう棄きした部下を怒おこっているような物言いだった。

「知るか！　ウチのお姫様さらって、ただで済むと思うなよ」

「兄貴、コイツ当局側の奴です。こんな顔したオーク見たことありません」

　デミの方がそう言うと、不思議そうな顔をしたオークは俺に向かって喋り始める。

「は？　お前オークだろ？　どこにこの国のお姫様救う義理があるんだよ。コイツがいるから……」

「そんなこと知らないよ。俺の……俺の大事な人が今死にそうになってるんだ。助けに来ない理由なんかないよ！」

　俺は頭領に詰つめ寄っていく。

「まるで意味がわからない。国にいられなくなったらどうするんだ？　それともお前みたいな当局側のオークはそういうのも免めん除じよなのか？　そんなわけないだろ？」

「そうだよ。俺は派は遣けんだし、政治とかを云うん々ぬんできるような立場でもないよ。でも俺は杏樹が死ぬのはいやなんだよ。返せよ！　杏樹を返せよ！」

「なんだコイツ、お姫様に惚ほれてんのか？　でも状じよう況きようを見てみろよ。な？」

「良いから杏樹を返せよ！」

　俺はオークに向かっていった。自分と比べれば一回りも、二回りも大きいオークだ。

　なにより、今まで武術も習ってきてないような俺じゃとてもじゃないけどかないそうもない体格差。

　それでも俺は歩みを止めなかった。デミの男が向かってくるがそんな事は問題じゃない。力の限りはねのけるとデミは吹ふっ飛び、崩れ去った。

　ただ近づいてくる俺に、危機感を募つのらせたオークは対たい抗こうしようと拳こぶしを振ふり下ろすと、体に衝しよう撃げきと鈍にぶい音が走り抜ぬける。痛かったけど我が慢まんした。手を前に出し襟首を摑んだ俺は、体をびったりとくっつけ、ただ押した。

　敵を倒たおす必殺技わざなんてものは派遣には必要ないし、剣けんも魔ま法ほうもいらない。俺は杏樹さえ守れれば何でもいいんだ。

　壁かべ際ぎわまで追い詰め、この世の憎にくしみをすべて込こめるように押すと首の辺りに手のひらが入り込みそれでも壁に押しつけると、オークの顔は青くなっていき、口からも泡あわを出し始める。目は赤く充じゆう血けつし、呼吸をしたくてしょうがないという顔だ。

　でもしらない。コイツなんか死んでもいい。殺す。確固たる殺意を持って力を込めた。

「やめて！　それ以上やったら死んじゃう！」

　杏樹の言葉に我に返ると目の前のオークは力なく地べたに這はいつくばった。

「杏樹！」

「弥太郎！」

　俺が杏樹に駆かけ寄ると、円えん筒とう状の透とう明めいのガラスに阻はばまれ触手を剝はがしてあげることさえ叶かなわない。

「このガラス壊れないの。たぶん強化ガラスなんだと思うんだけど……」

「そんな……」

　俺が殴ってもビクともしない。初めは壊れるだろうと甘く見ていたが、何度殴ってもガラスに変化は現れない。

　なにより一番の問題は、スライムの注入が止まらないことだ。このままだと杏樹の体はスライムの海に沈しずみ死んでしまう。

「杏樹、このスライムどうやって止めるの？」

「わかんない。わかんないわよ。でもさっき弥太郎が気絶させたオークがスイッチを持ってたから、きっとそれが……」

　杏樹の言葉を聞いて、急いでさっき倒したオークに駆け寄り体をまさぐると、スイッチはすぐに見つかった。

　だけどそれはスイッチというより、粉ふん砕さいされたスイッチだった物という表現が正しい。

「俺のせいだ……」

　俺は急いでガラス管に戻もどり、なんとかガラス管を壊こわそうと、その辺にある瓦礫をぶつけてみても傷さえつかない。

　やっと助けられると思ったのに、これじゃ杏樹が死んでしまう。どうすればいいのかわからない。自分がとんでもないミスをしてしまったという事実がどうしようもなく辛つらくて悲しくて。そんな顔をしている杏樹が俺を諭さとすように話し始めた。

「もう……しょうがないなぁ弥太郎は。ホントにおっちょこちょいなんだから。普ふ通つうスイッチ壊さないでしょ？　でもいいわ。どうせ私死んじゃうし許してあげる。もうなんでも許す。だから最さい期ごに……本当に最期のわがままなんだけど聞いてくれる？」

「そんな……あきらめないでくれよ……。俺杏樹に生きてて欲しいんだ。伝えたいことがあるから……」

「そう。でも最期だから私の方が優先ね？　私、弥太郎の事が好き…なの……。遥香ちゃんとデートするって聞いてすっごい悲しかったしさ。それで誘ゆう拐かいなんかされちゃって、最期にもし弥太郎と会えたらちゃんと告白しようと思ってさ。そしたら本当に弥太郎が来てくれて……ほんと幸せな人生だったな。そりゃできれば結けつ婚こんもしてみたかったし、白いウェディングドレスも着てみたかった。だけどそれも無理みたいだし、最期に女の子らしいことできて私は十分！　以上。私のわがまま聞いてもらってごめんね」

「ずるいよ……」

　俺が好きだと伝えるはずだったのに……。杏樹はずるい。生きてて欲しい。なんとかなんないのかよ。

「あとさ、わがままついでで何なんだけど最期は見ないでもらえるかな？　ほら今回十中八九窒ちつ息そく死しじゃない？　もう最期は白目とかむいちゃうと思うし。やっぱそこは女の子だから見ないでね」

「ずるいよ……。俺が言うはずだった言葉を先に言うなんてずるい。俺が告白するつもりだったのに！　なんでそういう大事な事先に言っちゃうんだよ」

　幸せそうに笑う杏樹を俺は直視できなかった。

「クソが！」

　次し第だいに俺は狂くるったようにガラスを殴なぐるが、俺の拳から血が出るだけでビクともしない。

　ガラスは血でにじむけどそれでも、傷はつかない。

　俺にもっと力があれば。神様がいるなら今すぐにでもこのガラスが破れるような力が欲ほしいって思うほどに哀かなしみにうちひしがれていた時だ。

「お困りのようっすねぇ～」

　聞き覚えのある間の抜けた声、俺が振り返るとぼろぼろの佐々木と凛さんと本間さんがいた。

「おやおや、なんとガラスが割れなくて困ってる先せん輩ぱいじゃないすか」

「なんでそんなに笑っていられるんだ。そもそも他の過激派は？」

「過激派なら全部、会長がぶっ倒しましたよ。まぁもちろん俺の助けがあったからこそなんですけど」

「それはわかったけど、何時いつからそこにいたんだよ。杏樹が死ぬんだぞ！」

「えっとだいたい、姫様が先輩に告白した時ぐらいっすかね。まぁまぁいくらバカだ間ま抜ぬけだと姫様になじられた俺でもですね、杏樹様が死ぬ時はふざけないっすよ。さすがに不ふ謹きん慎しんですからね。つまり、ここで姫様は死にません！」

　高らかな佐々木の発言に、俺と杏樹の頭の上には疑ぎ問もん符ふが何個も浮うかび上がり、事態ののみ込めなさに口を開けるばかり。

「そう。我こそは元素の支配者エレメンタルマスターでございます。というわけで毎度恒こう例れいの新魔法の出番でございます。なんと今月号は、身長を伸のばす魔法『グングルト』でございます。毎日自分にかけると、細さい胞ぼう分ぶん裂れつが加速して理想の身長が手に入るというキッズには大受けの大魔法でございます」

「杏樹の身長伸ばしてここから出すってことか？」

「さすがに天てん井じようまで身長伸ばすとかそういう非現実的な事は無理っす。でも姫ひめ様が無理でも他ほかに魔法をかけられる物があるじゃないすか」

「俺？」

「ちがいますよ。スライムっすよ。スライムにそれを掛けまくれば内側からガラスが割れるって寸法です。どう？　この機転の良さ。姫様、城戻ったら国民栄えい誉よ賞しようくれても良いんすよ？」

「良いからさっさと魔法掛けなさいよ！」

「へいへい、ちょっと息が苦しいかもっすけど我慢してくださいね」

　顔を真っ赤にした杏樹がそう言うと佐々木は杖つえを振ったのだった。

















エピローグ






『そう。でも最期だから私の方が優先ね？　私、弥や太た郎ろうの事が好き…なの……。遥はる香かちゃんとデートするって聞いてすっごい悲しかったしさ。それで誘拐なんかされちゃって、最期にもし弥太郎と会えたらちゃんと告白しようと思ってさ。そしたら本当に弥太郎が来てくれて……ほんと幸せな人生だったな。そりゃできれば結婚もしてみたかったし、白いウェディングドレスも着てみたかった。だけどそれも無理みたいだし、最期に女の子らしいことできて私は十分！　以上。私のわがまま聞いてもらってごめんね』

『ずるいよ……』

『あとさ、わがままついでで何なんだけど最期は見ないでもらえるかな？　ほら今回十中八九窒息死じゃない？　最期は白目とかむいちゃうと思うし。やっぱそこは女の子だから見ないでね』

『ずるいよ……。俺が言うはずだった言葉を先に言うなんてずるい。俺が告白するつもりだったのに！　なんでそういう大事な事先に言っちゃうんだよ』

「もう何回見てんだよその動画！」

「いやー何回見てもいいっすね。この最後の先輩の台詞せりふ。心に染しみ渡わたりますわ」

「ふざけんなよ。こっちは必死だったんだぞ」

「『俺が告白するつもりだったのに……』だってぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！　ヒューヒュー。どの動画サイトでも先輩の動画が一位とってますよ！　超ちよう有名人じゃないすか」

　先月やるはずだった文化祭の振ふり替かえ開かい催さいを終え、後夜祭のキャンプファイヤーが校庭に灯ともされている。いつもの空き教室からよく見ると、キャンプファイヤーの周りには人間もオークもエルフもデミも。多種多様な人種が集まって炎ほのおを眺ながめている。

　そんな感動的な光景なのにもかかわらず俺のこっ恥ぱずかしい動画を携けい帯たいから再生させ冷やかす佐さ々さ木きは悪びれる様子もない。

「でも、弥太郎さん。自分の気持ちを素す直なおに言えるって私かっこいいと思います。私がこんなこと言うのはおかしいと思いますけど……」

「本ほん間まさん……」

　本間さんは両手をぐっと握にぎり、そんな恥ずかしい事じゃないと勇気づけてくれた。

　告白を断ってから元気がなかったと佐々木から聞いて罪悪感を感じていたんだが、ここ最近は元気が出てきたようで安心している。

　自分勝手な意見かもしれないけど、幸せになってほしい。

「もういいだろ。家族にまで見られてる俺の気持ちも少しは考えてほしいんだけど」

「いいじゃないすか。両りよう想おもいってやつなんすよ？　先輩デートとか行って『あーん』とかされちゃうのか～」

「しねーよ！」

　佐々木と本間さんが見ている動画っていうのは、俺が杏あん樹じゆを助けだした時の動画だ。

　どうやら杏樹があのガラス管に入っていた場所はネットで生配信されていたらしい。

　そんな事は当然俺が知る由よしもなく、こっ恥ずかしいやりとりをしてしまった俺と杏樹はネットの住民にバカ受けだったらしく、即そく動画化。

　事件終結から一ヶ月。今までは異種族排はい斥せきの話題で持ち切りだったニュースも、俺と杏樹の話題で持ち切り。俺の父親からも良い女を捕つかまえたとお褒ほめの連れん絡らくをいただいた。

　とはいえ俺は恥ずかしすぎて、頭を抱かかえるしかない。本当に死にたい。

「しかし姫ひめ様、文化祭来れなかったのは残念でしたね。忙いそがしいみたいで」

「あぁ、そうみたいだな」

　気の抜ぬけたニュースがモリタニアを席巻しているわけだけど、異人種の排斥に関する法案の議会への提出は凛りんさんのお父さんが撤てつ回かいした。

　どうやら凛さんがお父さんを説得してくれたおかげもあるらしい。それに怪け我がの功名というか、俺と杏樹がお互たがいに好きと言い合ってる動画があまりに一いつ般ぱん化しすぎて、議会にそんな法案をだしても絶対に通らないということでの撤回らしい。

　それを受けてか杏樹の仕事は目が回るように忙しいらしく、仕事の用事以外では喋しやべれていない。

「『みたいだな』って彼女でしょ。それぐらい連絡とってるかと思ったんすけど」

「いやなんかなに連絡していいのかわかんなくて」

「えぇなんでですか。杏樹さまも弥太郎さんも、お互いの両親に挨あい拶さつが終わったようなものなのに」

「いやなんか気恥ずかしくて……それに明確に付き合ってるかどうかも……」

「でた～。その自じ虐ぎやく風の自じ慢まんね。もう姫様を助けた時の男気あふれる先輩はどこに行っちゃったんですか。今の発言を受けて、遥香っちどう思う？」

「もう最低ですね。私、怒おこってます」

「もううるさいなー。いいだろ別に……。それに二人ともキャンプファイヤー見てきなよ」

　このまま会話をしていると、勝ち目がないと思った俺は佐々木と本間さんをキャンプファイヤーに向かわせようとした。気のせいかもしれないけど、本間さんは少し明るくなった気がする。今まではどこか自分の気持ちを抑おさえていたような気がしていたんだけど、どうも最近積極的に会話をしてきてくれたりする。

「へいへい、いきゃいいんでしょ。まったくもう。行こうぜ遥香っち」

「そうですね。行きましょ佐々木さん」

「おう。気をつけてな」

　佐々木は怒ったのか肩かたで風を切りながら、教室から出て行き、本間さんもそれに付いて行くように教室から出て行った。

　しかし、改めて思い返してみると恥ずかしくて死にそうだ。

　実際杏樹と何を話せばいいんだろう。告白で悩なやんだ次は会話で悩むんだから、困ってしまう。

　でもまぁ、なんでもいいか。

「里さと中なか弥太郎〝くん〟」

　俺がキャンプファイヤーを眺めていると、俺を呼ぶ声が聞こえるので振ふり返ると龍りゆう造ぞう寺じ姉し妹まいのお父さんが敬けい称しよう付きで俺を呼んでいた。

「あっ……」

　俺はお父さんと目があった瞬しゆん間かん固まった。外見も怖こわいけど、第一印象が悪すぎて恐きよう怖ふ感かんしかない。

「そう硬かたくならなくていい。まともなお礼もしていないと思ってな」

「そうですか。そんな俺みたいなオークに……」

　お父さんは俺に近寄ってくる。鋭するどい目つきは獲え物ものを捕とらえた野や獣じゆうのようだ。顔の構造的にそうなのだから誰だれが悪いわけでもないんだけど、怖いものは怖い。

「娘むすめに怒られてしまってな。犯罪を犯おかすのは人種ではなくて、個人によるものだ。いいオークだって、悪い人間だっているんだとね。反論できなかったよ。君を見てしまった後ではね。何より礼には礼を尽つくすのが貴族というものだからね」

「そうですか……」

「それに今はこの国の姫と交際しているシンデレラボーイ。そうじゃけんにもできまい。では失礼するよ」

「あ、あの……」

「なんだね？」

「もう異種族の排斥法案は出さないですよね？」

「どうかな？　私の個人の価値観はそう変えられるものじゃない。生き方だからね。しかし国はそうではいけないらしい。様々な種族もいれば、いろんな生き方もある。例えば君のようなオークで派は遣けんとかね。我々は考えなければいけないんだ。だからこそ許容できる文化というのも必要なのかもしれないね。では私は行くとするよ。純血派の人間がオークに頭を下げる姿など見られたくないからね」

　価値観も人種も人それぞれ。なのに生き方は一つしかないってことじゃあまりにも世界は窮きゆう屈くつすぎる。淫いん乱らんなエルフもいれば、気の弱いオークだっている。

　早くに結けつ婚こんする人もいれば、婚期に恵めぐまれない人だっている。でもそれでいい。問題はそれが悪いということではないのだ。

　晴れやかな気持ちで教室からでるお父さんを俺は見送った。と同時に杏樹が部屋に駆かけ込んできた。

「や、弥太郎！」

「あ、杏樹！」

　どこかから走ってきたようで、額から汗あせを垂らしている。

　しかしどうしたものか。中々、会話の糸口が見つからない。

　杏樹を助けたときは状じよう況きようが状況だっただけに、勢いで色んなことをぶちまけられたけど、今のテンションで同じ事を言うってのは正直しんどい。どうやら杏樹も同じ気持ちのようで、お互いを見つめ合っては視線をそらし、もじもじとしている。

　沈ちん黙もくがしばらく続き、耐たえられなくなった俺が口を開けると、杏樹も同時に口を開け、発する言葉はこうだった。

「あ、あの……」

「あ、あの……」

　うーん。どうしたもんかな。会話が進まない。

「杏樹から言ってよ」

「ううん、いい。弥太郎から言いなよ」

　不毛な押し問答の末、俺から話すことになってしまい、俺は大きく息を吸った。

「あ、あの……あ、杏樹……そ、その……す、す、す、スイーツっておいしいよね」

　どうしてもためらってしまいあと一言が出てこない。

「あぁもう！　違ちがうでしょ。なんでそこで負けるのよ！　頑がん張ばりなさいよ！　ムードも情じよう緒ちよもあったもんじゃないわね」

「そ、そんなこと言われても……」

「まぁいいわ。許してあげる。それに弥太郎はそういう人じゃないもんね」

　そう言って俺に駆け寄った杏樹は片かた膝ひざをついて、こう言った。

「弥太郎さん、私とお付き合いしていただけますか？」
















「これ逆じゃない？」

「いいじゃない。それに弥太郎がとっとと言わないからこんなことになってんのよ！　パパなんてもう孫を見み据すえてるんだから。はやく答えなさいよ」

　見下ろした杏樹は、顔を赤らめ俺から視線をそらす。

「わかった」

　そう言って俺は杏樹の口にキスをした。








あとがき






　はいということで、いつものあとがきのお時間でございます。

　初めましての方は初めまして、お久しぶりの方はお久しぶりです。霧きり山やまです。

　毎度、あとがきを書いている時は気が重いといいますか、何書いて良いのか困り果てるんですよね。

　しかも今回は三ページもあるらしいんですよ、あとがき。

　三ページってなに書くんだよって感じなんですけど、一巻のあとがきに比べれば気が楽なのでなんとか頑がん張ばってみようと思います。

　とりあえず、二巻と三巻の間に何をしていたかというと、私は何かを抱かかえた状態で何かをするっていうのが苦手なので、三巻の骨組みを作る『プロット作業』が全然進まず、何もできませんでした。何かできれば良かったんですけどね……。

　しかし『姫ひめ騎き士しはオークにつかまりました。』ももう三巻刊行です。思い返せば、随ずい分ぶん遠くまで来たんだなって思います。

　ファンタジア大賞で受賞するのも初めてなら、本を出すのも初めてなので、右も左も分からずじまい。

　周囲の方たちには執しつ筆ぴつ作業中、感情をぶつけてしまったりして大変なご迷めい惑わくをおかけしたのではないかと思います。でもそれを許していただけたからこそここまで作品が書けたんじゃないかなと思いますので本当に感謝しています。

　そしてイラストを担当していただいた、霜しも月つきえいと先生にも感謝しっぱなしでございます。本当にありがとうございました。

　皆みなさんも絵を見ていただければ分かると思うんですけど、本当にキャラの表情が素す敵てきなんですよ。人間感情が動かされると語ご彙い力が低下する傾けい向こうにありますけど、本当にそれで、毎度、絵をみた瞬しゆん間かん「すげー」とか「やばい」とかそんな事しか言ってません。言葉の仕事してる癖くせに笑っちゃいますよね。

　でもそんぐらい熱量が伝わってきてすごいんですよ。私も物を作っている以上、いつかはそんな感動させられるようにより一層頑張っていきたいです。

　他にも自著の出版に携たずさわっていただいたすべての方には感謝しかございません。

　本当にありがとうございました。

　さて、今後の展開とかをお話しできればと思います。

　この作品ですが、この巻で完結でございます。

　良く作品って子どもに喩たとえられる事がありますが、本当にそうで、幸せにできたかなとか、将来どうなるのかなって考える事があるんですが、きっと弥や太た郎ろう君は社会でやっていけるんじゃないかなって思います。杏あん樹じゆも杏樹でかわいげあったし、佐さ々さ木きも佐々木で良かったな。

　特にこの三キャラは思い入れも強いですが、特に印象的なのは佐々木です。バカで無神経な感じがたまらなく可愛かわいいというか。手のかかる子ほど可愛いを地で行くキャラクターで本当に愛着あります。

　ただあんまり激しく動くもんだからたまに暴走してることありましたね。

　ということで少し寂さびしいですが、また皆様に出会えるように頑張れればいいなと思いますので、また本屋さんで出会う機会があるようでしたらお手にとって頂けると幸いでございます。

　皆様お付き合いいただき本当にありがとうございました。


霧山よん










霧山よん

●きりやまよん



第28回ファンタジア大賞にて審査員特別賞を受賞し、本作でデビューさせていただきました。

最近の私は執筆活動の傍ら、野球選手としても才能が完全に開花したようで、三冠王になって、年俸が六億になりました。

ゲームの中では高額納税者になれたので、早く独立リーグ時代からの彼女と結婚したいです。


















カバー・口絵・本文イラスト／霜月えいと

カバーデザイン／AO DESIGN










姫ひめ騎き士しはオークにつかまりました。３








霧きり山やまよん
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